















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第一章　破綻







　気が付けば全力で走っていた。

　夢む中ちゆうで。必死に。己おのれの心に絡からみ付く諸もろ々もろのしがらみを振ふり捨てて。

　ただ訳の分からない激げき情じように突つき動かされるままに。

　それは本来──在あり得えない事だ。

「……テレスッ…………！　テレス……！」

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド。

　彼等はアルメダ連れん邦ぽう陸りく軍ぐんが、兵士として運用し易やすい様にと、幼おさない頃ころから──確かつ固こたる人格が確立される以前から調教を重かさねて仕上げた規格品である。軍に忠ちゆう誠せいを誓ちかい、上官の命令には絶ぜつ対たい服ふく従じゆう。殺せと命じられて殺し、死ねと命じられて死ぬ、戦せん闘とう人にん形ぎよう。ただ戦う為ためだけにのみ存在を許されるが故ゆえ、戸こ籍せきをも抹まつ消しようされ──本来であれば公的書類の何処どこにも存在しない筈はずの兵士達。

　彼等は扱あつかい易やすい『駒こま』としての在り方に特化している。

　個性は必要無い。人間的な情動も必要無い。ある種の自動兵器として、期待された局面で期待された能力を発はつ揮きできればそれで良い。不安定な要よう素そは極きよく力りよく排はいし──常に安定した性能を得る為に、彼等の人間性は真っ先に削けずり落とされる対象となる。

　故に彼等は躊躇ためらわない。

　恐おそれない。慌あわてない。怒おこらない。焦あせらない。

　機械の様に淡たん々たんと己おのれの軍ぐん務むをこなしてこそ、軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドだった。

　激情に促うながされて命令に無い行動に出るなど、もっての他だ。

　なのに──

「…………テレス……!!」

　実験部隊〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉所属──トルク・クラウ・エネミナン伍ご長ちようは走っていた。

　時折、驚おどろいた様な視線が一いつ般ぱん兵士や研究員から投げ掛かけられる。彼等は恐らく初めて見た事だろう──『眼がん窩か無なき骸がい骨こつ』の紋もん章しようを身に帯びた〈亡霊大隊〉の軍用基準性能調整児童が、息せき切って、表情を怒いかりとも哀かなしみともつかぬ形に歪ゆがませて、真まっ直すぐに走っていく姿など。

　だが同じ〈亡霊大隊〉の他の兵士達は、さして反応しなかった。

　それが軍用基準性能調整児童としては正しい在り方なのだ。

　誰だれの眼から見ても今のトルクは常じよう軌きを逸いつしていた。

　だがトルクには周りの視線など気にならない。そもそも周囲を過ぎていく風景すら、まるで眼に入らない。眼に映っても彼の意識には影えい響きようを及およぼさない。

　今の彼の精神はたった一つの事だけに占しめられていた。それは軍への忠誠でも、上官の命令でも、軍務への責任でもなく……

「──テレスッ」

　幾いくつかの扉とびらを抜ぬけて。

「テレスッ!!」

　トルクは見慣れた巨きよ大だい粋槽タンクの部屋に──『揺ゆり籠かご』と呼ばれるテレス専用の『独どく房ぼう』に辿たどり着いた。途と中ちゆうで警けい備び兵へいが声を掛けてきていたが無視した。本来ならば、その時点で取り押おさえられてもおかしくないのだが……毎日の様にこの部屋に出入りしていたトルクなので、警備兵達もいちいち細かい手続きに目くじらを立てず見み逃のがす事にしたのだろう。その方が仕事が楽だからだ。

「テレス！　テレス！」

　叩たたき付ける様にしてトルクは粋槽の硝子ガラスに手をついた。

　どん！──と鈍にぶくも大きな音が薄うす暗ぐらい部屋の中に響ひびく。

　硝子ガラスの向こうに居るのは一人の少女だった。

　白い病人着をまとい、青白い光の中で緩ゆるやかに浮うかび揺ゆれるその姿は……童どう話わや神話の中に棲すまう妖よう精せいを想おもわせる。白はく磁じの如ごとき肌はだ。絹きぬ糸いとの様な髪かみ。清せい楚そにして可か憐れん。触ふれれば壊こわれてしまうかの様に繊せん細さいなその姿。泥どろと鉄と汗あせと血と──そんなトルクの居る世界とは無む縁えんの、何か侵おかし難がたい優美さがそこには在った。

　しかし……

「テレス…………」

　トルクは知っている。

　それだけが彼女の魅み力りよくではない事を。

　本当の彼女は──ただ繊細なだけではない。ただ可憐なだけではない。ある意味ではトルクが知る誰よりも強い存在だった。囚とらわれの身でありながら──そして苦痛を伴ともない、尊そん厳げんを侵される実験に供されながら、それでも希望を失わず、同どう胞ほう達と民族の誇ほこりを歌い上げる事の出来る少女だった。喜き怒ど哀あい楽らくも枯かれた筈はずの人間兵器に辛しん抱ぼう強く付き合い、痛みや喜びの意味を教えてくれた少女だった。

　トルクの知らない色々な事を、至し極ごく当然の様に語ってくれるこの少女は驚おどろきだった。

　ほんの些さ細さいな事にも、くるくるとよく表情の変わる彼女を見ているのは楽しかった。

　そう。楽しかった。

　楽しいという事をトルクはこの少女から学んだ。

　なのに──

「…………」

　少女は水すい溶よう液えきの中でただ漂ただようばかりだ。

　まるで──死体の様に。

　そこにかつてトルクを驚かせた少女は居ない。その瞳ひとみの蒼あおさは変わらず──しかし晴れ渡わたる空を彷ほう彿ふつとさせるその双そう眸ぼうに、意志の光は無い。虚うつろですらある。むしろ人形の眼窩に塡はめ込まれた硝子玉の方が、未まだ人間味を感じさせるだろう。焦しよう点てんは無む限げん遠えんの彼方かなたで──恐おそらく彼女はもう何も観みていない。見えてはいるかもしれないが観えてはいない。

　それは……

「テレス……！」

　かつての自分の眼だった。

　トルク達──軍用基準性能調整児童達ミルスペツク・チヤイルドとそっくりの無感動な眼まな差ざしだった。

「聞いて欲しいんだテレス！　君に聞いて欲しいことがあるんだッ！」

　必死に叫さけぶトルク。

　粋すいの中で手足を弛し緩かんさせているテレスの睫まつげが──ぴくりと震ふるえた。

　意志の有る無しさえ定かならぬ茫ぼう洋ようとした眼が、トルクの方へと向けられる。

　テレスは眠ねむっている訳でも気き絶ぜつしている訳でもない様だった。

　ただ……

「……私は聞いている。だけど正しくは聞いていない」

「……！」

　それはかつてトルクが何度か経験した反応だった。

　時折──寝ね惚ぼけたかの様にテレスは何処どこかちぐはぐな会話をする。未だ異国の言葉を覚えきっていない旅行者の様な、文法的には間ま違ちがっていなくとも、意味がすんなり通らない様なぎこちない言葉の羅ら列れつ。

　頭の中に直接響いてくる様な不思議な声こわ音ねである。

　そこに感情の揺らぎは無い。情じよう緒ちよ豊かなテレスとはまるで別人だ。

「くっ……」

　もう無む駄だなのか。

　もう手て遅おくれなのか。

　そんな想いがトルクの脳のう裏りを過よぎる。

　だが。それでも彼は諦あきらめきれなかった。

　胸にこみ上げてくる苦にが々にがしい感情──抑おさえきれない想いにトルクは硝子に両手をついたまま小さく肩かたを震ふるわせた。

「テレス………僕ぼくは」

　わずかながらトルクは躊ちゆう躇ちよした。

　かつてはする筈はずの無かった逡しゆん巡じゆん。かつては気にも留とめなかった罪ざい科か。

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドにはある筈の無い──情じよう動どう。

「小さい時から沢たく山さん人を殺してきた。同じ部屋で暮くらした人、戦場で出会った人、銃じゆうを向けてきた人、ただ生活していただけの人………何の罪ざい悪あく感かんも無しに、多くの人を殺あやめてきた……！」

　それは選せん択たくの余よ地ちなど無かった事ではあった。

　幼い子供に、周りの環かん境きように対して──大人達に対して抗あらがう力など、物理的にも精神的にも在る筈が無かった。だがそれを『当然の事』とも『仕方ない事』ともトルクにはもう思えなくなっていた。

「君に出会うまで僕はただの人形だった」

　命じられるままに人を殺す機械だった。

　その事に疑問すら抱いだかない兵器だった。

「だけど君と出会って──」

　歌を聴きいて。

　他た愛あいもないお喋しやべりをして。

　嫌きらわれる事の怖こわさを知って。

　そして何より──笑顔を向けられる事の嬉うれしさを知って。

「僕は……世界の様々なものに血が通かよっている事を……優やさしくされると胸が温あたたかくなる事を……傷きずつけば痛いんだって事を……そんなの誰だれでも同じなんだって事を……そんな当たり前の事を、誰だって知っている筈の事を、僕だって知っていた筈の事を……僕は……君に……教えて貰もらった……君と出会って……僕は思い出した……」

　自分が兵器でも機械でも人形でもなく。

　ただの人間であるのだという事を。

「噓うそをついたのは……その……君を傷つけるつもりじゃなかったんだ。ただ……僕は君に笑っていて欲しくって──だけど信用してくれた君を騙だましている事が辛つらくって……自分が人殺しなのが哀かなしくって………黙だまっていることが出来なかったんだ……」

　自分は一体何を言っているのだろう。

　とめどなく言葉は出てくる。けれどそれは理性や計算が生んだものではなくて。ただもう胸の奥おくから出てきたものに言葉という形を与あたえて次から次へと吐はき出しているだけで。意味が通っているのかどうかすら──自分でも自信が無くて。

　視界が不意に歪ゆがむ。

　頰ほおを伝う雫しずくの感かん触しよくを意識して初めて……トルクは自分が泣いているのだという事に気付いた。単純な眠気や痛みからではなく、感情によって涙るい腺せんが緩ゆるむという経験をトルクは初めて得た。いや──恐らくそれは物心つく前には、当たり前の事だった筈なのだ。ただ彼が忘れていただけで。

　一滴てき。二滴。三滴。

　ほろほろと床ゆかに落ちていく涙。

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドが流す筈の無い雫。

　低くしゃくり上げるトルクを──硝子ガラスの向こう側に浮かぶテレスは無表情に見下ろしていた。翼つばさの様に、霧きりの様に、己おのれの身体からだに白い病人着と金色の髪かみを悠ゆう然ぜんとまとわりつかせる彼女の姿は、俗ぞく界かいとは遥はるかに遠い世界に棲すまうものの様に見えた。

「僕は君に聞いて欲しくて……」

　硝子玉の様な双そう眸ぼうで自分を睥へい睨げいする少女にトルクは言った。

「君に謝あやまりたい……僕は」

「──私には」

　応じる声はやはり淡たん々たんとしていた。

　そこには何の感情も映ってはいない。

「貴方あなたが言っていることが分からない」

「…………」

「意味が分からない。謝りたいとは何か」

　それは問うというより譫うわ言ごとか独どく白はくの様な口調だった。

「笑って欲しいとは何か。それは食事をしたいという気持ちと同じか」

「……テレス……」

「辛つらいとは何か。恐れを感じる事と同じか」

　不思議そうに首を傾かしげてテレスが言う。

「…………」

　駄だ目めだ。

　言葉が通じない。

　通じている様に見えてまるで意味が嚙かみ合っていない。

　こんなのは──あのテレスではない。

　どうしようもない程の重く大きな絶望感がトルクの上にのしかかる。

「私には貴方が理解できない」

「な……ならっ…………」

　己の中の激情を吐き出す様に肩を震ふるわせトルクは言った。

「せめて……テレス……お願いだから……『痛い』と言って……！」

　それは既すでに要よう請せいでも依い頼らいでもなく──祈いのりだった。

　全身全ぜん霊れいを差し伸のべて乞こう純じゆん然ぜんたる願い。視覚も。聴ちよう覚かくも。触しよつ覚かくも。嗅きゆう覚かくも。味み覚かくも。五感の全すべてを──雑ざつ然ぜんたる情報を頭の中から閉しめ出して、ただ真しん摯しにそれだけを想う。神を崇あがめるでもなく、教典に従うでもなく、だが敬けい虔けんと言うのならば今のトルクはどんな宗教の信徒よりも敬虔であったかもしれない。

「……いた……い……？」

　まるで初めて聞いた異国の言葉を繰くり返す様に──彼女はたどたどしく反はん芻すうする。

「君は教えてくれたじゃないか」

　両手を硝子の壁かべについて己を支ささえながらトルクは必死に訴うつたえた。

「人は苦しくて寂さびしくて助けて欲しい時に『痛い』って言うんだ──って。僕でなくてもいい、僕じゃない他の誰かにでもいい、お願いだから『痛い』と言ってくれ。君は痛い筈なんだ──あんな酷ひどい事をされて。あんな辛い事実を知らされて。なのに君はどうしてそんなに無表情なんだ!?　まるで──まるで僕達、軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドみたいに……！」

「…………」

「そんなのテレスじゃない──君じゃない！　テレス！　テレス！　お願いだから──」

　それがたとえ怒りであっても。

　それがもし哀しみであっても。

　それでもトルクは構かまわないと思った。自分が憎にくまれようと、蔑さげすまれようと、そんな事はもうどうでもいい。テレスが──あのテレスがこんな空っぽのままでいるよりは遥はるかにましだった。こんな虚うつろな眼のテレスなど見たくはなかった。

「…………『いたい』」

　粋槽タンクの中で無表情にたゆたいながら少女はそう口にする。

　その単語を舌の上で味わう様にして──

「『いたい』？　いたい。いたい？　イタイ。イタイ。いた……い……？」

　淡々と繰り返される言葉。

　意味のこもらぬそれはただの音。

　しかし──

「いたい。いたい。いたい。いたい。いたいいたいいたい。いたいいたいいたいいたい。いたいいたいいたいいたい──」

　壊こわれた機械の様に少女はその言葉を繰り返す。

　何度も。何度も。何度も。

　やがて──

「いたいいたいいたいいたい……？　いたいいたいいたいいたいいたいいたい？……」

　怪け訝げんの響きが少女の声に混じる。

　それがきっかけだった。

　感情のこもらぬ淡々とした声だった言葉の連れん鎖さは、次第に抑よく揚ようを帯おび始める。

「テレス……！」

「いたい？　いたい？　いた……い？　痛い？　痛い？　痛い痛い痛い痛い？」

　それはやがて爆ばく発はつするかの様な叫さけびへと変化していった。

「痛い！　痛い！　痛い！　これが！　痛い！　痛いこと！　痛い気持ち！　痛い！　痛い！　怖こわい？　違う！　痛い！　これは痛い！　痛いという認識！　痛いという感かん慨がい！　痛いという──痛い！　痛い!?　痛い！　痛い！　痛いという──こころ…………」

　震ふるえる少女。

　いや──それはすぐに痙けい攣れんとも言うべき激はげしいものになって。

「痛い──痛い、痛い痛い痛い痛い痛いッッッ………あ・あ・あぁ………──ぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　それは悲鳴だったのか。

　それとも──喜き悦えつの咆ほう哮こうだったのか。

　仰のけ反ぞりながら叫ぶテレスの喉のどから迸ほとばしった声は、粋すいを震わせ硝子を透とう過かし、薄うす暗ぐらい部屋の中に長々と響ひびき渡わたる。

「──ぁああああっぅああああああああぁあぁああ………あぁああ！」

「テレス！　テレス!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　テレス！」

　まさかこんな事になるとは予想だにしていなかった。

　慌あわててトルクはテレスに声を掛かけるが──彼女はただ硝子と粋の向こう側で痙攣し、巨大粋槽タンクの底に沈しずむ。あるいは粋が無ければ彼女は床で頭を打っていたかもしれない。

　そして──

「ああああ……ああ……ああああトルク──」

「──！」

「トルク……トルク、トルク、トルク……ッ！　ああ……許して、謝らなきゃいけないのは私、私なの……貴方を苦しめるつもり、なかったの……!!」

　硝子にすがる様にして彼女は水底で身を起こす。

　彼女は何度も何度も首を振った。長い金髪が渦うずを巻く様にして舞まう。もしも──彼女の居る場所が水溶液で満たされていなければ、テレスの涙が花か弁べんの様に散るのを見る事が出来たのかもしれない。

「テレス!?」

　硝子で隔へだてられている事がもどかしい。

「テレス！　大丈夫!?　テレス!?」

「ああ……トルク！　何処どこ──私は彼に会って、貴方に会って、私が私でなくなってしまう前に、私は──」

「僕は此こ処こだ、此処に居る、テレス！　僕は此処に居る！　君の前に居るよ！」

　硝子の壁かべを叩たたきながらトルクは叫ぶ。

　テレスは混乱している。自分が何処にいるのかも恐おそらく分かっていない。トルクが目の前に居る事さえも認識していない。研究員達が彼女の身体に施ほどこした『処置』の詳しよう細さいまでは分からないが──それはやはり記き憶おくの混こん濁だくや認識の混乱を引き起こすものであったようだ。

「テレス！」

「……トル……ク……？」

　ひどく憔しよう悴すいしたかの様な表情で眼を瞬まばたかせるテレス。

　薄うすく。淡あわく。しかしそこには確かに感情の色が──在った。

　それはトルクのよく知るテレスだった。

「トルク──」

「テレス………傷つけて、ごめん。許してくれなんて言えないけれど」

　厳げん然ぜんと立ち塞ふさがる硝子壁が疎うとましい。

　トルクは額ひたいを硝子に押しつけながら言った。

「僕は君を──」

「……違うの……」

　何処までも透すき通った──けれど越えられない壁。

　せめてトルクの体温を感じ取ろうとするようにテレスは硝子に身を寄せた。

「……私が謝らなくちゃ……トルクは、たくさん辛い目にあっていたのに……」

「テレス……」

　間違いない。

　戻ってきた。

　テレスが──トルクの知っているテレスが帰ってきた。

　嬉うれしさでトルクは気が遠くなりそうだった。彼は赤く泣き腫はらした眼を何度も瞬かせてから小さく首を振って見せた。

「謝るのは僕の方なのに。君は変わっているね」

「貴方ほどじゃ……ないっ……わ……」

　それは。

　初めて出会った時の言葉。

　捕ほ虜りよの少女と。兵士の少年と。

　二人が初めて出会った時の──初めてお互いの存在を認め合ったあの時の。

「…………」

「…………」

　どれだけの時間が経過したのかよく分からない。

　どちらからだったのかもよく分からない。

　だが──気が付けば二人はじっと相手を見つめて笑っていた。

「テレス──そうだ。僕は」

　そしてようやくトルクは自分がこの部屋に駆かけ込んできた際に──一つ決心していた事を思い出した。

　このまま此処にテレスを置いてはおけない。

　間違いなく研究員達やトルクの兄──ダラス准じゆん佐さが行っている実験は彼女の為ためにならない。奇き跡せきなのか偶ぐう然ぜんなのか、今でこそテレスは元々の彼女の人格を取り戻しているが、いつあの不可思議な言動の彼女に取って代わられるか分からない。

　だから……

「此処から君を逃にが──」

　そこでトルクの台詞せりふは途と切ぎれた。

　突とつ如じよ──誰かの手がトルクの肩を無む造ぞう作さに摑つかんだからだ。

　ぎくりとトルクは身を強こわ張ばらせる。迂う闊かつだった。テレスの事に気を取られるあまりに他人の接近に気付かなかった。テレスもトルクばかりを見ていて気付かなかった様だ。何にしても軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドとしてはあり得ざる失しつ態たいと言って良いだろう。相手にもし殺意が在ったなら、トルクは十回は死んでいただろう。

　いや。トルクの肩を摑む手には間違いなく殺意じみたものがこもっていた。

「…………ギル……クリスト……」

　トルクが振ふり返った先には、氷の如く蒼あおい双眸をした少年が立っていた。

　兵士と呼ぶには何処どこかやつれた空気を引きずっている。何処か青白い顔色といい、眼の下に沈ちん着ちやくした隈くまといい、末まつ期ごの重病人を思わせる雰ふん囲い気きがこの少年には在る。

　ギルクリスト・クラウ・エネミナン伍ご長ちよう。

　トルクと同じく〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉に所属する兵士だ。その意味では便べん宜ぎ的てきな名前だけでなく立場としてもトルクとは兄弟の様な存在であった。

　もっとも他の軍用基準性能調整児童と異なり、この少年は明確に好こう悪おの感情を表に出してくる。そしてトルクはあまりこのギルクリストに好かれていないらしいという自覚は持っていた──その理由は彼自身にはよく分からないのだが。

「…………」

　トルクは動けない。

　彼とギルクリストを中心として……部屋の空気が一気に氷点下にまで冷え込んだ様な印象が在った。ギルクリストの殺気は本物だ。少なくとも実行すべしと自ら決断すればギルクリストは何の躊躇ためらいも無くトルクを殺すだろう。

　最後の一線を踏ふみ越こえない理由はトルクには分からない。だが何か少しでも余よ計けいな動きをすればギルクリストは瞬しゆん時じに致ち命めい的てきな攻こう撃げきを放ってくる──そんな予感が在った。この空気は粋槽タンクの中のテレスにも伝わるのか、彼女も悲鳴を抑え込む様に、己の口元に両手を添そえて固まっていた。

（聞かれた……？）

　ギルクリストは馬ば鹿かではない。

　トルクとテレスの会話を端はしから端まで聞いていれば、トルクが何を口走ろうとしていたのか察さつしはつくだろう。そうなればトルクは反はん逆ぎやく罪ざいで殺される可能性すら在った。現にトルクは以前──軍法会議も経へないままに処しよ刑けいされた兵士や研究員を見ている。

　そして……

「──任にん務む」

　ぼそりとギルクリストは言った。

「え……？」

「仕事だ、つってんだよ。さっさと廊下に回れ。テレスを実じつ験けん棟とうに移うつすぞ」

　虚きよをつかれたかの様に間の抜けた声を漏もらすトルクの肩から、突き飛ばすかの様に手を離し……ギルクリストは踵きびすを返して部屋から出て行った。

（聞かれなかった……？）

　いや。そんな筈は無い。

　硝子越しにも伝わる様にと、トルクはテレスに対して大声で話し掛けていた。改めて考えれば迂う闊かつ極きわまりないが──とにかく背後から肩を摑つかむ距きよ離りにまで近付いていたギルクリストの耳に、その台詞せりふが届いていない筈が無い。

　それともギルクリストはトルク達の会話の内容になど全く興味を持っていなくて、言葉の意味などろくに斟しん酌しやくせずに聞き流していたのだろうか……？

　だが。それならばあの殺気は何なのか。

　ギルクリストが何を考えているのか分からない。不ぶ気き味みだった。

「……えっと……その……いつの間にか随ずい分ぶんと時間が経たっていたのね」

　沈んだ空気を変えようというのだろう。顔面は蒼そう白はくのままテレスは努めて明るい声を出してきた。声の震えに気付くまでもなく、彼女が無理をしているのはトルクにも分かる。

「テレス──」

「実験……行かなくちゃ」

「でもテレス！」

「なんだかギルも怒おこっていたみたいだし……トルク……あなたも早く行って」

「でも──」

　脳のう裏りを過よぎるのは実験室で行われた採さい血けつの情景だ。

　麻ま酔すいも無く躊ちゆう躇ちよも無く少女の耳じ朶だを切り裂さく研究員達。

　トルクは唇くちびるを嚙かんだ。

（そうだ。やはりもう……こんな場所には居られない……）

　此処に居れば間ま違ちがいなくテレスは強い恐きよう怖ふと苦く痛つうに晒さらされ続ける。

　場合によっては再びあの『もう一人の奇き妙みようなテレス』になったまま戻らなくなる可能性も在った。それはもうトルクの知るテレスの『死』と同義だ。

「テレス」

　トルクは微び笑しようを取り繕つくろってテレスを見つめる。

「話の続きは──また後で」

「うん。待ってる」

　頷うなずくテレスを見つめながら──トルクは腹ふく腔こうの奥おくで、ひどく冷たい決意が固まっていくのを感じていた。




　　　　●




　時刻は深夜。

　何処か湿しめった静せい寂じやくがレガウス強制収容所を覆おおっていた。

　墓ぼ碑ひの如ごとく立ち並ならぶコンクリートの建築物が、広い敷しき地ちのあちらこちらにいびつで大きな影かげを落としている。ただ無音でそびえるだけですら──装そう飾しよく性せいの欠片かけらも無いそれらは、観みる者を威い嚇かくするかの様な圧あつ迫ぱく感かんを放散し続けている。闇やみによって詳しよう細さいが塗ぬり潰つぶされる状じよう況きようならば尚なお更さらに。

　敷地内に点在する探たん照しよう灯とうによって、最低限の視界は確保されている。

　だが──それでもこれだけ広ければ、隅すみから隅まで隈くま無なくという訳にはいかない。有事の際には監かん視し塔とうや各建造物の上から放たれる投光器の強力な光が、暗がりを駆く逐ちくする様になってはいるが……普ふ段だんはあちらこちらに光の届かない闇の領りよう域いきがわだかまる事になる。

　幾いくつか点在する闇色の死角。

　そこで建物の壁に張り付く様にして息を殺し──待つ。

「…………」

　袖そでをまくって腕時計の時計盤に視線を落とすとトルクは声を出さずに口の中で確認した。

（一時間半経過──そろそろだな）

　視線を上げてそっと建物の角からある方向を眺ながめる。

　ディスパレイト飼し育いく施し設せつの在る第三研究棟──その資し材ざい搬はん入にゆう口ぐちに二名の警備兵が立っていた。いずれも短機関銃サブマシンガンを肩から提さげて定期的に辺あたりを見回している。未だ任にん務む交こう代たいして五分あまりであるせいか、彼等の動きに緩ゆるみや弛たるみは見られない。

　だが──

（……足りなかったか？）

　トルクの脳裏をふと不安が過ぎる。

　しかし次の瞬しゆん間かん、片方の警備兵が困こん惑わくするかの様に頭を振って──それからよろめく様にして建物の壁に手をついた。

「おい──どうし……」

　もう一方の警備兵も──しかし同じく何かを振り払おうとするかの様に頭を振って建物の壁に背中を預あずける。どちらも、何か急きゆう激げきな体調不良でも起こして、立っていられなくなったかの様に見えた。

　ずるずると二人の警備兵がその場に座すわり込む。

　やがて──彼等は動かなくなった。

（……間違ってなかったか）

　安あん堵どするトルク。

　彼等が任務に就つく直前──飲んでいた珈琲コーヒーに砕くだいた睡眠薬を混ぜたのは彼だ。元々は彼が不ふ眠みん症しよう対たい策さくとして軍医から処方されたものである。これを一人につき規定量の三倍ばかり使ったのだ。

「……よし」

　夜や陰いんに紛まぎれてトルクは進む。

　彼は資材搬入口に辿たどり着くと、警備兵達の懐ふところを探って鍵かぎを取り出して扉とびらを解かい錠じようした。

　巡回の警備兵がやってくるまでの時間はおよそ十五分。それまでに事を済すませなければならない。

　トルクは足音を殺しつつ施設の中に踏ふみ入った。

　中は──この収容所に来た初日に見た通りの光景が広がっていた。巨大な倉庫状の屋おく内ないに無数に並べられた棚たなと、そこに積まれた無数の粋槽タンク。ただし、照明が落ちている為に視界は昼間に比べ著いちじるしく狭せまい。真夜中も休まず稼か働どうする加圧器ポンプ、の音が低い地鳴りの如ごとく響いて不気味な空間を造り上げていた。

　トルクは目的の場所に向けて更さらに移動する。

　暗くて見通しが悪いとはいっても、棚そのものは整然と並んでいる。何処に何の粋槽が在るのか把は握あくしていれば、そこに向かうのは難むずかしくない。大型ディスパレイトが飼し育いくされている区画に入ったトルクは、粋槽の蓋ふたに手を掛けた。

　その時──

「──！」

　背中を走る冷気。

　それが覚えの在る感覚だと──至し近きん距きよ離りから叩たたき付けられる殺気だと気付いた瞬間、トルクは咄とつ嗟さに己おのれの腰こしからコンバット・ナイフを引き抜いていた。

　かざす方向は殆ほとんど勘かんだ。

　だが間違ってはいない様だった。

　高い高い金属の悲鳴。

　嚙み合った刃やいばが一瞬、火花を散らして辺あたりを照らした。

「ギル……！」

　ささやかながらも文字通りの閃せん光こう。刹せつ那なの明かりによって露あらわになった敵の顔は──ギルクリストのものだった。

　暗くら闇やみに慣なれた眼が、ぼんやりとだがギルクリストの顔を改めて確認する。

　彼は歯を剝むいて凶きよう暴ぼうな笑えみを見せていた。

「伊達だてに実戦経験積んでねえな」

「くっ……」

「まさかこれを止めるとは思ってなかったぜ」

　細身の身体からだの何処に──と思える程の力で、ナイフに力を込めて押し込んでくるギルクリスト。弾はじき飛ばすにも受け流すにも体勢が悪い。瞬またたき一度分にも満たない時間ではあるが、トルクの方が動きが遅おくれたのだ。背後から襲おそわれては当然だが──その結果としてトルクは背後を大型粋槽タンクに塞ふさがれ、逃げ道も無いまま不安定な姿勢でギルクリストのナイフを止める事となったのだ。

「どうして──ここに」

「気付かれないとでも思ってたのか？」

　ギルクリストは言った。

「お前が昼間、テレスとお涙ちょうだいのクッセェおままごとやってんのを見た瞬間から分かってたさ。お前は必ずテレスの為に軍を裏切るってな」

「…………」

　やはりギルクリストは気付いていたのだ。

　気付いていて──トルクが実際の行動に出るまで監かん視ししていたのだろう。

「──で？」

　ギルクリストは嬲なぶる様な笑みで更に言う。

「どうする積もりだったんだ？　ディスパレイトを大量に放して収容所全体を混乱させようってのか」

「…………」

　図星である。

　ギルクリストは喉のどの奥で引き攣つる様な笑い声を漏もらした。

「くくっ──まあ悪くねぇな。鎮ちん圧あつするにゃ時間がかかるだろうしな。その間にテレスを連れて逃げようって寸法か」

「見み逃のがしてくれ」

　トルクは言った。

　それはもう噓うそ偽いつわり無い心からの頼たのみだった。

　確実にテレスを此処から連れ出す為には、ギルクリストを黙だまらせなければいけない。しかし手加減して勝てる相手でも無さそうだ。

　ならば殺す積もりで掛からねばならない。

　だがトルクは出来れば誰も殺したくなかった。

　それはテレスが喜ばないと思ったからだ。勿もち論ろん……ディスパレイトで騒さわぎを起こせば負傷者や死人が出る可能性は在る。それは覚かく悟ごの上だ。だがそれでも出来るだけトルクは誰かを殺したり傷つけたりはしたくなかった。

「…………」

　一瞬──意味が分からないといった表情でギルクリストが顔をしかめる。

「駄だ目め……か？」

「当然──ッだ！」

　口の端はしをこれ見よがしに上げて悪意たっぷりにギルは笑った。

　押し切ろうというのだろう。ナイフに体重をかけ──反時計回りに手首を返してギルクリストはトルクのナイフを刃で絡からめ取ってきた。

　ぎじ。ぎぎぎぎぎぎじ。

　金属の擦こすれ合う耳みみ障ざわりな音が響く。

　互いに武器を手からはじき飛ばそうとする力のせめぎ合いは、断続的に刃の上で火花を咲さかせ──次の瞬間、二人は互いにはじかれたかの様に体を離す。

　トルクが背中を粋槽タンクに預けた体勢から蹴けりを放ったのだ。これはかわされたが──ギルクリストも体勢が崩くずれた為に、一いつ旦たん距離を取ったのだろう。

　咄とつ嗟さにトルクはナイフを左手に持ち替かえ右手を腰の拳けん銃じゆうに掛ける。

　だが──

（──駄目だ）

　銃は使えない。銃声がすれば間違いなく警備兵が飛んでくる。

　ディスパレイトで騒ぎを起こすには──やはり手順が在る。ただ闇やみ雲くもにディスパレイトを解放してもすぐに警備兵に撃うち殺されて終わりだ。

　ディスパレイトは確かに超ちよう常じよう現げん象しようを引き起こすが、彼等は意識してそれを実行している訳ではない。彼等の引き起こす現象は、彼等の身を守る為には使えず──それを制御し適切に行使する〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉が居なければ、ただの無む作さく為いで迷めい惑わくな奇現象に過ぎない。

　ディスパレイトで騒ぎを起こすには、一定数以上の──収容所全体が大混乱に陥おちいる位の数のディスパレイトを、解とき放はなたねばならない。その前に察さつ知ちされてしまってはあっさり鎮ちん圧あつされてしまう。

（銃が使えないならば──）

　トルクはナイフを握にぎった左手をディスパレイトの粋槽に掛かける。

　だが──

「ディスパレイトを操あやつる余よ裕ゆうはやらねぇッ!!」

　だんっ──と再び踏ふみ込んでギルクリストはトルクの首くび筋すじめがけてナイフを突つき出す。

　咄嗟にトルクはこれを左手のナイフで受けて流す。だがやはり利きき腕うでではない左では握あく力りよくに差が出たのだろう──トルクのナイフは吹ふっ飛んで闇やみの奥に消えていった。

　ギルクリストが猛もう獣じゆうの如く歯を剝むき出して笑いつつ、ナイフを翻ひるがえし横よこ薙なぎの動きに変へん更こう。

　だが──トルクは右手の拳けん銃じゆうでこれを受けた。

　銃身に刃が食い込んでまた火花を散らす。

「くっ──」

「ちっ──」

　共に同じ軍隊式格闘術マーシヤルアーツ。基本に忠実であればある程に動きは相手に読まれ易やすい。

　トルクは拳銃に両手を添そえて無理矢理押し込んだ。先程と違って体勢はトルクの方が安定していて力押しなら有利な状態だ。ギルクリストは押し返そうとするが──その爪つま先さきをトルクの軍ぐん靴かが踏ふみつけた。

「──！」

　一気に体勢が崩くずれるギルクリスト。

　だがギルクリストは脚あしを押さえられ仰あお向むけに倒たおれながらも、左手を伸のばしてトルクの襟えり首くびを摑つかんだ。むしろ倒れる勢いを利用して彼はそのままトルクをも引き倒す。

　トルクの頭部を衝しよう撃げきが襲おそった。

　倒れる瞬間に鉄製の棚に額ひたいを打ち付けてしまったのだ。

「くぅっ──」

　一瞬だがトルクの動きが止まる。

　その瞬間──ギルクリストは体勢を入れ替かえてトルクを床ゆかに押しつけ、自分は上からのしかかる状態になった。続けて肘ひじをトルクの喉のどに押しつけて首を圧あつ迫ぱく。酸素の供給がおぼつかなくなったトルクの顔は見る間に赤くなっていった。

　もがくトルクを全体重で押さえつけながら──地を這はう様な低い声でギルはトルクに囁ささやきかける。

「たかだか実験体の為に軍を敵に回すつもりかよ？　トルク」

「……ッ……ぐっ……」

「で──敵に回した後はどうすんだ？　手に手を取って逃げて？　それから？」

「…………くっ……」

「忘れたのか。俺おれ達たちは軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドだ。軍から離れて生きていける筈はずがねえだろうが！　自分のやってる事の間ま抜ぬけさにいい加か減げん気付けッ！」

　トルクは何とかギルクリストを跳はね飛ばそうとするものの……上手うまくいかない。むしろ首の圧迫のせいで視界が次第に暗く狭せまくなっていく。

　ギルクリストの苛いら立だたしげな声がトルクの頰を叩たたいた。
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「俺達は兵器なんだよ。道具なんだよ。自分一人で存在している意味なんて何処どこにもねぇんだよ！　それを一人前に脱だつ走そうだ？　反逆だ？　身の程をわきまえやがれっ！」

「僕は──」

　トルクは渾こん身しんの力で手を伸ばしギルクリストの髪かみを摑つかむ。

「兵器じゃないッ!!」

　髪を摑んだまま腕を無理矢理に横へと振ってギルクリストの頭部を粋槽タンクの棚に激げき突とつさせる。鈍にぶい音と共にギルクリストからの圧あつ迫ぱくが緩ゆるみ、トルクは彼の身体を跳はね飛ばしつつ床ゆかに転ころがり身を起こす。

　最早躊躇ためらっている場合ではない。

　トルクは拳銃の銃口をギルクリストの胸部に向け──

「…………」

　そこでトルクは動きを止めた。

　彼の首筋にナイフの刃はが触ふれていたからだ。

「は……はは………」

　喉を震わせてギルクリストは笑った。

　一見それは対等の膠こう着ちやく状じよう態たいにも見えた。

　だが違う。現実にはトルクの方が明らかに不利だ。

　ギルクリストはただナイフを自分の方に引き戻すだけでトルクの頸けい動どう脈みやくを切断出来る。対してトルクは銃口こそギルクリストに向けているものの──拳銃には安全装置が掛かったままだった。トルクがギルクリストを撃うつには安全装置を外して引き金を引くという二つの動作が必要だ。どう考えてもギルクリストの方が早い。

　ただし──

　相打ちを覚悟というならば、間違いなくトルクはギルクリストの胸に銃じゆう弾だんを撃ち込めるだろう。頸動脈を切断されたからといってその瞬間に絶命する訳ではない。拳銃の操作には一秒も在れば十分だ。

「…………」

　トルクの額に汗が浮き出る。

「どうした？　撃たねぇのか？」

「君こそさっさとナイフを引いたらどうだ」

「…………」

　ギルクリストが無表情にトルクを睨にらむ。

　二人はしばしその態勢のまま固こ着ちやくしていたが──

「何をそんなにムキになってんだお前は」

　ギルクリストは言った。

「どう取り繕つくろったところで、お前もテレスももう普ふ通つうの人間じゃねえんだよ。軍を離れて生きていける筈がねえだろうが。テレスに何てそそのかされたのか知らねぇが──感傷に流されるだけの馬ば鹿かが生きていける程、世の中ってのは甘あまくねぇんだよ」

「…………」

「今諦あきらめて銃を棄すてるなら黙っててやる」

「…………」

「それとも──相打ち承知でまだ戦やんのか？」

　痛い程に張り詰つめた空気の中で二人の少年兵は互いを睨む。

　やがて──

「……確かに」

　トルクは唇を震ふるわせて弱々しく言った。

「僕は馬鹿かもしれない。軍の外の世界なんて知らない。僕は何も知らない。テレスと一緒に逃げたって──野の垂たれ死ぬだけかもしれない。ギルクリスト。確かに君の言うとおりだよ」

「…………」

　ギルクリストは短く溜ため息をつく。

　トルクが諦めたのだと彼は思ったのだろう。

　しかし──

「だけど」

　トルクの声から揺ゆらぎが消える。

「このままテレスが兵器にされていくのを黙だまって見ている位なら──僕は彼女と一いつ緒しよに野垂れ死にした方がましなんだよッ！」

　トルクの親指が安全装置を弾はじいて解除。

　あとは引き金を引けば──

「──てめえッ！」

　ギルクリストがナイフを持つ手に力を込める。

　駄だ目めだ。やはりどう考えてもギルクリストがトルクの頸動脈を裂さく方が早い。

　引き金に指を掛けつつも、トルクは絶望的な気持ちでギルクリストがナイフを引くのを見つめていた。
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　ギルクリストは厳げん密みつに言えば軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドではない。

　彼は確かに親によって軍に売られた──軍用基準性能調整児童の素そ体たいとして。だが彼は軍用基準性能調整児童としての訓練を終える前に、別の用途に供きようされた。ギルクリストが情じよう緒ちよ面めんにおいて他の〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の兵士達と明らかに異なるのはこの為だ。彼は軍用基準性能調整児童としての要求水準を完全に満たしてはいないのだ。

　だがそれを幸いとは言えまい──断じて。

　人体実験の検けん体たい。

　それが生まれてから──最初にギルクリストに与えられた存在理由だった。

　親は彼に生きる意味を与あたえてはくれなかったからだ。

　元々ギルクリストは存在してはならない子供だった。

　とある高地民族の部族の娘むすめが、部族の外の男に──素す性じようも知れぬ流れ者に遊びで抱だかれた結果として彼は生まれた。しかも娘は既き婚こん者しやで、父は族長で、夫は部族の男だった。

　不義の証あかしの子。

　存在するだけで族長や娘むすめ婿むこの恥はじを晒さらし続ける子供。

　それがギルクリストだった。

　堕だ胎たいされたり生まれて早々に殺されたりしなかったのは──不義の事実が明らかになったのが、ギルクリストが生まれた後であったからだ。部族全体から祝いの言葉や品物を受け取った後とあっては最も早はや、後あと戻もどりは出来ない。幸か不幸かギルクリストは母親と同じ眼と髪の色だった事から、族長は部族全体から笑いものにされるよりはと──強ごう引いんに、ギルクリストは娘と娘婿の間に生まれた子であるのだと決め付けてしまった。

　勿論……ギルクリストを愛する者は何処にも居なかった。

　むしろ邪じや魔ま者もの扱あつかいされるばかりだった。

　出来れば病気か事じ故こで早々に死んで欲しい──そんな風に父と信じていた男が祖父と話しているのを聞いたのは、ギルクリストが八歳さいの時だ。自分が愛されていないとは漠ばく然ぜんと悟さとっていた彼だが、はっきりと言葉でそう言われるとやはり辛かった。母は大人としても母親としても自覚が無い人間で、明らかにギルクリストを疎うとんじていた。

　そして。

　軍の人間が事故を偽ぎ装そうする手間と引き替かえにギルクリストを引き取ったのだ。

　彼が十歳の時である。

　訳が分からないままに基礎訓練を施ほどこされている最中──ギルクリストはハインズマン機関という軍事技術開発組織に移い籍せきされた。身体検査の結果、ギルクリストには実験に対する適性が高いと判断されたのだ。

　しかし……ギルクリストに施ほどこされた実験は失敗した。

　期待した結果が得られなかったのだ。そればかりかギルクリストは激はげしい拒きよ絶ぜつ反応を起こして血を吐はき瀕ひん死しの状態に陥おちいった。その後、辛かろうじて一命は取り留とめたものの、彼はもう実験には使えない事が明白だった。

　彼は『失敗作』の烙らく印いんを押された。

　殆ほとんど身動きも出来ないまま、ベッドの上で破は棄きされるのを待つ日々が続いた。

　彼が放り込まれた部屋には、同じように失敗作と見なされた実験体がごろごろと転がされていたのを覚えている。心しん神しん喪そう失しつ状態に陥った者。穴あなという穴から血を垂たれ流してゆっくりと死に向かっている者。あるいはぶつぶつと無意味な呟つぶやきを四六時中漏もらしている者。

　いずれもベッドの上にこそ寝ねかされていたが、研究者達が彼等に興味を失っているのは明らかだった。そこは失敗作を放り込むゴミ箱だった。

　勿論──治ち療りようなどして貰もらえる筈も無い。

　大たい抵ていの者は十日と保もたずに死んだ。

　一人。また一人。自分の同類が部屋から運び出されて戻って来ない。

　次は自分か。それとも隣となりのベッドで笑い続けている奴か。

　怖こわかった。

　死にたくなかった。未まだ。

　折せつ角かくこの世に生まれてきたというのに──誰だれにもそれを認められる事も無いままに死んでいくのが、途と方ほうも無く怖かった。意味もなく生まれて意味もなく死んでいく事に、ただひたすらギルクリストは恐きよう怖ふしたのだ。

　ベッドの上で震ふるえながらギルクリストはただ念じた。

　祈いのったのではない。ただ切望した。そもそも祈る対象など彼は知らなかった。誰も神などという概がい念ねんを彼には教えてくれなかったからだ。

　…………

　誰か──誰でもいい。誰か。

　お願いです。

　認めてください。許してください。与えてください。

　自分がこの世に生まれてきた事を。

　自分が存在している事の意味を──

　…………

　やがて部屋の中に寝ねかされているのはギルクリストだけになった。

　空っぽのベッドが寒々と並ならぶ部屋の片隅で、近付いてくる終わりの時を震えながら待っていた彼の所に──

「ふふふ。ふ。ふふふ。ふふふ」

　何の脈みやく絡らくも無くふらりと現れたのは──ダラスだった。

　ダラス・クラウ・エネミナン准じゆん佐さ。

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド出身者としては唯ゆい一いつの佐官昇しよう進しんを果たした男。

　いや。正確には……この時点ではダラスは大たい尉いであった。だがそれにした所で同じ軍用基準性能調整児童としては驚きよう異い的てきな昇進振りである。

　彼は前任のブレナンド中佐の後を引き継つぎ──ブレナンド中佐は『事故』で死亡したそうだ──〈騎士キヤバレロ〉及び〈女王レジヤイナ〉計画絡がらみの施し設せつと資し材ざいを見て回っている最中だった。

「これはこれは。未だ生きているか。面白い。カルテを見た限りでは──まだイジれば使えそうな素材じゃないか……全くブレナンド中佐は雑に過すぎるな」

　そう言ってダラスはギルクリストに向けて手を差し伸べてきた。

「その身体からだでは前線は無理か。だが使い道は他にいくらでもある」

「…………」

　正直言ってこの時──ギルクリストはダラスが何を言っているのか半分も理解していなかった。彼はただ自分の方に差し出された手だけを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「立て。立ってこの手を摑つかめ。そうすればお前には新しい役割を与あたえてやる」

「……役割……」

　まるで異国の言葉を舌したの上で転がすかの様にギルクリストは言った。

「役割……？」

「そう。役割だ。お前の存在する意味と理由だ」

　薄笑いを浮かべながらダラスは言った。

「…………」

　それは。

　ずっとずっとギルクリストが求めていたもので。

　愛される子供にもなれず。

　有用な実験体にもなれず。

　無意味なままに死んでいこうとしていたギルクリストが──心の底から血を吐はく程に渇かつ望ぼうしていたもので。

　恐おそらく──今にして思えば、ダラスの眼には、ギルクリストが単に再利用できる資材として映っていただけなのだろう。

　しかしそれでもギルクリストはダラスの手を摑んだ。

　それから……

　ギルクリストは必死にダラスの道具としての役割を果たしてきた。

　体調が何とか戻もどった後は訓練に打ち込み、〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉としての技能をとことん錬れん磨ました。彼の側そつ近きんとして取り立てられた後は、どんな仕事も厭いとわず率そつ先せんしてこなしてきた。きちんとこなせばダラスは褒ほめてくれた。ギルクリストを必要だと言ってくれた。

　だからギルクリストは躊躇ためらわなかった。

　自分と同じ様に失敗作の烙らく印いんを押された者達を殺した。脱だつ走そうした実験体をことごとく始末した。他に自分の存在理由など無かった。そうする事でギルクリストは自分が存在していても良いのだと保証されていると感じた。

　そうすればダラスが微笑ほほえんでくれたから。

「よくやったな、ギル」

「頑がん張ばったじゃないか」

「お前は本当に──いい道具だよ」

　それが正常な意味での愛情や友情でないのは分かっていた。

　しかし……他にギルクリストに縋すがるものは無かった。

「これでいい……俺はこれでいいんだ、実験体が行き着く場所としては上等だ……！」

　ギルクリストは自分にそう言い聞かせてきた。

　何度も何度も。

　何年も何年も。

　ようやく自分の在あり方に慣れてきたという──その時。

　彼等はギルクリストの前に現れた。

　テレス。

　トルク。

　一人は実験の──成功体。

　ギルクリストと同じ境きよう遇ぐうであった筈はずなのに、成功例としてその存在を認められた者。

　一人はダラスの──弟。

　あの冷れい酷こく非ひ情じようなダラスが唯一……損そん得とく勘かん定じようを抜ぬきで気に掛かけている肉親。

（認めねぇ……！）

　そう思った。

　彼等はギルクリストが得られなかった意味を持っていた。

　しかも──

（テレスの為ために収容者がどうなったか調べた？）

（軍の兵士が──ダラス准佐の弟が実験体の為に動いた？）

（何の為に？　どんな利が在って？）

　友情とか。

　愛情とか。

　そういったものはギルクリストにとって実体の無い幻まぼろしに過ぎなかった。そんなものを認めてはいけなかった。認めてしまえば、それに全く手が届かなかった自分がどこまでも惨みじめでどうしようもないものに思えるから。

　だから……

「きれい事は止めろ。中ちゆう途と半はん端ぱにいい人ぶるから、お前ら二人とも苦しい思いすンだよ」

「傷きずつけ合うだけだ、馴なれ合った事が間ま違ちがいだったんだよ」

　トルクを苦しめる為にギルはその耳に囁ささやいた。

　狙ねらい通りに二人はお互たがいを傷つけ合ったまま交流を止めた。

　満足だった。

（見てみろ、やっぱり実験体と軍人じゃそういう事になるんだよ）

　どうあってもテレスが──実験体が行き着く先は同じなのだと確認出来た事が、この上なくギルを安心させた。

　やはり自分は間ま違ちがっていない。

　誰かの道具で在り続ける事が幸せなのだと。

　そう確信したのに──

（あの野郎……）

　トルクはそれでもテレスの元に走った。

　嫌いやな予感がして、慌あわてて後を追いかけた。そうして追いついたギルが見た光景は、どうやったのか自じ我がを失ったはずのテレスと一いつ緒しよに笑っているトルクだった。

（噓うそだろう……？）

　惨みじめだった。

　どうしようもなく。

（そんな事が──）

　もしそんな事が可能だったなら。

　自分はどうして今──道具の地位に甘あまんじているのか？

　愛される事も無く。

　ただ一つ許された意味に無ぶ様ざまにしがみついて。

　なのに──

（俺は………………！）
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　病びよう棟とうの入り口には警けい備び兵へいが二人立っていた。

「うん……？」

　彼等は怪け訝げんそうに近付いてきた〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の少年兵士二人を眺ながめる。

　一人は銀ぎん髪ぱつの少年で喉のどを押おさえている。

　一人は黒髪の少年で──先の少年の髪を鷲わし摑づかみにして引っ張っていた。

　どう考えても普ふ通つうの状態ではない。

「ギルクリスト伍ご長ちよう……？　その──兵士は？」

　困こん惑わくを含ふくんだ警備兵の問いにギルクリストは冷たい声で言った。

「反逆者だ」

　言って彼はトルクを更さらに引っ張る。

　弱々しく呻うめいてよろけるトルクを見て──二人の警備兵は顔を見合わせる。

〈亡霊大隊〉の兵士達は全員が軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドの出だ。彼等は陰かげで一いつ般ぱん兵士に『人形』と嘲あざけられる程に無感情で、命令には犬よりも遥はるかに忠実だ。そんな人間兵器が反逆するという場面が想像出来なかったのだろう。

　ましてや──彼等同士で戦うなどと。

「そういう報告なら──そうだ。まず管理局の方へ……」

「見て判わからねぇのかよ」

　ギルクリストは苛いら立だたしげに言った。

　年ねん齢れいは彼の方が警備兵達よりも幾いくつも下だが……階級は伍長である以上、立場としては彼の方が上なのだ。

「取り押さえる時に喉のどをばっさりやっちまったんだ」

「の──喉を？」

　確かにトルクの指の間からは血が滲にじんでいる。

　掌てのひらで押さえて止血している為に、傷の程度は警備兵には分からない。

　だが──

「とっとと治ち療りようを受けさせてぇんだよ。でないと死ぬ。傷の場所が場所だからな」

「しかし、ここの病棟は……兵士の治療なら第一病棟へ」

「おい──二等兵」

　渋しぶっている警備兵の言葉をギルは殊こと更さらに冷たい口調で遮さえぎった。

「第二病棟の方に腕の良い医者や設備が揃そろってんのは知ってんだよ」

　第二病棟は基本的にディスパレイト関連の実験体を扱あつかう。

　それはつまり──多くの場合に前例の無い状態の患かん者じやや症しよう例れいを扱うという事であり、それだけ医い療りよう行こう為いとしての難なん易い度どが上がる。当然に単なる兵士の健康管理とは別次元の技量と知識が要求されるのだ。

「このままじゃこいつは手て遅おくれになる」

「しかし──」

「あくまで通さねぇってんだったら、まあそれでもいいぜ？　ただし見張りの兵士が渋ったせいで手当が間に合わず──『弟』が死んだって聞いたら、ダラス准佐殿はどんな顔をされるだろうな？」

「准佐殿の──!?」

　警備兵達が息を吞のんで見つめる。

　ギルクリストが摑んでいる髪は銀──確かにダラス准佐のそれと同じものだ。

　血を吐きながら激はげしく咳せき込むトルク。彼が堪こらえきれないといった様子で地面に膝ひざをつくとさすがに警備兵達も慌てた。

「ど、どうぞ！　いま当直医を──」

「運ぶのを手伝え！　早くしろ！」

　怒ど鳴なりつけるギルクリスト。

　警備兵の片方が慌ててギルクリストと共にトルクの肩を抱かかえ、引きずる様にして病棟の中へと運び込む。ただただ啞あ然ぜんとしているもう一人の警備兵にギルクリストは振り返って言った。

「持ち場を離はなれるなよ。お前の相方はすぐに戻してやるから」

「は──はい！」

　敬礼する警備兵を残してギルクリストが扉とびらを閉しめる。

　鉄てつ扉ぴ同士がぶつかり合う音が薄うす暗ぐらい廊ろう下かに響ひびき──

「──すまない」

　そんな言葉がふと湧わいた。

「──!?」

　警備兵がぎょっとした表情で硬こう直ちよくする。その言葉は喉を裂さかれている筈はずの──喋しやべれない筈のトルクから出ていたからだ。

　警備兵の顎あごにトルクの掌しよう底ていが激げき突とつしたのは次の瞬しゆん間かんだった。

「──ぐがっ!?」

　顎あご先さきへの打だ撃げきは頭ず蓋がいの奥おくにまで突つき抜ぬけ、単に頭を殴なぐるよりも強く脳を揺ゆさぶる。拳こぶしではなく掌底ならば骨を砕くだく事は無いが、その分、振しん動どうが伝わり易い。

　脳のう震しん盪とうを起こしてよろめく警備兵。

　トルクは失しつ神しんした警備兵から素早く離れる。倒たおれて大きな音を立てる前にギルクリストがその身体からだを受け止めてゆっくりと床ゆかに転がした。

「…………」

　トルクの掌には一ひと筋すじの傷が刻きざまれている。

　彼はポケットから止血用のハンカチを取り出して掌に巻いた。言うまでもなく指の間から滴したたっていた血は喉ではなく、こちらから出ていたものだ。

「──さて」

　ギルクリストは警備兵が気き絶ぜつしている事を確認すると身を起こして言った。

「ここに収容されている実験体の房ぼうはＦ２のＡブロックに密集している。行くぜ、トルク。もたもたしてたら見つかっちまう」

「判わかった──行こう」

　腹ふく部ぶに抱かかえ込んで隠かくしていた背囊バツクパツクを背負い直しながら、トルクはギルと並んで走り出した。
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　時間は半時間ばかり遡さかのぼる。

　ディスパレイトの飼し育いく設せつ備びの真ん中で──トルクとギルクリストが拳けん銃じゆうと刃は物ものを突き付け合っていたその時の事である。

「──ッぁあああそうかよこの真しん性せい馬ば鹿か野郎がぁああッッッ!!」

　怒ど声せいを上げてギルは腕を振ふり抜ぬいた。

　トルクは──

「…………」

　何故なぜか引き金を引く事は出来なかった。

　ギルクリストを道連れにする事は出来た筈だ。だが土ど壇たん場ばでトルクはそれが出来なかった。そんな事をしても何の意味も無いと分かっていたからだろう。トルクはギルクリストが憎にくい訳ではない。ギルクリストを殺してもトルクの目的は果たされない。

　だから殺さない。

　当たり前の──合理的な計算。

　そんな事を考えながらトルクは自分の首筋から血が吹ふき出るのを待った。

　しかし……

「──？」

　血が出ない。痛みが来ない。

　確実に頸けい動どう脈みやくを切り裂さけた筈のナイフは──乾かわいた音を立てて樹じゆ脂し製せいの鞘さやに戻っていた。

　困こん惑わくの表情を浮かべるトルクの胸むな倉ぐらをギルクリストの両手が摑つかんだのは次の瞬間だ。

「………いいんだな？」

　射い殺ころすような眼まな差ざしでギルクリストはトルクを睨にらんでいる。

　勿もち論ろんそこに親近感などは微み塵じんも無い。

　しかし……

「──え？」

「お前が本気なんだと信じていいんだな？」

「……ギルクリスト？　なんの……」

「お前は本気でテレスの為に命張ろうっていうんだな？」

「…………」

　やはりギルクリストの眼は突つき刺さす様に鋭するどく。

　勿論その双そう眸ぼうにも涙など無くて。

　なのにトルクは──ギルクリストが泣き出す寸前の幼よう児じの様に見えた。どうしてかは分からない。だが今のギルクリストはひどく弱々しくて……トルクの胸倉を摑んで引き起こしている体勢に在ありながら、むしろ彼がトルクに両手で縋すがり付いている様にも思えた。

　あるいはそれはトルクの気のせいだったかもしれない。

　しかし……

「だったら乗ってやろうじゃねえか」

　ギルクリストは嚙かみ合わせた歯の間から押し出す様に言った。

「見せてみろよ。軍の所有物に過ぎねぇお前らが──どこまで逃にげ切れるのか！」

　言ってギルクリストはトルクを突き放し身を起こす。

　トルクは──拳銃を持つ手こそ下ろしたが、未だにこの状じよう況きようが理解しきれず、啞あ然ぜんとした表情で目の前の少年兵士を見つめていた。

「見み逃のがして……くれるのか？」

「泣いて喜びやがれ──それどころか手伝ってやるっつってんだよ。お前一人でどうにか出来るなんて到とう底てい思えねぇんでな」

　舌打ちしてから吐き捨てる様に言うギルクリスト。

　彼は次に軍服のポケットから折り畳たたまれた一枚の紙片を取り出した。

「ほらよ」

「これ──」

　手て渡わたされたそれを広げてみてトルクは絶ぜつ句くする。

　それは地図だった。正確にはこのレガウス強きよう制せい収しゆう容よう所じよの見取り図だ。かなり大きなもので、収容所の周囲の地理も大まかにだが見て取る事が出来る。

「やっぱりこの程度のものも用意してなかったのかよ」

　小こ馬ば鹿かにした口調でギルクリストは言った。

「人形でも兵器でもないってんなら少しは自分の頭でものを考えやがれ」

「……あ……うん」

　全くもってその通りだ。

　トルクとしては素す直なおに頷うなずくしかない。

「……けっ」

　ギルクリストは脇わきを向いて舌打ちしてから言葉を続けた。

「ディスパレイトを暴走させて逃げようって案は悪くねぇ。恐おそらく現状では俺達に出来る唯ゆい一いつの方法だろうさ。だが──それだけじゃ『穴あな』がある。見ろ」

　言ってギルクリストは地図の上を指さした。

「此こ処この設計者も馬ば鹿かじゃねえ。万が一、ディスパレイトが暴走したり粋槽タンクから逃げ出したりするような事じ故この場合に備そなえて、周囲に色んなモンが配置されてんだよ」

　ギルクリストの指先が次々に地図上の点を押さえていく。

「亡霊大隊の兵へい舎しや。一般警備兵の兵舎。機銃マシンガン装備の歩ほ哨しよう塔とう。ちょっとでも騒さわぎが起きりゃ歩哨塔から連れん絡らくがいって双そう方ほうの兵が飛んでくる。実験部隊の兵士は〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉の能力で鎮ちん圧あつにかかるだろうし、それが失敗したら重火器で一いつ斉せい掃そう射しやって段取りだ。火か炎えん放ほう射しや器きが持ち出される可能性も在る。とにかく──ここにいるディスパレイトの大半を逃がしたとして、混乱は一時的なもんだろうよ。すぐに追っ手が掛かる」

「………」

　確かにギルクリストの言うとおりだ。

　こうして地図に記された収容所の全体像を俯ふ瞰かんして見ると──ディスパレイトの飼し育いく施し設せつと実じつ験けん棟とうは四方から二重三重に監かん視しされているのが判わかった。これら施設は鉄てつ条じよう網もうでぐるりと囲まれて、その外に兵舎が配置されている。さらにはその周りに歩哨塔が七つも建たてられていた。

　うまくこの全すべてを突破クリアしたとしても、塀へいの外にはまだ、六千ボルトの電流が流れる有ゆう刺し鉄てつ線せんが在る。

　無論、〈異生物使い〉の技能を使えばこれらを抜けるのは──難むずかしいが不可能ではない。

　ただし……

「これじゃ施設から抜け出るのに時間がかかりすぎる……」

　騒そう動どうの鎮圧が早ければすぐに追っ手が掛かる。

「それだけじゃねえ。ちょっとでも頭の切れる奴やつが居れば、お前の行動なんざすぐにばれる。テレスみたいなお荷物連れてれば尚なお更さらだ」

　トルクも一応は逃とう走そう経けい路ろを考え、逃亡時間その他を計算して行動に出たつもりだったが──地図で見てみれば、逃亡を予定していた経路は兵舎から施設に繫つながる一本道だった。それ以外は歩哨塔の視界のど真ん中に入っている。

　あまりに単純に過ぎる。

「…………」

　呻うめいたトルクに向かってギルがにやりと笑えみを見せた。

「だから──ここだ」

　指さされた場所は第二病棟と書かれていた。

　トルクは怪け訝げんな顔をする──

「テレスの居る施設じゃないか」

「判らねぇか？」

「え………」

「此こ処こはでっかい実験場なんだぜ？」

　その通りだ。

　収容所とは名ばかりの人体実験場。

　その為に──

「〈騎士キヤバレロ〉や〈女王レジヤイナ〉──ディスパレイト強化兵を作るためのな。その為には実験体が必要だ。大量にな。此処が収容所の顔をしてるのはそのせいだろうが。別に此処はテレス専用じゃねぇんだよ」

「──あ」

　さすがのトルクも気付いた。

　他の──収容者達。

　捕とらえられた人々の大半は不必要として殺されてしまった。だがそれは実験に使えない老人や病人のみだった筈だ。全員ではない。実験に使える若く健康な収容者達は、未まだ生かされている可能性が高い。

「〈女王〉──特別な個体を寄生させられたテレス程には重要視されちゃいねぇがな。実験棟にはすでに試作ディスパレイトを寄生させられた奴や実験待ちの奴らが収容されてんだよ。あいつの民族はまだ滅ほろびちゃいねぇ。ディスパレイトの飼育施設で起こる騒ぎだけじゃ物足りねぇが、こいつらに一いつ緒しよに暴動を起こさせれば話は──」

「ちょっ──」

　慌ててトルクは手を振って話を遮さえぎった。

「ちょっと待て、待ってくれギルクリスト！　そんな事をしたら、その人達は」

「捕とり物騒さわぎで銃じゆう撃げきを受けるだろうな」

　あっさりギルクリストは言った。

「だが、寄生体になってる奴はちょっとやそっとじゃ死なねぇし、どのみちここに居ても自じ我がを奪うばわれて人形になるだけだ」

「だけど、まだ普ふ通つうの身体の人はどうする!?　その人達は命を落としてしまうかもしれないんだぞ!?」

「…………」

　地図をトルクに投げつけてギルが目をすがめた。

「この期ごに及およんで何言ってやがんだ、テメエ。何か勘かん違ちがいしてる様だから言っておくが」

　ギルクリストは改めてトルクの襟えり首くびを摑つかんで言った。

「不正規ながらもこいつは立派な作戦──戦争だぜ？　俺達がやろうとしてるのはよ。一人の死傷者も出さずに綺麗キレー綺麗キレーにまとめられる訳が、ねえだろ」

　頭の悪い子供に嚙かんで言い含ふくめるかの様な口調だ。

「……だけど」

　言い淀よどんでトルクは目を伏ふせる。

　確かにギルクリストの言う事は正しい。何の消費も犠ぎ牲せいも無く遂すい行こうされる戦争などあり得ない。暴力で己おのれの我がを通そうというのならば、自分自身も──肉体的な意味でも精神的な意味でも──傷つく事を覚かく悟ごせねばならない。

　しかし……

（……テレスはそれを喜ばない……）

　確認は勿論した事が無いが確信は在る。

　自分の為に民族の仲間が何人も──あるいは何十人も何百人も──死ねば、彼女はトルクやギルクリストは勿論、自分自身をも許さないだろう。そういう少女だ。だからこそ彼女は冷れい徹てつな計算しか知らなかった戦せん闘とう人形に、感情を呼び覚ますという奇き跡せきをしてのける事が出来たのだ。

　しかし……

「他に方法は無いのか？」

　言って必死に考えを巡めぐらせる。

「そうだ──反はん連れん邦ぽう勢せい力りよくに此処の事を知らせればどうだろう？」

「ああ？」

　眉まゆを顰ひそめるギルクリスト。

「反連邦勢力にとって此処で行われている研究は脅きよう威いの筈だ。知らせれば何らかの手を打ってくる。多分──攻こう撃げきを仕し掛かけてくる筈だ。僕は前線で戦っていたから、反連邦勢力の連中が潜せん伏ぷくしていそうな場所も見当がつく。彼等に接せつ触しよくして此処まで誘ゆう導どう──」

「くくく……」

　堪こらえきれず漏もらしたようなギルの笑いを聞いてトルクは顔をしかめた。

「何が可笑おかしいんだ」

「本当にてめぇは『兵隊』だよな。あのダラス准佐の弟ともあろうもんがよ」

「…………」

「馬ば鹿かかてめぇは。んな事すんのにどれだけ時間が掛かるんだよ？　悠ゆう長ちように反連邦勢力の連中と接触して、信用させて、連中が戦力整えて此処を襲しゆう撃げきする──それにどれだけ時間が掛かると思ってやがんだ。三日か？　十日か？　馬鹿言うな。下手へたすりゃ半年後だぜ。それまでお前は待てるのか？　大体──お前が此処から勝手に出て行って、見つからないとでも思ってんのか？」

「それは──」

　確かにすぐに見つかるだろう。出て行ったままならば当然だし──たとえ外に出るのは短時間でその後こっそり戻ってきたとしても、その場合は一度で目的は果たせまい。何度も外と行き来していれば間ま違ちがいなくばれる。

「それに──だ」

　ギルクリストは言った。

「万が一、交こう渉しようが上手うまく行ったとする」

「え？　あ──ああ」

「元々反連邦勢力なんてのは言ってみりゃゲリラだ。戦力で言えば連邦陸軍とは比べるまでもない弱小だ。無論──諸外国の支し援えんは在るだろうが、どの国も正面切ってアルメダ連邦と事を構える積もりなんてねぇ。精々が物資やら情報やらの支援止まり──つまり絶対的な戦力が連中には不足してる」

「…………確かに」

「そいつらが──ディスパレイト強化兵の事を知ったらどうなる？」

「………！」

　圧あつ倒とう的てきに戦力が足りない勢力。

　生なま半はん可かな事では死なない兵士。

　その二つが出会えば──どうなるか。

「そ……その事は隠かくして……」

「無理だな」

　ギルクリストはトルクの反論をあっさり切って捨てた。

　これまたギルクリストが正しい。

　テレスが見せたあの異常な回復力。あれをいつまでも隠しおおせるとは思えない。

　なにより、反連邦勢力はこの実験施設の設備や保護した人々の治ち癒ゆ力りよくからやがては真実に行き着くだろう。

「確かに重要書類はすぐに破は棄きされて闇やみに葬ほうむられるだろうが、実験体が健在ならすぐにばれるぜ。俺だったら恩を着せて即そく、実戦投入だな。それとも世間に公表するか。そりゃ世論は一気に傾かたむいてくれるだろうよ。けど実験に使われた連中やテレスがその後どうなるか考えてみな」

「…………」

　それは──軍隊の中で育った世間知らずのトルクでも想像できた。

　まずは好こう奇きの目にさらされる。そして軍の研究を解明するために研究施設へと連れて行かれるだろう。理由はいくらでも付けられる。保護の為。治ち療りようの為。あるいは軍の不正を詳くわしく暴あばく為。その他諸もろ々もろ。

　今より待たい遇ぐうは良くなるかも知れない。だが皆が皆救われるとは限らない。特に『貴重な実験体』であるテレスが自由の身になれるとは到とう底てい思えない。

　最悪──研究主体が変わるだけで『続き』が行われる。

　結局の所、実験体にされてしまった人々が行き着く先は決まっている。

　選せん択たく肢しはそう多くない。

　そしてその殆ほとんどが実験体本人ではなく他人が選ぶ事になるのだ。

「…………」

　トルクは口元を押さえた。

　嫌いやな汗が止まらない。

　自分がいかに浅あさ薄はかだったかを思い知らされた気分だった。

　だが──

「ま──病棟に一撃喰くらわせて逃げ口作ってやりゃ、収容者が勝手に暴動を起こしてくれんだろ。奴らも逃げたい筈だ。どっかの監かん獄ごくじゃ地じ震しんで壁が崩くずれた途と端たんに大だい脱だつ走そうが起こったって話だしな」

　肩を竦すくめてギルクリストが言った。

　それは確かにその通りだ。その通りだが──

「待って」

　さっさと実行に移そう──そう言わんばかりに歩き出したギルクリストの背中にトルクはそう声を掛けた。

　ぴくりとこめかみを苛いら立だたしげに引き攣つらせてギルクリストが振り返る。

「ああ？　未だ何か文句が──」

「話がしたい」

「………は？」

　眉まゆ根ねを寄せたギルクリストを真まっ直すぐ見ながら強い口調でトルクは言った。

「収容されている人たちと話がしたい」

「何言ってんだてめぇは？」

「戦争──そう。確かに戦争だろう。それは認める。けれど」

　トルクは頑がんとした態度で言った。

「この戦争は僕らだけのものじゃない」

「って──」

　啞あ然ぜんとした様子でギルクリストが言葉に詰つまる。

　監かん禁きんされている実験体や実験体予定の者達は、当然ながら厳げん重じゆうな監かん視し下かに置かれているだろう。話をする為に彼等に会いに行くなど……単に彼等を刺し激げきして暴れさせる事とは訳が違う。トルクやギルクリストが覚悟すべき危険性は何倍にも跳はね上がる。

　はっきり言えば愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　だが──

「…………」

「…………」

　トルクとギルクリスト。

　二人の少年兵士は互たがいに睨にらみ合う。

　先程までは、ただただギルクリストの冷静な現状分ぶん析せきに頷うなずく事しか出来なかったトルクが……しかし強い意志の光を双そう眸ぼうに湛たたえてギルクリストの視線を受け止めている。

　そして──

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッ勝手にしやがれ、この馬鹿!!」

　先に折れたのはギルクリストの方だった。
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　そして──現在。

　トルクとギルクリストは静かに病棟の中を歩いていく。

　床ゆかに近い高さに設置された照しよう明めい灯とうが足下を照らす長い長い廊ろう下か。窓一つない細長い空間には、延えん々えんと等とう間かん隔かくで、重そうな金属の扉とびらが設けられている。

　建物の中にはうっすらとだが異い臭しゆうが漂ただよっている。

　消毒液の臭においに血や汚お物ぶつの臭いが混じったものである。単なる刺し激げき臭でもなく──かといって腐ふ敗はい臭とも違う。ただ普通の場所には在る筈の無い臭いだ。恐らくこの臭いを嗅かぎ慣なれない人間は漠ばく然ぜんたる不安感を抱いだくだろう──そういう臭しゆう気き。

　生と死が入り交じる臭いだ。

「──おい」

　廊下の角を曲がって現れた見回りの兵士が声を掛けてくる。

　やはり出入り口の脇わきに立っていた連中と同じ一いつ般ぱんの警けい備び兵へいである。

「お前ら持ち場は何処どこだ？　見ない顔だな。なんで歩き回ってる？」

　人数は二名。

　近付いてくる彼等の口調には警けい戒かいの色が在った。

　だが──

「俺達はダラス准じゆん佐さの使いだ」

　ギルクリストは平然とした口調で応じた。

「ダラス准佐──」

　そこまで口にしてから警備兵二名はようやくトルクとギルクリストの着ている軍服の紋もん章しように気付いたらしい。『眼がん窩か無なき髑髏どくろ』──〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の紋章に。

「先日から引き続き特別実験中の第六研けん究きゆう班はんが、急きゆう遽きよ、新しい資し料りようを要求している。我々はＦ３の第四研究班に本日行われた剖ぼう検けんの資料を受け取りに行く処ところだ」

「ああ──」

　警備兵達は頷いた。

「見た事があると思ったら……准佐殿の側そば仕づかえか。邪じや魔まをしたな」

　どうやらギルクリストはダラス准佐の右腕としてそれなりに知られているらしい。

　警備兵達は軽く敬礼するとそのままトルクとギルクリストの側を通り過ぎていった。

「…………」

　半なかば呆ぼう然ぜんとトルクは傍かたわらのギルクリストを見つめる。

「──なんだよ？」

　抑おさえた声で囁ささやく様にギルクリストが言ってくる。

「噓うそが上手いな」

　少なくともトルクにはあんなにぺらぺらと咄とつ嗟さにでたらめを口にする事は出来まい。

　トルクとしてはギルクリストの頭の回転の速さに対して、素直に感かん嘆たんしていた訳なのだが──当然というか何というか、ギルクリストとしては褒ほめられたとは思わなかったらしい。こめかみに青あお筋すじを立てて彼は言った。

「うるせぇ。黙だまって歩け」

　ギルクリストはそう言って歩調を速める。

　慌ててトルクも歩調を速めて彼の横に並んだ。

　やがて──

『Ｆ２─Ａ』

　壁かべに真っ赤な文字でそう記された場所にトルクとギルクリストは辿たどり着いた。

　此処だ。此処に実験体として使われる予定の者達が居る。

　角の壁に張り付いてトルクは廊下の先を窺うかがい見た。

　広い廊下だった。天てん井じようの高さは変わらず、窓も無いのは同じだが──しかしここに至るまでの廊下と比べると倍の幅はばがある。

　最初に視界に入ったのは距きよ離り十メートル程先にある鉄てつ格ごう子しだった。

　入り口には短機関銃サブマシンガンを持った二人の見張りが居る。装そう塡てんされているのが殺さつ傷しよう用の実弾なのか暴徒鎮圧用の樹じゆ脂し弾だんなのかは此処から見ても分からない。

「…………」

　肩を叩たたかれ振り返るトルク。

　彼のすぐ後ろでギルクリストは無言で掌てのひらを動かす。手信号だ。〈亡霊大隊〉共通の形式なのでトルクはすぐにその意味を把は握あくした。

（壁にある電話。三十分ごとに定時連れん絡らく。勝負はその後）

　つまりここからはギルの噓うそも通じないという事だ。

　トルクは唇を嚙む。

　あとはもう強行突とつ破ぱするしかない。どうせ先に気絶させた入り口の警備兵もそのうち見つかってしまうだろう。時間はあまり残されていない。

「…………」

　目を伏せたトルクは──再び肩を叩かれて顔を上げた。

　ギルクリストが睨む様な眼でこちらを見み据すえている。無言で特に動きも無いが──手信号など介かいさなくても何を言いたいかおおよその想像はついた。

『本当に行くのか。今ならまだ引き返せるんだぜ。テレスとお前が逃げるだけなら会わない方が話は早い』

　そんな所だろう。

　ふと──

（ギルクリスト……）

　トルクはこの時になって初めてこの少年兵に友情めいたものを感じた。

　なんだかんだ憎にくまれ口を言っても……結局の所、ギルクリストはトルクとテレスを心配してくれているのではないか？　それは彼なりの損得計算の末の事ではあったとしても、ただ冷れい酷こくなだけでは此処までついては来ないだろう。彼の立場からすればもっと安全な方法は──トルクだけに危険をかぶせる方法はいくらでも在る。

　多分、ギルクリストは自分で思っている程には冷酷でも非ひ情じようでもない。

　むしろ──

「…………」

　トルクはギルクリストに微び笑しようを向ける。

　一いつ瞬しゆん──きょとんとした表情を浮かべてからギルクリストは頭を振って溜ため息をついた。

（やっぱお前、ムカつくわ）

　正規の手信号ではないが──こめかみに青筋を浮かべて中指を立てたギルの言わんとすることはトルクにも即そく座ざに理解できた。

　そして……

「──！」

　がちゃりと音がする。

　二人は弾はじかれた様に全身を緊きん張ちようさせた。

　定時連絡の為に受話器を取り上げる音だ。ぼそぼそと喋しやべる声が聞こえてくるが、内容までは二人の位置からは把握出来ない。だがそれでいい。重要なのは会話ではなく、その最後に聞こえるであろう──受話器を戻す音、それだけだ。

　がちゃりと再び音がする。

　腕時計を睨み据えていたギルクリストが片手を振った。

（──行け！）

「…………」

　頷いてトルクは背バツク囊パツクに手を伸ばし──ベルトを引いて蓋ふたを開けながら廊ろう下かに出た。

　敢あえて走らない。その方がむしろ時間が稼かせげる。

「──？」

　急に現れたトルクを二人の警備兵は怪け訝げんな表情で迎むかえた。

　だが──




　──ぱぽう。




　トルクの背中からふわりと浮き上がった異い形ぎようを見て警備兵達は愕がく然ぜんと短機関銃を構える。

　ディスパレイト。

　世間的には迷めい惑わくな異世界の生物──という程度の認識だが、このレガウス収容所においてそれは『兵器』の同義語だ。

　ぎょっとした表情で警備兵達は引き金に指を掛ける。

　だが既に準備を済ませておいたトルクの方が早い。

「跳はねろ──〈レジーニア〉」

[image: ]

　楽団を指揮するように両腕を振ってトルクは見張りの兵士二人を指さした。

　紅こう玉ぎよくの様な二匹ひきの──異形。動物で言えば尻尾しつぽに当たる部分にレースの様なものが生えている。小型のディスパレイトがまるで跳ねるウマの様にひょこひょこと上下する。その動作そのものはむしろ可愛かわいらしいと評する人間も多かろう。

　だが──。

「──！」

　ぐらりと警備兵達が姿勢を崩くずす。

　ディスパレイト達は直接的な攻こう撃げきなどしていない。彼等はトルクからの指示通りに飛び跳ねただけだ。ただしこの世界にとっては、元々異世界の断片という『異物』である彼等の行動は超ちよう常じよう現げん象しようを引き起こす事が在る。

　水面に投げ込まれた小石が波は紋もんを引き起こす様に。

　このディスパレイト──〈レジーニア〉の引き起こす超常現象は指し向こう性せい超ちよう音おん波ぱだった。

　人間の可か聴ちよう域いきを超こえた『聞こえない音』が発生しその波が警備兵達を襲おそったのだ。狙ねらい違たがわず、絞しぼり込まれた超音波は、内ない耳じ神しん経けいから一気に警備兵達の体内を駆かけ上り、頭ず蓋がいの内にまで届くとそこで大だい脳のうを揺ゆさぶった。

「…………」

　警備兵二人は瞬間的に失しつ神しん。

　床に膝ひざをつき、更に倒れ──しかし完全に倒れ伏す前に、素早く駆かけ寄ったトルクが彼等の手から暴ぼう発はつせぬようにと短機関銃を取り上げていた。

「へぇ──」

　ギルクリストが珍めずらしく感心した様子で言った。

「やるじゃねえか」

　超音波そのものは眼に見えない。だからギルクリストは〈レジーニア〉を見てトルクが何をしたのか理解したのだろう。

　トルクは──首を振る。

「僕自身の力じゃないし──室内でしか効きかないけどね」

「そういう意味じゃねえよ」

　とギルクリスト。

　実の所──ギルクリストが褒ほめたのはトルクが適てき切せつなディスパレイトを適切な範はん囲いで操あやつったその事を言っていたのだ。数を操る事や強力な現象を顕けん現げんさせる事も分かり易い〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉の能力値だが……実際の現場において何よりも重要なのは、必要な効果を必要な範はん囲いと精度で現出させる事だ。ただ壁ごと敵を吹っ飛ばしたり、肉片にしてしまうよりも、殺さず、音を立てず、確実に行動不能にする事の方が遥はるかに難むずかしい。

　だがトルクがギルクリストの台詞せりふの意味に気付いたのは随ずい分ぶんと後の事だ。

　今は細かい事に拘こう泥でいしている場合ではない──

「あと二十八分」

　ギルクリストは兵士のポケットを探って鍵かぎ束たばを引っ張り出す。

　投げ渡されたそれを空中で摑つかみ取り、一際大きなタグの付いている鍵を鍵穴に差し込んでトルクは鉄てつ扉ぴの錠じようを解除した。

　重い鉄扉を身体からだ全体で押す様にして開くと──そこから短い廊下が延のびていて、更にその奥にはやはり鉄格子の扉が塡はめ込まれていた。

　これも鍵を使って解除──解放する。

　トルクとギルクリストが鉄てつ格ごう子しの扉をくぐって進むと──直交する形で延びる別の廊下に行き当たった。こちらの廊下には、小さな格子窓の付いた鋼こう鉄てつ製せいの一枚扉がずらりと並んでいる。

「あと二十七分」

　ギルクリストが腕時計を見ながら告げる。

　廊下には二人の警備兵。機械的な歩あゆみで扉の前を行き来していた彼等はトルクの方を見て──ぎょっとした様に目を剝むく。

　だが先の連中と同じく、トルク達が自軍の軍服を着ている事を視認してしまったのが、判断の停てい滞たいに繫つながったのだろう。彼等が慌あわてて壁に設置された警報機に手を伸ばしたその時には、もうトルクは彼等を『射程』内に捉とらえていた。

「跳はねろ〈レジーニア〉！」

　虚こ空くうを引き裂さくかの様に素す早ばやく走るトルクの指。




　──ぽぽっ！




　丸っこい異形が二匹……虚空を跳ねる。

　同時に発生した指向性の超音波が警備兵二人を人じん事じ不ふ省せいに陥おとしいれる。

　だが。

「……！」

　よろめき倒れる兵士の指が警報機に触ふれて──

（まずい！）

　ここで警報が鳴れば全すべて台無しだ。

　次の瞬間……トルクの脇わきをかすめて何かが飛んだ。

　がつんと音を立てて警備兵の手を弾はじき警報機から離したのは、ギルクリストの投げたナイフだった。突き刺す為に投げた訳ではないせいか、それは警備兵の手を叩いただけでそのまま床に落ちて跳ねた。

「ギル──」

「あと二十五分！　急げ！」

　トルクの隣となりを駆かけ抜けながら乱暴に言い放つギルクリスト。

「ああ……判わかってる！」

　倒れた警備兵から個別の鉄扉に対応した鍵かぎを奪うばう。

「あと二十三分！」

　時間が無い。

　トルクはとりあえず最も人の気配が多そうな部屋を選んで解かい錠じよう、鉄扉を押し開け、その中に飛び込んだ。

　中にいたのは──

「──！」

　十代後半から三十代前半頃の若者達。

　一応はきちんと健康管理をされているのだろう──大切な実験材料だ──彼等に瘦やせ衰おとろえたり病気にかかっている様子の在る者は居ない。それは一目見て分かった。だが同時に彼等には何処か気け怠だるげな、やつれた印象も在った。

　自由を奪うばわれ希望を奪われ……こんな場所に閉とじこめられれば調子を崩しもするだろう。

　白い上下の服を着せられた人々が、コンクリートの床に直接座り、部屋の角に集まっている姿に──トルクは自分が昔むかし入れられていた研究所を連想した。

　同じだ。

　軍という大きな組織の強ごう引いんな論理の下で──人間としての尊そん厳げんを奪われた者達。

　だがトルクには仲間意識を持ったり被害者面をしたりする資格は無い。彼等を此こ処こに狩かり集めた軍の作戦には、自分も参加していたのだから。

「………っ」

　いきなり飛び込んできた見慣れぬ少年兵に驚いたのだろう──身を寄せ合っている収容者達は警けい戒かいと困こん惑わくと恐きよう怖ふとが混じり合った眼でトルクを見つめていた。

　当然だが……そこに親近感は無い。

　根ね深ぶかい拒きよ絶ぜつが在るだけだ。

（……くっ…………）

　テレスの仲間。

　そんな曖あい昧まいな括くくりでトルクは一方的に彼等に親近感を抱いだいていた。いざ現実に対面した際に彼等が、どんな反応を示すのか深く考えてはいなかったのだ。

「あと二十分……何やってる！」

　遅おくれて飛んできたギルの怒ど声せいで我われに返る。

　胸にこみ上げてくる苦にがい思いをトルクは何とか飲み下した。

　ここで凍こおり付いていては何も始まらない。

　後あと戻もどりは出来ない。失敗すれば手伝ってくれたギルクリストもろともに──恐らくはテレスさえ巻き込んで破は滅めつするだけだ。それだけはどうしても避さけたかった。

　トルクは気力を振ふり絞しぼって一歩前に出る。

「僕は……トルク」

　声がみっともないほどに震ふるえた。握にぎった掌てのひらにも汗が滲にじんだ。

「あなたたちに話したい事があります」

　応じたのは──重く痛い沈ちん黙もくだ。

　当然だろう。

　軍服を着ているトルクは彼等にとって憎にくむべき敵だ。一方的にやってきて暴力で彼等の自由を奪い命までも奪う怪かい物ぶつだ。今更『話をしたい』と告つげてもまともに聞いてくれる筈も無い──

「お願いします。僕の話を聞いてください」

　もう一度そう言ってトルクは待った。

　やはり返ってくるのは静せい寂じやくだ。

　全身を押し包み潰つぶそうとするかの様な無言の圧あつ迫ぱく。

　トルクはただそれに耐たえるしか術すべを持たなかった。

　そして──

「話……？」

　不意に静寂を破る声が一つ。

　はっとしてトルクが視線を向けると──身を寄せ合っている収容者達の中から、一人の青年が足音荒あらく歩み出てきた。

「話を聞けだ……？」

　顔に斜ななめに走った大きな古ふる傷きずが、やけに目立つ男だった。その目つきは鋭するどく──殺意すら滲にじんで見える。連日の実験によって仲間の減へっていく恐怖と怒りが、彼の中で延えん々えんとトルク達に対する敵意として醸じよう成せいされてきたのだろう。

「やめろ、マルコ！」

「マルコシア、おい！」

「殺されちまうぞ！」

　他の者達がそう言って引き留めるが青年は気にせず、仲間達の手を振り払い、トルクの前にまでやってきた。

　いざ間近に対面してみると、その青年はトルクよりも頭半分ばかり背が高い。

　いきなり──躊躇ためらいも無く青年はトルクの胸倉を摑むと締しめ上げながら言った。

「どうせお前ら軍人の話なんかろくなもんじゃないんだろう。今度は誰を連れて行く気だ──えぇ、言ってみろよ、この人殺し!!」

　罵ば倒とうの言葉が胸に突つき刺ささる。

　ディスパレイトを寄生させる実験に直接関わっていなくとも、トルクは青年の言葉を否定できない。トルクが彼等の『敵』側の人間である事は──人間であった事は間違いないのだ。

「おい──トルク！」

　下唇を嚙みしめて震えるトルクの背中に再びギルの怒声が届く。

「あと──十八分だぞッ!!」

　気力を振り絞ってトルクは自分の胸倉を摑む青年の顔を見つめた。

　顔についた古傷のせいか年ねん齢れいに似に合あわぬ凄すごみが在る。

（……顔についた傷？）

　何処かで聞いた様な。

（マルコ──マルコシア？）

　…………

　それは。

『クリードおじさんはね。クレシエットっていう弦げん楽がつ器きの名手なの………ペスおばさんはお裁さい縫ほうが上手で、私にヴェールを縫ぬってくれたわ。あの二人の息むす子こさんはマルコ……マルコシアっていって……ヤギに悪戯いたずらした時に、角をひっかけられて出来た傷が今でも顔に残っているの』

　あの日。

　初めてテレスの歌が収容所に流れた日──テレスが言っていた名前。

「貴方が………マルコシア？」

「あ……？」

　青年が怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「ヤギに悪戯した時に、角をひっかけられて出来た傷──」

「…………お前？　なんでそんな事を？」

　怪訝の表情で呟つぶやくマルコシア。

「お願いです。話を聞いてください」

　トルクは繰くり返す。

「時間があまり残っていないんです」

「…………」

　マルコシアの表情が揺ゆれた。

　恐らく目の前の少年兵士を単純な『敵』というレッテルを貼はり付けて理解するべきではないと──気付いたのだろう。かつてトルクがそうであった様に。

　理解は面めん倒どうな作業ではある。

『敵』だとか『軍人』だとか、そんな分かり易いレッテルで括くくってしまい個別の理解を放ほう棄きしてしまった方が明らかに楽なのだ。程度の差こそあれ誰もがそうして生きている。『男ってやつは』『女ってもんは』『軍人ってのは』『政治家ってのは』──個々人について知らずとも概がい括かつ的てきに語ってしまう傾けい向こうは誰にでも在る。

　だが……それでもお互いに人間だ。

　それぞれに人生が在って。

　それぞれに事情が在って。

　それぞれに感情が在って。

　自分とは違うけれど自分と同じ様に生きている誰かなのだ。

　そう認めた所から対話は始まる。そう認めない限り、人は断だん絶ぜつしたまま自分達を囲む『偏へん見けん』や『先入観』という柵さくを乗り越えられない。

　ならば──

「──いいだろう」

　マルコシアはトルクの胸倉を摑む手を離した。







　　　第二章　脱出







　──およそ半時間前。

　トルク達は『作戦』の下準備をしていた。

「──で。どうする積もりだ」

　ギルクリストは粋槽タンクの棚たなにもたれかかりながら言った。

「分かってねえかもしれないから改めて言っておくぞ。収容者の所に行くのと、ここのディスパレイトを外に出して軍を混乱させる作戦は両立できねぇぞ。第二病びよう棟とうの警けい備びは特に厳げん重じゆうなんだ。どれだけ上手うまくやったとしても三十分もすりゃばれる。そしたら寝ている連中まで叩き起こされて収容所は厳げん戒かい態たい勢せいだ。とてもじゃねえが重火器装備の兵隊相手に武器もねえ、訓練も受けてねぇ連中が逃げおおせられるとは思えねぇ──それがディスパレイト強化兵でもだ」

「…………」

「此処でディスパレイトを逃がして騒さわぎを起こしても同じこった。最終的な目もく標ひようが此処からの脱だつ出しゆつに在るのなら、いざ騒そう動どうが起こってからは秒刻みの競争になる。とてもじゃねえが収容者の連中と『お話』なんざしてる暇ひまはねぇぞ」

「……そうだね」

　さすがにその程度はトルクにも分かる。

　しかし──

「俺をアテにしてるならそれも無理だ。時間を合わせて同時に騒さわぎを起こす事は出来るだろうが──お前一人で第二病棟に侵入出来るとも思えねぇ。かといって俺が第二病棟に潜せん入にゆうして『お話』する訳にもいかねーだろ」

「……そうだね」

　頷うなずいてからトルクはギルクリストがもたれかかっている棚に歩み寄る。

「だから──」

　言いながらトルクはディスパレイトの粋槽タンクに近付くと──粋槽に横付けされている装置から延びた合成樹じゆ脂しの管を無む造ぞう作さに引き抜いた。

　ギルクリストがぎょっとした表情で呻うめく様に声を上げる。

「おい！　それは加圧器ポンプの──！」

　だが言葉半ばで彼はトルクの意図に気付いたらしい。

「……そういう事か」

　引き抜かれた管から粋すいが流れ出していく。

　ディスパレイトは異世界の生物である。

　故にこちら側の環かん境きようでは彼等は長生きできない。また彼等の存在──正しくは彼等という異世界の断片そのものが異物として存在する事で超常現象が発生する。

　故に……

　ディスパレイトを安全に飼育する為には『粋』と呼ばれる成分調整済みの液体が用いられる。これは彼等の飼育環境を整えるのと同時に『異世界の断片』とこの世界との軋あつ轢れきを可能な限り減らす為の潤じゆん滑かつ油ゆ──緩かん衝しよう材ざいとしての役割をも果たしている。

　つまりディスパレイトはこの粋の中に居る限りは安全な存在なのだ。

　逆に言えば──粋が無くなればディスパレイトは存在するだけでこの世界の物理法則に歪ゆがみを生じさせる事になる。

　そして。

　粋槽の中に満たされている粋は加圧器ポンプで吸い上げられて濾ろ過か器きを通り、再び粋槽の中に戻る仕組みになっている。常に循じゆん環かんさせて粋すい質しつを最良の状態に保っているのだ。
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　当然──その管を引き抜けば、粋槽の中の粋は際限なく吸い上げられて外に吐はき出される。ゆっくりとではあるが粋槽の中の粋は減っていき最終的には全すべて外に排出されてしまう。そうすれば──中に居るディスパレイト達はいつ爆ばく発はつしてもおかしくない安全装置の外れた爆ばく弾だんになる訳だ。

　つまり加圧器ポンプの排はい粋すいは時限装置として機能する。

　トルクはディスパレイト達を時限爆弾として使おうというのである。

　だが──

「…………」

　トルクは背中からのしかかってくるかの様な重苦しい罪ざい悪あく感かんを覚える。

　ディスパレイト達。

　兵器として飼し育いくされる異世界の生物。

　ある意味で彼等とてトルク達と同じ犠ぎ牲せい者しやではあるのだ。なのにトルクはテレスや彼女の仲間達を助ける為にこの異生物達を使い潰つぶそうとしている。

　粋から出たディスパレイト達は長生き出来ない。無論──彼等は軍にとって貴重な研究資料だから出来るだけ生きたまま回収しようとするだろうが、それでも騒動を収める為とあらば少なくないディスパレイトが殺されるだろう。

　トルクはディスパレイト達よりもテレスを選んだ。

　それは──それだけの事。

　だからこそ残ざん酷こくで言い訳のしようの無い事。

　だからトルクはただ謝あやまった。

「すまない……」

　それは単に自己満足に過ぎないと分かっていたけれど。

「でも他に方法が無い。僕は最低の人間だけれど──それでもテレスや彼女の仲間を助けたいんだ……」

「おい──何してる、手伝え！　お前の作戦だろうが！」

　他の粋槽の加圧器ポンプを外し始めたギルクリストからそんな叱しつ責せきが飛んできた。
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「貴方あなたの事はテレスから聞きました」

　トルクはマルコシアを前にそう言った。

「リュマの被かぶり物をして祭りで踊おどる筈はず──だったと」

「お前──」

　眼を丸くしてマルコシアはトルクを見つめる。

「テレスを知っているのか？」

　テレスの名前が出た途と端たんに他の者達の間でもざわめきが広がっていく。それまでは怖こわ々ごわトルクとマルコシアのやり取りを見守っていた者達が、口々に『彼女は無事なのか？』『今はどうしているのか？』と質問を投げ掛けてくる。

　彼女が彼等の間でどういう存在であったのか……これだけでもよく分かる。

　自分の事ではないのにトルクは嬉うれしくなった。

「僕は──僕とそこに居るギルクリストはテレスの護ご衛えいに任にんじられてしばらく行動を共にしていました」

　トルクがそう発言すると人々のざわめきはぴたりと止んだ。

　誰もがトルクの口から語られる事情を聞きたがっているのだ。だが全すべてを詳しよう細さいに知らせている暇ひまは無い。静まりかえった牢ろう獄ごくの中でトルクは手て短みじかに──そして簡かん潔けつに事の経けい緯いを語った。

　テレスがどういう状じよう況きように置かれているのか。

　テレスがどういう状態に陥おちいっているのか。

　そして──自分が彼女をどうしても助けたいと思っているという事を。

　意外にも人々は余よ計けいな口を差し挟はさむ事も無く最後までトルクの言葉を聞いてくれた。

　そして──

「僕は、テレスと貴方達を助けたい。だけど──僕とギルクリストの力なんかたかが知れています。相手は組織です。それも──一般の警備兵だけじゃない。僕やギルクリストと同じ軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド出身の〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉隊員もかなりの数が居ます」

「…………」

　マルコシアは無言。

　他の者達もやはり無言でトルクの言葉の続きを待っている。

「だから騒ぎを起こして貴方達を此処から解放する程度の事は出来ても──」

「最後まで面倒は見られない、という事か」

　重い声で呟いたマルコシアにトルクは頷いた。

「だから僕には最後まで貴方達の命に対して責任が持てません。貴方達に決めて欲しいんです。騒ぎを起こせば──暴動を起こせば必ず犠牲者は出ます。起こさなければ少なくとも今すぐに殺されたり怪け我がをしたりする事は無いだろうけど……間違いなくいつかディスパレイト強化兵の実験に使われます。どちらが良いかは僕には強制できません」

「…………」

「はっきり言います」

　トルクは一同を見回して言った。

「僕が一番大事なのはテレスです。その為になら僕は他のどんな犠牲も払う積もりです。けれど──出来れば僕のやろうとしている事に必要以上の犠牲を出したくはない。僕の都合に貴方達を巻き込んだり無む理り強じいをしたりはしたくないんです」

「…………」

　ざわめきが波の様に人々の間で広がっていく。

　話の真しん偽ぎを疑うたがう声や、死に対する恐怖や尻しり込ごみする気配が膨ふくらんでいく。当然だろう。いきなり入ってきた見ず知らずの少年兵がそんな事を言っても──拒きよ否ひするにしても同意するにしても即そく断だんできる者などまず居まい。

　疑われて当然だ。トルクもそう思う。

　だが──今は時間が無い。

「──あと十分だ」

　ギルクリストが言う。

「俺からもついでに言っておく。てめぇらがこの馬鹿の言う事を疑うのは勝手だが、判断する時間はあまり無ねぇぞ。警備兵が異常に気付くのはあと数分。場合によっちゃもっと早いだろう──俺達もあまり綿めん密みつに計画立ててる余よ裕ゆうが無かったんでな」

　ざわめきが密度を増ます。

　濃のう密みつな不安と不ふ審しんとがその大半を占しめていた。

　だが──

「トルクとか言ったか」

　その中でマルコシアが重々しく口を開いた。

「お前がテレスの『友達』だって証しよう拠こを見せろ」

「証拠……？」

　唐とう突とつな要求にトルクは困こん惑わくする。

　見せろと言われて簡単に用意できるものではないだろう。

　ここに居ないテレスに証言してもらうわけにもいかないし、言葉でいくら説明しても真実味がない。今から彼女の元に何か取りに戻っている暇ひまも無い。

　戸と惑まどっていると──マルコシアが掌てのひらをトルクに向かって突き出した。

「証明してみせろ」

「………」

　掌を見て──不意に幾いくつかの情景が脳裏を過よぎる。

　テレスとの思い出。

　初めて出会った時の事。

　そして彼女が喜んでくれた時の事。

　硝子ガラス越ごしの──そう。あれは。

「…………」

　トルクはわずかに躊躇ためらいつつもマルコシアの掌に自分の掌を重ねた。

「ぁ──……『あなたの痛みが、日にち没ぼつへ還かえりますように』」

「………」

　ざわめきがぴたりと止んだ。

　ギルクリストでさえ驚おどろいた様子で室内を見回している。

　重ねられた掌に集中する人々の視線。

　そして──

「──ふん」

　緊きん迫ぱくした空気の中──刺さす様な眼でトルクを見み据すえていたマルコシアはゆっくりとその手を下ろして言った。

「どうせここにいても仲間が犠牲になるのを眺ながめる事しかできない。それなら立ち向かってやろうじゃないか。その話──乗ってやる」

　その時──

「──!?」

　突とつ如じよとして鳴り響ひびく音に人々が身を強こわ張ばらせる。

　それは──警報だった。
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「──急げ！」

　怒ど鳴なるギルクリスト。

　そして──皆の頭上で鳴り響く警報の音。

　それはしかしトルク達の病棟への侵しん入にゆう行こう為いが露ろ見けんした為ではない。予あらかじめトルク達が仕掛けておいた『時じ限げん爆ばく弾だん』──つまりはディスパレイト達が超常現象を発生させ始めたのだろう。

　勿論……ディスパレイト達に破は壊かい活動の意志は無い。

　だが彼等はこちら側の世界に存在し特定の行動をとるだけで『摩ま擦さつ』として超常現象を発生させる。それは人間の視点から見れば全く無害なものも在るが──破壊的な現象も少なくない。

　結果──ディスパレイトによって引き起こされた破壊が他の粋槽タンクにも及び、そこから解放されたディスパレイトは更に別の破壊を引き起こす。一度始まった連れん鎖さは間違いなく飼し育いく設せつ備び全体に及び大だい崩ほう壊かいを引き起こす。

　言うまでもなく『事故』を想定してディスパレイトの飼育設備には幾つかの対たい策さくが施ほどこされてはいるが──故意に行われる破壊活動にまでは対応し切れない。例たとえば複ふく数すうの粋槽の加圧器ポンプを微び妙みような時間差で外はずしておく様な。

「ある程度までは僕等で防ふせげます！　でも──」

「分かってる！」

　トルクにそう叫さけぶとマルコシア達は片かたっ端ぱしから鍵かぎを使って鉄てつ扉ぴを開放していった。

　その間──トルクとギルクリストは自分達に制せい御ぎよできる限界数の──二十匹ぴき余りのディスパレイトを召しよう喚かんして一本道の廊下に陣じんを張はっていた。

　ディスパレイトの『陽よう動どう』は現在も続行中だが、だからといって警備兵が全すべてそちらに回る訳ではない。むしろ騒ぎに乗じて収容者達の暴動が起きるというのは誰でも想定する事態だ。だから騒ぎの発生箇か所しよとは全く関係無く、警備兵達の一部はこの病棟になだれ込んでくる。

「〈ガランティル〉！」

「〈アンジェロ〉！」

　トルクとギルクリストが召しよう喚かんした異生物達が廊下の中でくるくると舞まい踊おどる。




　──ぽぽぽぽぽぽっ！

　──ぱぽっ！

　──ぽおおおおっ！




　泡あわの弾はじける様な鳴き声と共に、重力場や火か炎えんが廊下の奥へと叩き込まれる。

　駆かけつけてきた警備兵達は未だ状況が把は握あくし切れていないのか、悲鳴を上げて奥に引っ込むばかりで攻こう撃げきらしい攻撃は無い。あるいはこの混乱の中でトルクやギルクリストの姿も認識できず──これも事故の一部と思っているのかもしれない。

　だが混乱は長くは続くまい。

　トルク達に許された時間はそう多くなかった。

「──死にたくなければ、実験台になりたくなければ、逃げるしかないんだよ！」

　その短い時間──突とつ然ぜんの解放に困こん惑わくしている人々を説得したのは、マルコシアだった。

　初めは戸と惑まどっていた人々も、同どう胞ほうの言葉ならばと徐じよ々じよに同調を示し始める。

　解放された人々の中にはすでに実験で自じ我がを喪そう失しつしている者や、誰かの手を借かりなければ歩けない者も居た。状況は既に彼等の中に怒りの火をくすぶらせ続けていたのだ。

　それが一気に爆ばく発はつした。

　総勢七百名あまりの収容者が走り出す大暴走スタンピードとして。

　胸きよう中ちゆうに蓄ちく積せきした鬱うつ憤ぷんを叫び声に換かえて、バレンバ高原遊牧民バレンヴイアン達は走る。その姿は文字通りに怒ど濤とう──猛もう烈れつな勢いで流れ込む水の如く、廊下を満たし、そして溢あふれた。

　警備兵達は咄とつ嗟さに銃じゆうを構えたが……

「逃げろ！」

　誰かの叫びに促うながされて──それが実は軍の裏切り者たるトルク達の叫びとも気付かずに──踵きびすを返すとそのまま逃げ始めた。短機関銃サブマシンガンの一挺ちようや二挺でどうにかなる状況でないのは誰の眼にも明らかだった。押し寄せる津つ波なみに向けて銃を構える様なものだ。

　マルコシア達と共にトルクとギルクリストは病棟の外に出る。

　既にそこは──火の海になっていた。

　どうやらディスパレイトの被ひ害がいを食い止めようと、上官の指示も待たずに手しゆ榴りゆう弾だんか火炎放射器を使った者が居た様だ。特に火炎放射器の炎ほのおは、高い粘ねん度どを持った燃料を対象に吹き付けて燃やすので元々消えにくい。そして長々と熱せられれば普通は燃えないものまでが火を噴ふく事になる──

「すげえ……」

　マルコシアが一瞬、呆ぼう然ぜんとした様子でそう呟く。

　あちらこちらで火柱が上がり爆音と銃声が響く。

　怒号を放ちながら兵士達や研究員達が右往左往している。未だ統制をとるべき者からの指示は来ていないのだろう。混乱は拡大する傾向はあっても、収しゆう束そくする様子は微み塵じんも見えなかった。

　そしてその最中……




　──ぱぱぱぱぱぽっ！

　──ぽぽうっ！

　──ぷぽぽぽぽ！

　──ぱうぱうぱうぱう！




　猛もう火かによって赤々と照らし出される空を──大量の異い形ぎようが舞っていた。

　ディスパレイト。

　彼等が踊る姿は美しかった。美しいがその度に衝しよう撃げき波はが発生し、火炎が発生し、電光が発生する。前述の通り空を舞うディスパレイト達に悪意は無い。敵意も無い。彼等はただそこに在あって在るだけの存在だ。だがだからこそ容よう赦しやも無い。出来ない。

　何処かで遂ついに建物が倒とう壊かいしたのだろう──鈍にぶく大きな轟ごう音おんと大量の塵じん煙えんが沸わき上がる。

　凄すさまじい状況だった。

　まるで戦場の様に破壊が破壊を呼んで連れん鎖さ的てきに広がっていく。

　いや。

　まさしく此処は──此処も戦場なのだ。

　生きるか死ぬかを賭かけて各々に戦う人々の……

「──ここで別れよう」

　マルコシアが振り返ってそう言ってきた。

「え？──でも」

　戸惑うトルクに、彼は一枚の紙片を取り出して振って見せる。

　ギルクリストが持ち出してきた地図だ。既にトルクもギルクリストも内容を記き憶おくしているので必要無いとマルコシアに渡わたしたのである。

「これももらったしな。ある程度はやっていけると思う」

　傷の在る顔で彼は豪ごう快かいに──にかりと笑って見せた。

「だけど………」

〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉の技能を持つトルクやギルが彼らを先せん導どうすれば、いくらか犠ぎ牲せいが減へるかも知れない。それを零ゼロにする事は出来なくとも──

「いいか。ガキ」

　いきなり──表情を厳きびしいものに切り替えてマルコシアは言った。

「俺達は、口でなんのかんの言いながら結局は自分たちの事で手て一いつ杯ぱいだ。だがそれでもこれだけの数が居りゃ陽動にはなるだろう。せいぜい軍を引っかき回して逃げるから、早く──行け！」

　マルコシアは怒鳴る。

「テレスの所に！　お前の一番の目的はそれなんだろうが!?」

「マルコシア──」

「勘かん違ちがいするなよ。寝返ったにしても俺達はお前ら軍人がやった事を忘れない。お前達を許さない。殺された親父おやじや仲間達は還かえってこない」

　その糾きゆう弾だんは当然の事だろう。

　トルクは改めて自分の背中にのしかかる『罪』を意識する。

　だが──

「だからな」

　マルコシアは言った。

「少しでも悪いと思ってんだったら彼女を絶対に逃がせ！　いいな！」

「…………」

「分かったか──クソガキ！」

「は……はいっ！」

　何かが胸の奥から溢あふれ出てくる。

　言葉にならない気持ち。熱い様な痛い様な──しかしどうしようも無い位にトルクの心を揺さぶる何か。こんな状況下で何故かトルクは泣きたい様な気持ちになって……奥歯を食いしばりそれを堪たえた。

　大きく頷くトルクにやはり頷くマルコシア。

　同胞達と走り去る彼を束つかの間ま見送り──再び走り出そうとした時にふとギルクリストが呟いた。

「……妙な気分だな」
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　それは彼自身意識しての言葉では無かったのかもしれない。

　まるで何かの憑つき物が落ちたかの様に──ギルクリストの声はひどく穏おだやかだった。

「なんていうか……こういう光景が目の前に在るってのは」

「…………」

　全くトルクも同感だった。

　だが今はそれを嚙かみ締しめている場合ではない。

「行こう──ギル。テレスを助けるんだ」




　　　　●




　指先が虚こ空くうを斬きる。

　濁にごった空気を攪かく拌はんするかの様に指を走らせトルクは叫んだ。

「──〈アルクィン〉！」

　召しよう喚かんされた八体の蒼あおく小さなディスパレイト達が、揃そろって長い尾おの様なものを振りながらふわりと空中で弧こを描えがく。

　途と端たんに──空中にいきなり発生した大量の水が、大だい瀑ばく布ふの勢いきおいで銃を構える兵士達に向けて落下した。兵士達は一発か二発銃を暴発させはしたが、それとて水の壁かべに突つき刺ささり運動エネルギーの殆ほとんどを吸収されて、そのまま床に落ちた。

「ひいいいあああああああ!?」

　兵士達は悲鳴を上げながら大量の水に押おし流され、建物の壁や扉とびらに激げき突とつした。

　ディスパレイト〈アルクィン〉の能力──否いな、特性は『流体に特化した空間転てん移い』である。同じく空間転移現象を引き起こす〈アルメデウス〉に比べるとそれは一見、大した脅きよう威いには見えないかもしれないが──〈アルメデウス〉は銃じゆう剣けんやら爆ばく弾だんやらでも転移させる事が出来る──最終的な転移可能質量の上限が〈アルクィン〉は遥はるかに上だ。そしてたかが水でも十分な量が在ればこの様に強大な制圧力を発はつ揮きするのだ。

　兵士達はずぶ濡ぬれになって気絶している。

　彼等を乗り越え、トルク達は叩き付けられた水圧で歪ゆがんだ鉄扉をも無理矢理に押し開いてその向こうの廊下に駆かけ込む。

　目指すは最さい奥おう──通い慣れ見慣れたあの『揺ゆり籠かご』だ。

　全力で床を蹴けり巨きよ大だい粋槽タンクの部屋に飛び込んでトルクは叫んだ。

「テレス!!」

　分ぶ厚あつい硝子ガラス壁の向こうではっとした様にテレスが顔を上げる。

「──トルク!?」

　駆かけ寄ってくるトルクにテレスは不安の滲にじんだ表情を向けた。恐おそらく彼女の居る粋槽の中にも外の騒さわぎが伝わっているのだろう。

「何があったの……これは何の騒ぎなの？」

「テレス。後ろに下がって」

　だが今は説明している時間が無い。

「え──なに？　どういう──」

　ただただ困こん惑わくするテレスに厳きびしい声でトルクは繰くり返した。

「下がって！」

「う………うん」

　粋すいを搔かき分けながら、おずおずと後ろへ下がってテレスが壁に背をつけるのを確認すると──トルクも後ずさりして硝子から距きよ離りを取る。続く動作で背バツク囊パツクの金具を外はずして蓋ふたを開く。側頭葉の制せい御ぎよ骨こつ針しんに意識を集中するとその中から橙だいだい色いろの中型ディスパレイトがふわりと浮かび上がった。

「走れ──〈アレニアス〉！」




　──ぴおっ！




　ディスパレイトが空中を稲いな妻ずまの様に走る。

　その軌き跡せきに沿って光の粒りゆう子しがまき散らされ、空間がぐにゃりとねじ曲がったのは次の瞬間であった。

　鋭するどい異音。

　見えない何かが伝でん播ぱして粋槽にぶつかった。

　ちりりりりと──別の異音が硝子の上を這はう。その音と共に白い一線が走り、曲がり、いびつに歪ゆがんだ六角形を硝子の上に描き出した。

　そして。




　──ぱん！




　硝子の上の六角形が瞬間的に白はく濁だくし──無数の粒つぶとなって溢あふれ出した。

　巨大粋槽を構成する硝子の一部が急速に劣れつ化か、大量の粋が生み出す圧力に負けて崩ほう壊かいしたのである。硝子粒と粋が混じり合いながら文字通り堰せきを切って流れ出す。

「あ──っ!?」

　急速に排はい出しゆつされていく粋すいの流れに巻き込まれてテレスも吸い出されていく。

　いびつな六角形をくぐり抜け、放り出されてきた彼女の身体からだを、トルクは両手を広げて受け止める。粋の流れの勢いも在ってそのまま立っている事は出来ず、トルクも床に転ころがったが──テレスを床に激げき突とつさせまいと彼はしっかりと彼女を抱だきしめていた。

　やがて粋の流出が停とまる。

　粋浸しになった床の上でトルクは身を起こす。

　しばし、彼の腕の中でテレスは咳せき込み、肺の中を満たしていた粋を吐はき出していたが──落ち着いた彼女は、口元を押さえながら呆ぼう然ぜんと自分を抱きしめるトルクを見つめた。

「まさか……」

　その表情は──目の前の現実を夢ゆめかと疑っているかの様だった。

　確かめようとするかの如くテレスは腕を伸ばしてトルクの顔に触ふれる。ぺたりぺたりと彼の濡ぬれた頰ほおや髪かみを触さわってから、それでもやはり彼女は信じられないといった様子で小さく首を振った。

「まさか……こんな事……だって……貴方は軍で育った人……なのに」

　人形で。兵器で。道具で。

　それは厳げん然ぜんたる事実として彼の心の奥底に食い込んでいた筈はずなのに。

　どれだけ抗あらがおうとも……最後の一線では軍人である事だけが自らの存在の拠より所であった筈なのに。人は自らの立ち位置を生なま半はん可かな覚かく悟ごでは棄すてる事など出来ない。それは時に死ぬよりも辛つらい事なのだから。

　しかし……

「一緒に行こう」

　トルクは囁ささやく様に言った。

　濡れそぼっていても失われる事の無い彼女の体温──それが触れている部分から自分の中に染しみ込んでくるかの様だった。

「君は此処に居ちゃいけない。僕等は──此処では生きていけない」

「──ッ……！」

　感極まった様にテレスは表情を歪めて……そしてトルクにしがみつく。多分言いたい事は沢たく山さん在っても気持ちが言葉にならないのだろう。耳元で嗚お咽えつを漏もらすばかりのテレスの、濡れた金髪を優しく撫なでながらトルクは安あん堵どの溜ため息をついた。

　大だい丈じよう夫ぶ。まだ彼女は大丈夫だ。

　このまま逃げれば──

「──盛もり上がってるところ悪わりぃんだがよ」

　苛いら立だちを露ろ骨こつに滲にじませた声でギルクリストが言ってくる。

「そういう事は逃げ切ってからやってくんねぇか」

「あ──うん。ごめん。行こうテレス──立てる？」

「ごめ……なさ……止まらなく……て……」

　まだしゃくりあげているテレスは途と切ぎれ途切れに謝あやまってから、ようやくトルクに抱きついていたその両腕を緩ゆるめる。トルクは先に立ち上がり、テレスの手を引っ張って立たせた。

「……ありがとう……」

　目元を拭ぬぐって微笑ほほえむテレス。

　三人が部屋を出ようとした──その瞬間。

　まるで待っていたかの様に『揺ゆり籠かご』に二つ在る扉のもう一方が勢いよく開いた。

「──！」

　咄とつ嗟さにトルクはテレスを庇かばいギルクリストも身構える。

　ばん──と壁にぶつかった鉄扉が激はげしい音を立てる。実じつ験けん棟とうの方に繫つながるその廊下から出てきたのは短機関銃を構えた五人の警備兵だった。

「──〈アルクィン〉!!」

　指を鳴らしつつギルクリストが命じる。

　次の瞬間、大量の水が出現──部屋に入ろうとしていた兵士達を押し流す。三名はそのまま奥の方へと流されていき、二名は壁に激げき突とつして倒れた。

「まずいぞ──早く」

　ギルクリストが叫ぶ。

　だが来た道を戻ろうとしたトルクはぎょっとして硬こう直ちよくする。こちらの廊下も奥から走ってくる警備兵達の姿が見えたからだ。

　一瞬──

（攻こう撃げきか？　それとも防ぼう御ぎよか？）

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんの後にトルクは後者を選せん択たくした。具体的には警備兵達が短機関銃の引き金に指を掛けるのを見てテレスを庇い床ゆかに伏ふせたのだ。

　警備兵達の銃じゆうが火を噴ふいた。

　コンクリートで固められた狭きよう隘あいな空間に銃声が跳はね回る。それらはトルク達の頭上を越こえて──その内の一発がディスパレイトで攻撃しようとしていたギルクリストの肩にめり込んだ。

「ぐぉっ……！」

　肩から血の飛ひ沫まつを撒まきつつギルクリストが姿勢を崩くずす。トルクは制御骨針に意識を集中してギルクリストの側に居た〈アルクィン〉の意識に強制介かい入にゆう。

「〈アルクィン〉！」




　──ぽぽうっ！




　ディスパレイト達が輪を描き──大量の水が警備兵達に押し寄せる。

　短機関銃を携たずさえた警備兵達は、悲鳴を上げながら壁だの床だの天井だのに叩き付けられた。何発か短機関銃が暴発した様だったが、鉛なまり玉だまは押し寄せる水の壁によって防ふせがれて何処にめり込むでもなく兵士達と一いつ緒しよに流されていった。

「大丈夫!?」

　片かた膝ひざをついて己おのれの肩を押さえているギルクリストの元へテレスが駆け寄る。

「ギルクリスト！　ねえ──大丈夫!?」

　腰のポーチからハンカチと止し血けつ剤ざいを取り出して自分の傷口を処置しながらギルクリストは忌いま々いましそうに吐き捨てた。

「うるせぇ──別にこの程度じゃ死にゃしねえ！　黙だまってろ！」

「…………」

　テレスは一瞬怯ひるんだ様に眼を瞬まばたかせる。

　そして──

「そんなのぱっと見ただけじゃ分からないわよ！」

　怒鳴り返した。

「…………」

　絶句するのは今度はギルクリストの番だった。

「心配ぐらいさせてよ！」

「なっ…………」

　眼を白黒させているギルクリストの横に駆け寄ったトルクが片手しか使えない彼に代わって手早く殺さつ菌きんと止血処置を行う。普段なら『自分で出来る』と突っぱねそうなギルクリストだが彼はただ呆ぼう然ぜんとした様子でテレスを見つめていた。

「……おまぇ……な……何言って…………心配……？」

「…………」

　ギルクリストの動どう揺ようがトルクには手に取る様に分かった。

　それは彼もかつて経へてきたものだからだ。




　──『貴方の痛みが、日没へ還りますように』──




　きっとギルクリストは他人から心配された事が無いのだろう。自分はそういう気持ちを他人から向けられる事など無いのだと思いこんでいたに違いない──何の見返りも要求しない、ただ純然たる優しさから出た気き遣づかいというものを。

「──ギル」

「え？　あ──なんだよ」

　振り向くギルクリストの手首を握にぎってトルクは言った。

「指を開いて」

　テレスはすぐに察してくれた。

　彼女は自らの掌てのひらをギルクリストのそれに重ねて微笑ほほえんだ。

「貴方の痛みが、日没へ還りますように」

「…………」

「貴方が痛みを感じている事を──痛いと感じる心がそこに在るという事を、私達は知ってるわ」

「…………」
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　しばし呆然とギルクリストはテレスを見つめ。

　そして──

「……くっだらねえ」

　呟つぶやいて立ち上がる。

　顔を見合わせるトルクとテレスに背中を向けながら、ギルクリストは言った。

「急ぐぞ！　ままごとなんざしてたら命が幾いくつあっても足りねぇよ！」

　ギルクリストの表情は見えない。

　ただ──

「あ──うん」

「そうね」

　微笑んで頷うなずき合うとトルクとテレスはギルクリストの背中を追って走り出した。




　　　　●




　嗅かぎ慣なれた硝しよう煙えんの臭においがあちこちから漂ただよってくる。

　廊下を走り抜け、三人が到とう達たつしたのは廃はい墟きよと化したディスパレイトの飼し育いく施し設せつだった。

　一番初めに異生物達が解放された場所だからだろう──被ひ害がい状じよう況きようは凄すさまじいものだった。ディスパレイトの飼し育いく用よう粋槽タンクは残らず全ぜん壊かい。これらを保持していた金属製の棚たなも殆ほとんどが歪ゆがみ、ちぎれ、あるいは潰つぶれて床の上に倒れている。かつてはこれらが壁の様に立ち並んでいたせいで敷しき地ち面積の割にはやけに狭せまく感じたものだが──無くなってみると思いの外、広大な空間がそこには横たわっていた。

　コンクリート製の壁にも幾いくつもの穴あなが穿うがたれ、無数の亀き裂れつが走り回っている。天井では破壊された電でん灯とうが火花を散らしながら幾つも垂れ下がっていた。

「……凄い……」

　テレスが呻うめく様に言う。

　確かにこの状況は凄まじい。

　そしてトルク達は勿もち論ろんだが、『散歩』の際に何度も此処を通っていた彼女だからこそ変わり果てたこの空間の意味が──此処まで見慣れた風景を破壊しきる異生物達の力の恐おそろしさが理解出来るのだろう。

　ディスパレイト達の死し骸がいも残っている。

　繰くり返すがディスパレイトはその存在が『世界同士の摩ま擦さつ』を産み出しその結果として超常現象を現出させる。逆に言えばこの破壊の力はディスパレイト達自身が内包するものではない。当然──それに耐たえるだけの頑がん強きようさなど彼等には無い。

　自らの起こした超常現象に巻き込まれるディスパレイトも多い。元々ここでは複数種──しかも何万匹もの大量の異生物がいた。大量の死骸が出るのも当然だった。

「…………」

　トルクは唇くちびるを嚙む。

　覚悟していた。理解していた。テレスを助ける為には仕方が無いと考えていた。

　それでもこの──床に散らばる哀あわれな異生物達の死骸は彼の心を締しめ付けた。

　トルク達軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドと同じく兵器として使われた生き物。彼等はある見方からすればトルクと同じ境遇──いわば『同類』だ。道具として使い潰つぶされる人生を拒こばんだトルクが他者を道具として使い潰す。たとえ人間とは生まれた世界も生命の在り方も違うディスパレイト達とはいえ……それは間違いなく罪ではあった。

「ごめんよ……」

　呟くトルク。

　彼の頭上──天井近くには未だ十数匹のディスパレイトが漂ただよっている。

　だが彼等とて粋すいが無ければ長生きは出来まい。

　暗あん澹たんたる気持ちを振り捨てて懸けん命めいに走るトルク。

　そして──




　──ぱん。ぱん。ぱん。ぱん。ぱん。




　それは殺さつ伐ばつとした破は壊かい跡あとにひどく吞のん気きな調子で響ひびいた。

　何処どこか緩ゆるんだ調子で手を叩く音。

「──！」

　先頭を走っていたギルクリストがぎくりとして立ち止まり、そしてトルクとテレスも身を強こわ張ばらせて脚を止める。

　三対の視線が戦せん慄りつを込めて集まる先に……蒼あおい軍服の男が立っていた。

　軍ぐん帽ぼうと銀ぎん髪ぱつの下に何処か人形じみた笑顔を浮かべながら。

「……ダラス……准じゆん佐さ」

　顔がん面めん蒼そう白はくのギルクリストが呻うめく様に呟つぶやく。

　三人の前に立ちはだかっていたのはトルクの兄だけではなかった。

　ダラス准佐の後ろには短機関銃サブマシンガンを構えた一個中隊──百人余りの兵士達がずらりと揃そろっていた。それも一いつ般ぱんの警けい備び兵へいではない。全員が〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の構成員、つまりはトルクやギルクリストと同じ軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドだった。

「──実に！」

　拍はく手しゆを止めてダラス准佐は言った。

「実に意外──極めて意外だったな。よもやここまでやるとは！　ここまでやってしまうとは！　ふ。ふふ。ふふふ。ふふ。ふ。いささかお前達を侮あなどっていた様だな」

　言うまでもなく兵士達の銃口はトルク達三人に向けられている。

　ディスパレイトを使わないのは──既すでに大量のディスパレイトが暴れ回った後という事でこの場が不安定だからだろう。

　ディスパレイトを使えば確かに大きな破は壊かい力りよくや防ぼう御ぎよ力を得られる。だがそれが『異なる世界同士の軋あつ轢れき』から生まれ出るものである以上──数が増ふえればその威力が倍ばい増ぞうするという訳ではない。むしろ『軋轢』の相そう互ご干かん渉しようによって予想もしない現象が発生し、〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉達自身も被ひ害がいを被こうむる可能性が高い。

「とはいえこれは明らかな反逆だ。違うかな？」

　ダラスはこめかみを揉もみながら静かな口調で問うた。

「まあギルはともかくとして。お前は一体──こんな所で何をやっているのかな、トルク、我が愛いとしい弟よ？」

　闇やみ色いろを湛たたえたダラスの双そう眸ぼうがトルク達を見み据すえる。

　トルクは──

「…………」

　その実の兄の眼まな差ざしにぞっとした。

　底の見えない──奈な落らくの様な黒。

　いや。違う。

　見えないのではない。

　空っぽなのだ。

　何もない虚きよ無むの深しん淵えんがそこには横たわっていた。

　何度も何度も見てきた筈の兄の眼が──そうなのだとトルクは初めて気付いた。

「トルク……」

　テレスが怯おびえたように肩に身を寄せてくる。彼女の身の震ふるえを感じて、トルクは繫つないだ手をぎゅっと強く握にぎりしめた。

　テレスを己おのれの背に隠かくすトルクを見てダラスは眼を細める。

　笑みは消えていない。

　だが──

「どおりで手て際ぎわが違う筈だ。騒ぎが大きくなったのも当然か。だがまあ………だがまあ概おおむね『予想通り』だ」

　わざとらしい仕草でダラスは肩を竦すくめて見せた。

　トルクは気付く。

　これは兄ではない。兄の形けい骸がいだ。空っぽなのも当然だ。白々しくも生きている人間の様に振ふる舞まう人形がそこに居るだけだった。しかもこの人形は自分でそうと自覚していない──かつてのトルクがそうだった様に。

「予測通り……？」

　トルクはダラスの言葉を問い質ただす。

　ダラスは小さく首を傾かしげて言った。

「ん。なんだ。気付いていなかったのか。ふふ。ふ。ふふふ。ふふふふふ。トルク、可愛い弟。少し頭を働かせてはどうかな。いくらか想定外の事もあったが……」

「…………」

「此処は元々実験施設だ。そしてお前達は実験部隊の兵士だ」

　ダラスは愉たのしげに──歌う様な口調で言う。

「ならば監かん視しされているに決まって居るではないか！　お前達がテレスに与あたええる影えい響きよう、テレスがお前達に与える影響、そういったものも全すべて観察の対象だったのだよ」

「──！」

　そう。

　確かダラスはトルクが此処に配属されたその日に言っていなかったか──『また幾いくつかの理由から〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の人間を警備として置くのが望ましい』と。

「さすがに二十四時間監視という訳にはいかなかったがね。もう少し気付くのが早ければ此処までの騒ぎにならずに済すんだのだが──ところで」

　わずかにダラスの眼が動く。

「いつかこういう馬鹿をやらかすのではないかと思っていたよ──ギルクリスト」

　トルクの脇わきでギルクリストが表情を強こわ張ばらせる。

　ダラスは笑いながら小さく首を傾げた。

「彼女に同情したのだろう？　ん？」

「…………止めてください……准佐殿どの……！」

　絞しぼり出すような声でギルが呻うめく。

　軍を裏切る事を決めたとは言っても──永年染しみついた、肉の奥、骨の奥にまで刻きざみ込まれ、焼き込まれた感覚を簡単には拭ぬぐい去れない。ギルクリストにとってダラスは未いまだ畏おそれるべき上官なのだろう。精神ではなく肉体が服従を求めているのだ。

　恐おそらくそれをダラスも理解している。

　だから彼はねっとりと──猫が獲え物ものをいたぶる様に言った。

「テレスの姿に自分でも重ねて見たか？　んん？」

「……俺は……」

「なあ──ギル。ギルクリスト伍ご長ちよう。分かるぞ。私には分かっているぞ？　んん？」

「……俺は……」

「同情するのも当然だな──なにしろ」

　ダラスの言葉を遮さえぎったのは悲鳴じみた調子で迸ほとばしるギルクリストの声だった。

「うるさいッ!!　黙だまれッ!!」

「なにしろ」

　だが構わず──気にした様子さえ無くダラスはむしろ声を高くして言った。

　まるでトルク達にも聞かせようとするかの様に。

「元々『揺り籠』に──あの粋槽タンクに入っていたのは──」

「黙れ！　黙れえッ!!」

「ギルクリスト、お前だったのだからなあ！　そりゃあ自分と重なるだろうとも！」

「…………」

　愕がく然ぜんとしてトルクは傍かたわらのギルクリストを振り返る。テレスが息を吞む気配も背中から伝わってきた。

　テレスが〈女王レジヤイナ〉と呼ばれる特別なディスパレイトを寄生させられているという事はトルクも聞き及んでいる。そしてあの『揺り籠』がその〈女王〉を寄生させられた特別な実験体専用の『檻おり』であるという事も諸もろ々もろの状じよう況きようから想像はつく。

　つまり──

「おや。トルクやテレスには話していなかったのか」

　ダラスは薄うすい笑みを浮かべながら言った。

「バレンバ高原遊牧民バレンヴアインが実験体として最適と分かる随ずい分ぶん前から実験は行われていたのだよ。勿論──その際にも大量の実験体が生み出された。特に〈亡霊大隊〉兵士を使った実験には期待が集まった。頭に埋うめ込まれた制せい御ぎよ骨こつ針しんを用い、自らの意志で、恣し意い的てきに体内のディスパレイトの能力を行使できるのではないか──とな」

　ダラスは肩を竦すくめた。

「だが失敗した。殆ほとんどの実験体は拒きよ絶ぜつ反応で死亡した。特に〈女王〉──特別なディスパレイトを寄生させた者達はギルクリスト以外は全員死んだ。だが勿論ギルクリストも成功例ではない。体内のディスパレイトは拒絶反応で死んでしまい、ギルクリストも著いちじるしく身しん体たい能のう力りよくを損そこなった」

「…………ギル……」

　なぜギルクリストが自分に手を貸してくれたのか……トルクはようやく納なつ得とくがいった。

　彼自身が自覚していたかどうかは分からない。だが彼は……きっと自分と同じ様な境きよう遇ぐうに在るテレスが救われる姿が見たかったのだろう。

「ぉぉおおおおああああああああああああああああああああああああ!!」

　ギルクリストは獣けものの様に咆ほう哮こうすると何かを振ふり払はらう様に腕うでを旋せん回かいさせる。

「〈アンジェロ〉──」

　空中で舞まっているディスパレイトの一匹ぴきに彼は命令を送る。

　だが──

「……！」

　ディスパレイトが全く反応しない。

　制御用の骨針が埋まっている辺あたりに慌あわてて触ふれるギルクリスト。だが別に彼の脳のうに埋め込まれた忌いまわしい『部品』が無くなった訳でもなかった。

「愚おろかだ。哀かなしい位に愚かだ」

　ダラスは頷きながら言った。

「これだけの〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉が居るのだぞ？　とっくにこの場のディスパレイトは全て支配下に置いているに決まっているではないか」

　言ってからダラスは背後の兵士達に向けて手を振る。

〈亡霊大隊〉の兵士達は無表情に銃口の向きを調整すると──揃そろって引き金を絞しぼった。

　立て続けに銃声が弾はじける。

「──！」

　轟ごう音おんに身を竦すくませるテレス。咄とつ嗟さにトルクは両手を広げて彼女の盾たてになる。

　しかし──

「…………？」

　予想した痛みは訪おとずれない。

　代わりに──湿しめった何かが足下に跳はねる音が続いた。

　視線を下ろしてみればそこに転がっているのは──ディスパレイト。

　大量の銃じゆう弾だんはトルク達ではなくその上、空中を舞っていたディスパレイト達に命中したのだ。数秒前まで何処か吞のん気きささえ漂ただよわせながら空中に浮かんでいた異生物達は、銃弾に身体からだを貫つらぬかれ、あるいは削けずり取られ、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。

　殺されたディスパレイトにはトルク達が連れていた個体も混じっていた。

「ひどい……」

　テレスが呟つぶやく。

　トルクは足下に転がる異生物達の遺い骸がいを見下ろしながら思った。

　そう。これだ。

　道具とはこういう事だ。

　兵器とはこういう事だ。

　生きている事などまるで構われる事も無く、使い棄すてられる。

「ふふ。ふふふふ。ふ。ふふ。ディスパレイトが居なければお前達に状況打開の手は無かろう？　後こう顧この憂うれいは先に断たっておかなければな。さて……自分達の置かれている状況は認識出来たかね」

「………」

　勿論認識出来ている。

　最悪だ。

　無数の銃口は既すでに角度を修正してトルク達に向けられている。

　ディスパレイトは一体も居ない。ギルは傷を負っている。背に隠しているテレスはこの殺さつ伐ばつとした空気にあてられたのだろう──がくがくと震ふるえているのが判わかった。何にしても戦力としてはとても計上出来ない。

「貴方は……」

　真まっ直すぐにダラスを睨にらみながら──トルクは嚙かみ締しめた歯の間から怒りに満ちた言葉を押し出した。

「ダラス准佐。貴方は、どうしてこんな事ばかりを繰くり返すんですか。殺して壊こわして殺して壊して──そんな事ばかり。ギルを傷つけて。テレスを痛めつけて。ディスパレイトも殺して。それで──貴方は何を得るっていうんですか!?」

「んん？」

　──ぱん。

　白い手袋に包まれた手を打ち鳴らしてダラスは愉たのしげに言った。

「勿論──戦争だとも」

　事も無げに。

　まるで至極当然のことを口にするかの様に。

「戦争だ。そう──戦争が得られる。他に何か必要かね？」

「…………」

　トルクは──まるで視界が歪ゆがんだかの様な違い和わ感かんを覚えていた。

「戦争は素晴らしい」

　ダラスは空中を見上げながら言った。

　彼の眼にはまるで蜃しん気き楼ろうの様に戦場の光景でも映っているのかもしれない。

「至極単純で明快な一つの真理を我われ々われに教えてくれる」

「……真理……？」

「いいかね──トルク？」

　ダラスはわずかに身を屈かがめて幼おさな子ごに諭さとすかの様な口調で言った。

「我々は『力』を持っている。それは何故なぜだ？」

「え……？」

「我々が兵器だからだ」

　あっさりとそうダラスは言い切った。

　何の躊躇ためらいも無く──トルクが最も畏おそれ忌いみ嫌きらう事を。

　まるで当然の……むしろ祝うべき事であるかの様に。

「それが我々の存在理由であり存在意義なのだ。力を以もつて他者を蹂じゆう躙りんする存在モノ。我々の力とはその為のものであり──それを最大限に活いかすのが戦争だ」

「…………」

「細かな理屈は必要無い。力の前には全てが屈くつする。それは明めい快かいで確固たる原理だ。どれだけ長々と倫りん理りを説とこうとも、どれだけ延えん々えんと友愛を説こうとも、たった一発の銃弾がいとも容易たやすくそれを打ち砕くだく。口先だけの馬鹿者共を黙らせる。力だ。力こそが最も単純にして揺ゆるぎなき真理だ」

　ダラスは両手を広げて言った。

「そしてその力の最も純じゆん粋すいな結けつ実じつが我々だ。兵器。力の精せい髄ずい。壊し殺し潰つぶす為に──その為だけに生まれたるもの！　我々はその身を以て真理を体現する！　それこそが我々の存在理由であり存在意義！　そしてつまらない社会通念に縛しばられる事無く、我々の存在を十全に発揮できる場──我々の意味を再確認させてくれる場こそが戦争だ!!」

「…………」

　トルクは絶ぜつ句くしていた。

　ダラスの言葉に圧あつ倒とうされた訳ではない。納なつ得とくした訳でも勿論ない。

　ただただ……あまりに歪ゆがんだその主張にトルクは返すべき言葉を失っていた。おかしい。狂くるってる。それは分かる。分かるのに反論出来ない。うまく言葉に出来ない。あまりに接点が無い。あまりに掛け離れている。全く──嚙かみ合わない。

（これが……僕の……兄）

　あるいは──かつての自分ならそれを至極当然の事として受け入れていたかも知れない。

　だが今のトルクにとって、ダラスの台詞せりふは意味不明の譫うわ言ごとに等しい。

「我々は証明し続けねばならない」

　ダラスは言った。

「原理の、真理の、体現者として。自らの存在理由を！　戦争こそが我々を我々として規定してくれる！　そうとも──素晴らしい！　戦争！　我等にもっと戦争を！　戦争を！　殺し！　壊し！　潰し！　滅ほろぼす！　その場を！　我等が我等である為に！」

　空を仰あおぎ見る様にして高らかにダラスは吠ほえる。

　軍ぐん帽ぼうの下で刃は物ものの輝きにも似た銀色の髪が揺れた──ダラスとトルクの血が繫つながっている事の、何よりも明確な証あかしが。

「…………」

　何処か遠くから色々な音が聞こえてくる。

　銃声。悲鳴。怒号。

　低い地鳴りの様な音は──いずれかの建物の倒とう壊かいする音だろうか。

　漂う空気の焦こげ臭くささが教えてくれる。

　此こ処こはもう……戦場だ。

「トルク──」

　ダラスは朗ほがらかに笑った。

　形だけの中身が空っぽな表情で。

「分かっているよ──お前は私の弟だ。私と同じモノだ。素晴らしい。長らく戦場を離れすぎたせいで心細かったのだろう？」

「え……？」

「ふ。ふふふ。ふふ。ふ──不安だったのだろう？　殺すでも壊すでもなく重ねる日々が不安で不安でしかたなかったのだろう？」

「ち──違……」

「隠さなくてもいいのだ。それは当たり前で正しい事なのだから。だが──ギルの口車に乗ってここまでの騒ぎを起こすのはいささかやり過ぎの感が在るな。物事はもっと巨きよ視し的てきに見ねばならん。いいか？　トルク。研究が進めば──テレスの中に居る〈女王レジヤイナ〉が実用化されればもっと大きな戦争を起こせる」

「……ダラス准佐」

　トルクは乾かわいた唇くちびるで喘あえぐ様に言った。

「僕が──戦争をしたくてこんな事をしていると？」

「無論。あるいはお前には自覚が無いのかもしれんな？」

　ダラスはやたらと自信に満ちた声で言った。

「だが私には分かるぞ。分からない筈が無い。当然だ──トルク。お前と私は同じモノだよ。血を分けた兄弟じゃあないか！　兄さんにはお前の考えている事なんて手に取る様に分かるのだよ！」

「…………」

　トルクは。

（……駄だ目めだ…………）

　全身が腐くさり落ちていくかの様な徒と労ろう感かんを覚えていた。

　無駄だ。無理だ。無意味だ。

　全く話が通じない。嚙み合いさえしない。そもそも見ているものが違う。見えているものが違う。血肉を分けた兄弟？　いや──目の前で笑うダラスが同じ人間であるのかどうかさえトルクには自信が持てなくなっていた。

　今までは何処かで……最後の一線でダラスの事を信じていた様に思う。

　彼の言う通り同じ血肉を分けた存在として、何かを期待していたのかもしれない。あまり自覚は無くとも……トルクはダラスの事を他の〈亡霊大隊〉の人間と違う眼で見ていたのかも知れない。

　だからこそ余計に──

（……僕は……こんな人を……）

　血を分けた兄弟である事に。

　同じ銀髪を備そなえている事に。

　トルクは耐たえられなくなっていた。

「ダラス准佐……」

　トルクは言った。

「いや……兄さん」

「んん？　なんだね──トルク。我が弟よ」

　親しげに声を掛けてくるダラスにトルクは言い放った。

「僕は貴方とは違う」

「…………」

　あるいは──その一言で全てを察したのはやはり兄弟故ゆえの事かもしれない。

　ダラスの笑みがゆっくりと奈な落らくの様な無表情へと溶とけていく。

　実の弟からの──初めての拒絶はダラスにとっても衝しよう撃げきであったのかもしれない。いつもの外け連れん味みたっぷりの仮面が剝はがれ落ちて人形の様な無表情が彼の端たん整せいな顔を覆おおっていた。

　その瞬間……

「……くっ……！」

　ギルクリストがトルクの背負っていた背囊バツクパツクの紐ひもを引いた。

　予め〈界貫花ペネトレイター〉越ごしに召しよう喚かん用ようの『徴しるし』を付けておいた個体が生き残っているかどうかは全くの賭かけであったろう。この収容所全体が壊かい滅めつしかねない騒さわぎなのだ。ディスパレイト自身が自らの引き起こした現象に巻き込まれて死んでいる場合も在ろうし──危険と判断されて駆く除じよされている場合も在るだろう。

　だからトルク達は先に連れていた数匹で今回の騒そう動どうを乗り切る積もりだった。

　またそれが分かっていたからこそダラスはまずトルク達の連れていたディスパレイトや、この場に残っていたディスパレイトを殺したのだ。

　しかし──




　──ぱぽっ！

　──ぽぽぽぽ！




　どうやら生き残っていた個体が居たらしい。

　白黒模様をした菱ひし形がたのディスパレイトが数匹──背囊から溢あふれ出る。

〈亡霊大隊〉の兵士達は即そく座ざに銃口をディスパレイトに向けて、しかしそれ以上は動かない。撃うつ撃たないの最終的な現場判断は、この場に指令官であるダラスが居る以上、彼等の権限ではないのだ。

「〈アンジェロ〉！」

　指を振りながらトルクが叫ぶ。

　同時に我に返ったダラスが鋭するどく命じた。

「掃そう射しや！　撃て！」

「…………」

　一瞬──兵士達の間に困こん惑わくの空気が流れる。

　彼等は基本的に上官に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうだ。だがだからこそ上官が矛む盾じゆんした命令を出した場合にそのどちらの命令に従えば良いのかが分からなくなり──動きが止まってしまう。

　まるで融ゆう通ずうの利きかない機械の如ごとくに。

「〈女王〉は行動不能にして回収する！　脳に命中させなければ実験体は死なない！　斉せい射しや三さん連れん！　撃て！」

『踊おどれ──〈アンジェロ〉！』

　トルクとギルクリストの叫びが重かさなる。

　菱形のディスパレイト達はトルク達三人の前に進み出て──踊る。

　同時に兵士達の構えている短機関銃サブマシンガンが火を噴ふいた。

　数百の銃弾がトルク達に向けて浴あびせかけられる。小銃ライフルに比べれば威い力りよくも低く射程も短い短機関銃とはいえ、近距離では十分以上に殺傷力を発揮する。雨の様に浴びせかけられれば尚なお更さらだ。

　だが……




　──ぽぽぽぽぽぽぽぽっ！




　トルク達を穴あなだらけにする筈だった大量の弾だん丸がんは──しかし次々と何か透とう明めいの筒つつにでも入り込んだかのように空中でくるくると円を描えがいて回転。数秒後には運動エネルギーを使い果たして地面に落ちる。

　ディスパレイト〈アンジェロ〉による空間歪わい曲きよく。

　ゼロと無限を繫つなぎ『距離』を以て絶対の盾たてとする防御手段である。

　だが原理を知らぬ者には意味不明の怪かい現げん象しようだ。

　しかも──

「ト……トルク……！」

　テレスが不安に上ずった声を上げる。

「続けて斉射三連！　撃て！」

　ダラスが命じ再び大量の弾たまが襲おそい来る。

「たった五匹の〈アンジェロ〉ではいつまでも保もたん！」

　それはその通りだった。

　そもそもディスパレイトの引き起こす異常現象は永続しない。彼等の存在が引き起こす『軋轢コンフリクト』は圧倒的なこちら側の物理法則に吞のみ込まれて早ければ数秒、長くても数分で消しよう滅めつしてしまう。

　大量の銃弾を受け止める為に、五匹の〈アンジェロ〉による歪わい曲きよく空くう間かん防ぼう御ぎよを[image: 隙]すき間ま無く展開させているものの……休み無く攻撃されていると、こちらも効果が切れると同時にもう一度同じ現象を発生させる作業を繰り返さねばならない。

「くっ……」

　頭の中に打ち込まれている制せい御ぎよ端たん子しが徐じよ々じよに熱を持ち始めているような気がする。鉄てつ槌ついで側頭部をがんがんと殴なぐられているような頭痛が伝わってきていた。

　ディスパレイトは異世界の生物だ。彼等の行動を制御する為に長時間意識を繫つなぐと──それだけ〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉の脳に負担が来る。何度も何度も同じ行こう為いを彼等に強しいていればその負担は更に大きくなる。

「ギル……援えん護ごを……ッ」

　思わずそう言って──気付いた。

　ギルクリストは後ろを見て身構えていた。

「……！」

　トルク達の背後。

　彼等が駆かけ抜けてきた『揺り籠』に続く通路──そこから数名の警備兵達が出てくる。

　一度は倒した相手だ。だがトルク達が殊こと更さらにとどめを刺さなかった為に回復して追いかけてきたのだ。

　まずい。挟はさまれた。

「ちっ──」

　ギルクリストが腰から拳銃を抜いて撃つ。

　警備兵達は咄とつ嗟さに伏せて銃弾を避よけるが──彼等とて訓練を受けた兵隊である。一発や二発の威い嚇かく射しや撃げきで回れ右をして退たい却きやくする筈も無い。

　あちらこちらに散らばっている鉄てつ棚だなの残ざん骸がいの間を縫ぬう様にして警備兵達はトルク達に接近を始めた。銃を撃ってこないのはトルク達の向こう側にダラス達が居るからだろう。警備兵達の手には銃じゆう剣けんが握にぎられていた。

　ギルクリストが撃つ。撃つ。撃つ。

　だが彼の携けい帯たいしている銃弾の数はたかが知れている。元々迅じん速そくに行動できる様にと小銃や短機関銃の類たぐいすら持ってこなかったのだ。

　銃弾が切れた時──警備兵達は間違いなく一斉に襲おそいかかってくる。

　いかにトルク達が優秀な兵士とはいっても、圧倒的に数で優る相手に挟み撃ちにされてはどうしようもない。

（どうする──）

　降り注ぐ銃弾。

　迫せまり来る刃やいば。

　対してトルクにはもう他に何か行動に出る余よ裕ゆうが無い。自分の腰に吊つってあった拳銃の予よ備び弾だん倉そうをギルクリストに手渡すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ギルクリストは──

「──〈グスタフ〉」

　銃を撃ちながら彼は別のディスパレイトを召しよう喚かんしようとしていた。

　だが──

「〈グスタフ〉！──駄だ目めか」

　来ない。

　トルクの背囊の中の〈界貫花ペネトレイター〉は沈ちん黙もくしたままだ。

　恐らく先の騒ぎで死んだか。それとも行動不能になっているのか。むしろ〈アンジェロ〉達が生き残ってくれていただけでも幸運だったと言わざるを得ない。

　そして──

「──！」

　かきん──と乾かわいた音を立てるギルクリストの拳銃。

　遊底スライドが開いたままになっている。それは弾たま切ぎれを示す状態だった。

「ちっ──」

　舌打ちするギルクリスト。

　同時にそれまで慎しん重ちように接近してきていた警備兵達が大だい胆たんな動きに転じた。

　銃剣を構え真まっ直すぐに突とつ撃げきしてくる。ギルクリストは拳銃を投げ捨てて自分の腰のナイフを引き抜いた。

　ぎゃいッ──鼓こ膜まくに突つき刺ささる金属の悲鳴。

　ギルクリストが最初に突き出された銃剣をナイフで受ける。

　だが──

「ぎっ──」

　肩の傷に響いたのだろう。短く呻うめくギルクリストの手からナイフはあっさりとすっぽ抜けて飛んでいた。くるくると回転しながらナイフは床に落ちて──跳はねる。それを更に殺さつ到とうしてきた別の警備兵が踏ふんで押さえた。

「ちいっ！」

　ギルクリストは素手のまま相手に組み付き、その手首を捕とらえる。全身を使って関かん節せつ技わざに持ち込みながら彼は全体重を掛けて警備兵の肘ひじをへし折った。

　悲鳴を上げる警備兵。

　その体たい軀くを無理矢理引き寄せてギルクリストは盾たてにする。

　銃剣を振り下ろそうとしていた警備兵達は、思わずその動きを止めた。この辺りが軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドと一般兵士の差だろう。軍用基準性能調整児童ならば眉まゆ一つ動かす事無くそのまま銃剣を振り下ろしてくる筈だ。

　何にせよ進しん退たい窮きわまった。

　打てる手も──無い。

　更に……

「──がっ！」

　苦痛のせいでディスパレイトへの制御がおろそかになったのだろう。

　歪わい曲きよく空くう間かん防ぼう御ぎよの[image: 隙]すき間まをぬって飛び込んできた銃弾の一発がトルクの腕に命中した。

　どん──と棍こん棒ぼうで殴なぐられたかの様な衝しよう撃げきで、腕がまるで別の生き物の様に跳はねる。痛みは一通り血がしぶいた後にやってきた。

「くっ──かっ……」

　唇を嚙かんで激げき痛つうに耐たえるトルク。

　彼の血を流す腕を見てテレスが悲鳴を上げた。

「トルク！　トルク!!」

　全身から脂あぶら汗あせがどっと吹き出す。

　腕の痛み。頭の痛み。

　そしてこの状況。

　限界だ。

　激痛と絶望感がトルクを押し包み囲み閉とじ込めようとする。闇やみよりもなお深く濃のう厚こうな暗黒に握り潰されていく様な感覚をトルクは味わった。

　ここで終わるのか。

　これで終わるのか。

（テレス──）

　彼女を解放する事も出来ないままに。

　ぎりぎりと嚙み締しめた歯の奥で耳鳴りすらして──まるで今いま際わの際きわの如くに視界すら黒く閉へい塞そくしていく。悔くやしい。辛つらい。哀かなしい。自分は結局……テレスやギルクリストの未来を自己満足で削けずり取っただけなのか。

　そんな自じ己こ嫌けん悪おがトルクの胸を満たしかけた──その時。

「…………」

　誰かのすすり泣く声が聞こえた。

　細く。高く。

　まるで──祈いのりの様に。

「……ごめんなさい…………」

　闇に切り込む光の如く──閉ざされかけていた視界に揺ゆれる黄金の色。

　眼を見開くトルクのすぐ側そばに、涙で頰ほおを濡ぬらしたテレスの顔が在った。

「……私のせいで……こんな目に……」

「…………」

（──違う！）

　そう言いたくても言葉が出ない。

　腕と額ひたいの苦痛が彼の舌したをもつれさせる。

（何を言うんだテレス!?　君のおかげで僕は──）

　自分がいかに哀あわれな存在なのかを知る事が出来た。

　自分がいかに狂くるった存在なのかを識しる事が出来た。

　君は悪くない。

　嗚呼ああ──君に感謝している。

　本当だ。

　僕という虚うつろな器に一いつ杯ぱいの、本当に沢たく山さんの、信じ難い程に多くのものを注そそいでくれた君に。道具のまま、兵器のまま、喜ぶとか、悲しむとか、怒るとか、そういう当たり前の感情すら知らずに死んでいく筈だった僕に──君は。

　君が。

（くれた。全すべてを。何もかもを）

　何も持っていなかった僕に。

　だから──

「初めて会った時」

　宝石のような瞳ひとみを涙で濡ぬらしたテレスの睫まつげが震ふるえる。

　一つ一つの思い出を嚙みしめるように──テレスの唇はゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「私の失礼な態度に呆あきれないでくれて──ありがとう」

　少女は思い出をなぞる様に一つ一つ言葉を重ねていく。

　それは覚悟を決めた者が──今までの人生を振り返るかの様な……

　…………

　心細くて震えていた時、励はげましてくれて、ありがとう。

　毎朝『おはよう』って言ってくれて、ありがとう。

　散歩の時間に私の歌を聴きいてくれて、ありがとう。

　お喋しやべりにいつも付き合ってくれて、ありがとう。

　私の我わが儘ままで規則を破ってくれて、ありがとう。

　私が言ってしまった酷ひどい言葉を許してくれて、ありがとう。

　何も感じなくなってしまった私を正気に戻してくれて、ありがとう。

　…………

「一いつ緒しよに行こうって言ってくれて、ありがとう………本当に、嬉うれしかった」

　沢山の『ありがとう』を繰くり返すテレスの泣き顔は美しかった。

　嫌いやな予感がする。

　なぜだか判わからないが──腹の底が冷えるような感覚がトルクを襲う。

「テレ、ス………？」

　掠かすれてほとんど囁ささやく様な声しか出せない。

　トルクの頰を愛いとしげに撫なでたテレスは──優しい微笑ほほえみを浮かべた。

　何かを捨て去る事を決意した者特有の、何処か気け怠だるさを含ふくんだ笑顔を。

「狂いそうな日々を、絶望の闇に閉ざされた時間を、照らしてくれたあなたは、私の月光だった……本当に本当に……ありがとう……」

「テレ……ス……！……」

　そっと身を離すテレスに向かって、トルクは手を伸ばそうとする。

　だが撃うち抜ぬかれた腕は持ち上がらない。ディスパレイトの制御で脳に負ふ荷かがかかっている身体は言う事をきかず、立ち上がることが出来ない。

[image: ]

　何より今……制御を放ほう棄きすれば一瞬にして三人とも弾丸の嵐あらしの餌え食じきになる。

　動くに動けない状況──

　身をかがめてテレスが摑つかんだのは、トルクが腰に吊つっていたナイフだった。

（それで──何を──）

　嫌な予感がさらに膨ふくらむ。

　まだ動く手を伸ばしてテレスの腕を摑もうとする。届かない。あと少しなのに。

　掠れた声でトルクは叫んだ。

「ッッギル、彼女を止めろ!!」

　はっとしたように振り返ったギル。気が散ったその瞬間に彼は兵に殴なぐられて背中から地面に叩きつけられ、取り押さえられてしまう。

　誰の手も届かない。止められない。

（ああ…………）

　トルクは知った。

　先程までの絶望が──まだ本物ではなかったという事を。

　これが。これこそが。

　本当の──絶望。

　ナイフの切っ先を自分の胸に押し当ててテレスは叫んだ。

「私の中に居る『誰か』──分かるわ。貴女あなたには力がある。けれど貴女は私が居るから私になれない。私が居るから貴女はいつも私の影かげの中に居る──」

　止めろ。

　何をする積もりだ。

　やめろ。やめてくれテレス。

　君は──

「この身体からだと引き替えに私の願いを聞いて。トルクを。ギルを。皆を──助けて。こんな所で死なせたりしないでッ!!」

（やめろ──テレスッ!!）

　声を限りにトルクは叫んだ積もりだった。

　だが疲ひ弊へいした身体は、かひかひと吐と息いきの様な薄うすい声しか出なくて。

　願いは空むなしく──黒く塗ぬられたつや消しの刃やいばはテレスの胸に吸い込まれるようにして沈んでいった。

　白い病人着の左胸に花開く鮮あざやかな真しん紅くの徒あだ花ばな。

　それはあまりにもあっけない──彼女の最さい期ご。

　身体を前に折ってよろめいたテレスは、金糸の様な髪を垂たらして項うな垂だれたまま動きを止める。それはまるで宗教画を前に跪ひざまずき祈りを捧ささげている姿の様で……

　違ちがう。違う。

　刃がテレスの胸に。

　あんな。ナイフ。鋭するどい。

『私の中に居る「誰か」』？

　それは？

　違う。そんな事どうでもよくて。

　血が。でも。

　あそこは心臓で。

　ディスパレイト。

　歪わい曲きよく空くう間かん防ぼう御ぎよ。

　ギルクリスト。

　死ぬ。絶望。

　銃声。祈り。

　彼女が自らを殺──

「───……ッ……ッ」

　事態に頭が追いつかない。

　声にならないトルクの叫び。

　怒りと。哀しみと。悔くやみと。そして形にすらならない気持ちの迸ほとばしり。

　激情がそのまま彼の胸から溢あふれて弾はじける。
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　応こたえたのは──

　頭の中に直接語りかけてくるような不思議な声こわ音ねだった。




『──受じゆ諾だくする』




　それは──




『私の中に響く「私テレス」の願い。この身を代価として私は要よう請せいに応じる』




　跪き自らの胸を突ついたままのテレスから聞こえてきた。

　ふとテレスが顔を上げる。

　生きていた！　そうトルクの脳のう裏りに喜き悦えつが走ったのはまさしく一瞬の事だった。

　次の瞬間にはトルクはテレスが最期に遺のこした言葉の意味を知る。

『この身体と引き替えに』

　それはつまり──

「…………受諾した」

　はっきりとテレスはそう言った。

　表情が根ね刮こそぎ死し滅めつした仮面の様な顔で。

　胸にはナイフが根本まで突き刺さったままだ。だがまるで気にした様子も無くテレスは立ち上がり背筋を伸ばす。その姿には──数秒前までと何も変わらぬ筈のその容よう姿しにもかかわらず──弱々しさなど微み塵じんも無く、むしろ傲ごう然ぜんたる、そう、まるで王の如き偉い容ようを裏打ちする何かが備そなわっていた。

　空気の質が一気に変わる。

　テレスを中心として。

　……否いな！

　テレスだったものを中心として……！

「──!?」

　さすがに何か異様なものを感じたのだろう。

　ギルクリストも、彼と揉もみ合っていた兵士達も、そしてダラスや〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の兵士達ですらも──呆ぼう然ぜんとその様子を見守っていた。

　大気が震ふるえる。

　あるいはそれはトルクの感じた錯さつ覚かくだったかもしれない。

　だが──




　───………っ……っ！




　──………──っ………っ!!




　──不意に。

　トルクを苛さいなんでいた頭痛が綺き麗れいさっぱりと消しよう滅めつしていた。

　彼の硬こう直ちよくしていた全身から力が抜ける。腕の痛みはそのままだが──それでも彼を苛んでいたものは半はん減げんしていた。その場に無事な方の手をついて、トルクは肩で忙いそがしく荒あらい呼吸を繰り返す。

　半ば直感的にトルクは悟さとっていた。

　ディスパレイトに対する制御の負ふ担たんが無くなったのだ。

　いや。違う。

　正確に言えばトルクがディスパレイト達に及ぼしていた支配権──これが根ね刮こそぎ持って行かれた。一瞬で、簡単に、横から奪われたのだ。

　誰に？

　無論それは──

「…………そんな……」

　いつの間にかトルク達の周りは十と重え二十はた重えと極ごく彩さい色しきに溢あふれていた。

　それは無数の──ディスパレイト。

　大型。中型。小型。

　委い細さい詳しよう細さいの区別無くそれらは何処どこからか集まってきていた。恐らく敷しき地ち全体に散っていた生き残りの異生物達が一斉にこの場に集まってきたのだろう。瞼まぶたの無い硝子ガラス玉だまの様な眼をした異い形ぎようの生物達は、ふわふわと空中に浮かびながら、しかし本来ならばあり得ない光景を描えがき出していた。

　整列している。

　異生物の群れが──輪を描きながら。

　まるで幾き何か学がく模も様ようの如くに。

　その中心に居るのはテレスだ。

　テレスの姿をした何者──いや何物かだ。

「……これは…………！」

　テレスの胸に生えたナイフの柄つかが震える。

　それはじりじりと浮かび上がり──まるで傷口そのものがナイフを押し返しているかの様に肉の奥から押し出されて、やがて落ちた。

　血の雫しずくを飛ばしながらかちんと凶きよう器きが彼女の足下に跳はねる。

　そして──
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　円えん陣じんを組む数千の異形達が口を揃そろえて咆ほう哮こうする。

　いや。それだけではない。

　集まりきらなかった個体も居るのだろう。狼おおかみの遠とお吠ぼえの如く高々と響ひびき渡わたるディスパレイトの声に──レガウス収容所のあちらこちらからも異形達の鳴く声が木こ霊だまする。

「…………」

　兵士達はただただ呆然とその異様な光景を見つめていた。

　彼等にとっては完全に理解不能の状況だろう。

　ただ一人──ダラスだけはしかしこの奇き怪かいな光景の意味を理解していた様だったが。

「よりにもよって──」

　ダラスは白い手て袋ぶくろに包まれた手を握にぎり締しめる。

「あれ程に何度も何度も何度も何度も！　研究者達が試こころみ、出来なかったというのに──嗚呼ああよりにもよって、よりにもよって！　こんな状況で目覚めるか──目覚めてしまったか！　〈異形の女王デイスパレイツ・レデイーナ〉……！」




　　　　●




　空気が変質する。

　同時に──ちらほらと敷地内を漂ただよっていた異形の影かげが一いつ斉せいに動き出した。

「何だ……!?」

　マルコシアは立ち止まって振り返る。

　逃げる彼と──バレンバ高原遊牧民バレンヴイアン達の頭上を何匹ものディスパレイトが横切り、ある方向に向かって集まっていく。それまではまるで統制も無く好き勝手に動き回り、思い出した様に超ちよう常じよう現げん象しようを発生させていた異世界の生物達は、まるで何かに喚よばれているかの様に──我を争う様にして──ある方向に向かっていた。

「何が起こってる……!?」

「マルコシア！」

「あ……ああ！」

　仲間に名を呼ばれ慌あわててマルコシアは走るのを再開する。

　だが──

（まさか──テレス）

　彼にとって妹にも等しい少女。

　あのトルクという少年兵に彼女の救出を任まかせたのは──本当に正しかったのか？

　一いち抹まつの不安がマルコシアの脳裏を過よぎった。




　　　　●




　それは一いつ瞬しゆんの事だった。

　彼女がした事と言えばただ一言──呟つぶやいたのみ。

「──滅ほろぼせ」

　空気が震ふるえる。

　無数のディスパレイト達が一斉に吠ほえた。

　宙に整列していた異形の群むれが一斉に舞まい始める。

　本来──ディスパレイトそのものに攻こう撃げき力りよくは無い。敵意すら無い。彼等はただ異世界の断片であるが故に、その存在がこの世界の物理法則と軋轢コンフリクトを生じ、それが超常現象となってこの世界に発現するだけだ。

　だから〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉達は、自分の望む現象を引き出す為には、どのディスパレイトにどういう行動を採とらせれば良いのかを熟じゆく知ちした上で彼等を制せい御ぎよする。

　言うなればディスパレイトは『銃じゆう弾だん』だ。

　銃弾そのものが自ら望んで人を殺す訳ではない様に──兵器として利用されてはいてもディスパレイト自らが攻撃をする訳ではない。その能力も無い。銃弾は銃という装置の中で特定の手順を踏ふんだ時にのみその殺傷力を発揮するのと同様──彼等の存在そのものを破壊力として利用する『殺意』が──銃で言えば弾たまを込こめ撃げき鉄てつを起こし引き金を引く、その意志がディスパレイト達には欠けつ落らくしている。

　それを補おぎなうのが本来は〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉達だったのだ。

　逆に言えばディスパレイト達がどれだけ群れようと──その超常現象を以て自分達から人間を攻撃する事は無い。自分達のどのような行動がどのような現象を引き起こすのか、理解して応用する──その様な知能はディスパレイトには無い、少なくともそう考えられていた。

　なのに……

「──!!」

　大量の破壊力が無差別にばらまかれる。

　火か炎えん。電光。真空波。衝しよう撃げき波は。空間断だん裂れつ。重力場。

　強大な威い力りよくが轟ごう音おんと共に顕けん現げん、トルク達を包囲しつつあった兵士達を蹂じゆう躙りんする。〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の兵士達も、警備兵達も、区別無く、まとめてなぎ払われ、吹っ飛ばされ、更には粉ふん砕さいされて地面にぶちまけられてゆく──

　絶ぜつ叫きよう。轟ごう音おん。爆音。異音。そしてまた絶叫。

　閃せん光こうの中で人の影が紙人形の様に易やす々やすと舞まい上げられて──千切れ飛ぶ。

　何人も何人も何人も何人も何人も。

　それはもう一方的な虐ぎやく殺さつだった。

　数え切れない程のディスパレイト達が自ら舞い踊おどり発生させる超常現象が、破は壊かい的てきな威力を伴ともなって放射状に広がっていく。逃げる場は無い。それはもう全方位に隈くま無なく撒まき散らされている。容よう赦しやなく。区別無く。徹てつ底てい的に。

　訓練で鍛きたえ抜かれた兵士達が、ろくに抵てい抗こうも出来ずに打ち倒されて死に絶える。

「……こんな……馬鹿な…………」

　トルクは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ディスパレイト達が自ら攻撃をしている。

　あり得ない。こんな事は──あり得ない。

「テレス……！」

　トルクは破壊と殺さつ戮りくの中心で傲ごう然ぜんと立つ少女を振り返った。

「その呼こ称しようを用いるのは既すでに適切とは言えない」

　テレスの身体の中にいるものは無表情にそう宣のたまわった。

「私はテレスであってテレスではない。確かにテレスは私の一部を成すが、私の全すべてではない。テレスは自らの自じ我がき境よう界かい面めんを放ほう棄きし私という存在を生み出した」

「……!?」

「私は私として確立される事と引き替えにテレスと約やく定じようした。利害は一いつ致ちする。この肉体及びトルク、ギルクリスト両名の安全と自由を脅おびやかす『敵』を全て排はい除じよする。今の私には──それが可能だ」

　くるりとギルクリストの方へ顔を向けて──テレスは白く華きや奢しやな指を振る。

　ディスパレイトの一体が中空で踊る様に左右へ跳はねる。

　その軌き跡せきにそってぐにゃりと歪ゆがんだ空間から何か白いものが放たれた。それが氷柱だと──否いな、氷で出来た刃は物ものだとトルクが理解したその瞬間、その白い凶きよう器きはギルクリストを押さえ込んだまま硬こう直ちよくしていた兵士の顔面をぶち抜いていた。




　──どずゅ。




　熟じゆくした果実のように兵士の頭が二つに裂さけて、鮮せん血けつと脳のう漿しようを派は手でにぶちまけながら地面に転がる。顔面にべったりとそれらを被かぶったギルクリストは──さすがに眼を見開いて悲鳴じみた声を漏もらした。

「うぁッ！」

　テレスはギルクリストとトルクを冷たい眼で一いち瞥べつする。

「貴方達二人はテレスとの約定の範はん囲い内だ。故ゆえに守しゆ護ごする」

　テレスの花びらのような唇から吐はかれる、感情を伴わない残ざん酷こくな言葉。

「だが最優先はこの身体の保全だ。万が一に敵対する様ならば貴方達も殺さつ傷しようする」

「…………」

　トルクは呆然と少女を見つめつつ……激はげしい既き視し感かんに襲おそわれていた。

　時折、白はく昼ちゆう夢むを見ている様に言葉の繫がりが破は綻たんしていたテレス。

　自我を失った時の無感動なテレス。

（あの時と同じだ………）

　今までは元のテレスに戻る事が在った。

　しかし……テレスが自らの胸を刺さし貫つらぬいた今。

　元に戻るかどうかは疑わしい。

　トルクの知るテレスはもう死んでしまったのか。

　この奇き怪かいで無む惨ざんなテレスと入れ替わってしまってもう戻らないのか。

　では──

（……僕は……何のために…………）

「この場は脅きよう威いとなり得るものが多すぎる。移動する」

　そう言うと──いきなりテレスはその華奢な両腕を伸ばしてトルクの腕とギルクリストの襟えり首くびを摑つかんだ。

「えっ──？」

「なっ……！」

　抵抗も許さぬ力で二人は引きずられていく。

　男二人を文字通り強制的に引き連れながら……しかしテレスの歩みに乱れは無い。それはむしろ紅絨毯レツド・カーペツトの上を行く女王じみて優ゆう雅がな印象すら在った。

　周りに集った無数のディスパレイトもテレスを中心にして緩ゆるやかに前進を始める。

　その行く手を阻はばむ者はもう居ない。

　軍の兵士達は全ぜん滅めつした訳ではない。だが五体満足で戦闘能力を残している者など一人もいない様だった。生きていても地に伏せて呻うめくか切れ切れの呼吸を繰り返すばかりで、立ち上がり武器を構えようという者など一人も残っていなかった。

　ただ──

「……ふ……ふふふ。ふふ。ふふふ。ふ……」

　兵士の骸むくろが幾いくつも幾つも折り重なった小山。

　その中から──血を吸い泥どろに汚れた手袋がするりと現れる。

〈亡霊大隊〉の兵士達を盾たてにしたのか、それとも兵士達が自発的に身を挺ていして守ったのか──血が滴したたり焼けて異い臭しゆうを漂ただよわせる屍しかばねの肉を搔かき分ける様にして、ダラスが姿を現した。蒼あおい軍服も大量の血と泥を吸っておぞましい迷めい彩さい模も様ようを描いている。

「…………そうか……なるほど……テレスの脳組織を乗っ取ったか……！」

　口の中から黒い血の塊かたまりを吐き捨てて──笑う。

「…………」

　テレスが歩みを止める。

　既すでにダラスには脅きよう威いを感じないのか……殊こと更さらに攻こう撃げきする様子は無い。

　だが──

「なんなんだ……!?」

　トルクは叫んだ。

「なんなんだ……貴方は、貴方達は、一体テレスに何を……!?」

「ふふ。ふ。ふふ。ふふふ。機密中の機密なのだがな。事ここに至っては最も早はや、隠し続ける意味も在るまい……」

　血で前髪が張はり付く顔を上げダラスは口の端はしを吊つり上げる。

　彼は──この期ごに及んでも心しん底そこ愉たのしそうだった。

　何がおかしいのか。

　トルクにはさっぱり分からない。

「軍が品種改良の末に開発した新種のディスパレイト……それは人体に寄き生せいする生態を持つ。実の所、そのディスパレイト自体は酷ひどく脆ぜい弱じやくな存在だ。だがひとたび人体に寄生すると自身を守るために宿主ホストの身体の生理現象に干かん渉しようし『最適化セコンドフオーミング』する特性があった。結果、副作用的に寄生ディスパレイトを宿す者は異常な自己再生力と身体能力を有するようになる。その寄生体で部隊を編制しようという試みが──ディスパレイト強化兵計画だ」

「僕が聞いているのは──」

　苛いら立だってトルクが声を荒あららげると、ダラスは手をひらりと振って言葉を遮さえぎる。

「当然──部隊を編制しようと思えば、それだけ大量に寄生ディスパレイトが必要になる。すぐさま養よう殖しよくが開始された。しかし何世代目かの交配で異変が起きた」

「異変……？」

「『それ』の誕たん生じようと共に突とつ如じよとして施し設せつ中の異い形ぎようどもが、まるで祝福するかの如く一斉に鳴いたのだ。丁ちよう度ど、さっきの光景のようにな」

「…………」

「元より……」

　自分の額ひたいをこつこつと指先で叩たたきながらダラスは言った。

「ディスパレイト達は相そう互ごに何か精神の『連絡網ネツトワーク』の様なものを持っていると言われる。我々〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉もその特性を利用し、そこに割り込み、命令を送って彼等を一時的に従したがえる事が出来る……」

　それはトルクも知っている。

〈異生物使い〉ならば誰もが知っている事だ。

　しかし──

「『それ』は他の寄生ディスパレイト同様の能力に加えて……別の力を持っている事が判明した。『それ』は生まれながらにしてその『連絡網』の中での優位性を持っていた。具体的には他の異形を従え、操あやつる力を持っていたのだ。まるで女じよ王おう蜂ばちや、女王蟻ありの様に」

「それって……」

　トルクの脳裏を過よぎる一つの単語。

〈女王レジヤイナ〉計画。

　つまり──

「そうとも」

　ダラスの血と泥どろに汚よごれた手は真まっ直すぐにテレスを指さした。

「それを体内に寄生させているのが……そこに居るバレンバ高原遊牧民バレンヴイアンの少女だ。この〈女王〉型ディスパレイトは極めて厳密に寄生先を選ぶ。数百人に試し──たった一人だけ生き残り能力を発現させたたった一つの成功例！　寄生型ディスパレイトの亜あ種しゆ〈異形達の女王〉!!」

　指さされたテレスはただ悠ゆう然ぜんとダラスを睥へい睨げいしている。

　やはりその顔に表情は無い。

　感情など持ち合わせていないのか。それともディスパレイトの感情などそもそも人間には理解出来ないものなのか。

「唯ゆい一いつの誤ご算さんは」

　ダラスは笑いながら言った。

「その〈女王〉が──ディスパレイトだけでなく寄生した人間の意識まで乗っ取る事が出来るという事だった。勿論、体内に居るディスパレイトは小さく、その脳容量は極めて小さい。だが研究者達からも仮説が出ていた──人間の脳を自分の外部思考支し援えん装そう置ちとして支配下に置けば、ディスパレイトも知性化するのではないかと！」

「……！」

　愕がく然ぜんとしてトルクはテレスの横顔を見つめる。

「──貴方のやっている事は、無む駄だだ」

　テレスは淡たん々たんとした口調でそう言った。

「延々と会話を続けて時間を稼かせごうという意図は読めている。貴方の力で私から同どう胞ほう達の支配権を奪う事は出来ない」

「……ふふ。ふふふ。ふ」

　ダラスは肩を竦すくめる。

「さすがに〈女王〉──支配権の争そう奪だつには自信が在ったのだがな」

　長い会話の間にダラスがやっていた事に気付いて、トルクは目を見開いた。

　確かに佐さ官かんでもダラスは〈亡霊大隊〉──〈異生物使い〉の能力を与あたえられた兵士だ。十分に支配力が在れば、全部とは言わずとも数匹のディスパレイトを自分の味方側に寝返らせる事も出来ただろう。

　だが──冷静に考えればそれは無む謀ぼうと言うしかない。

　ディスパレイトの制せい御ぎよに長たけているとされるトルクやギルクリストでさえ十数匹が限界。

　対して〈女王〉は数百──いや千にも達する程のディスパレイトを支配下に置き、完全に統とう率そつしている。これを〈異生物使い〉としての能力と単純に比ひ較かくするのは間ま違ちがいかもしれないが、その数字だけを見ていても到とう底てい勝ち目の在る相手ではない──

「私は今は居ない私──かつてテレスと呼ばれていたこの人格から諸もろ々もろの知識を得た。『恩』や『義理』という概がい念ねんもおぼろげながら理解している」

　テレス──いや〈女王〉は言った。

「ダラス。貴方は私を──私の『核』となる寄生型ディスパレイトをこの身体に入れた。貴方の行こう為いが私を私として成した原因とも言える。貴方は私の『産うみの親』に相当する。故に一度は見み逃のがした──『恩』があるから」

「……ほほう？」

「しかし──」

　テレスの感情の無い瞳ひとみが──まるで硝子ガラス玉だまの様な双そう眸ぼうがダラスを見み据すえる。

「一度見逃した事で『恩』は差し引きされた。ゼロだ。故に私が貴方を殺さつ傷しようする事に何の論理的な問題も無い」

　周囲を漂っているディスパレイトの内の何体かが前に進み出る。

「や──」

　容よう赦しやなく。微み塵じんの躊躇ためらいもなく。

　この少女はダラスを殺すだろう。

　テレスの声で死を宣言する〈異形たちの女王〉の姿に、トルクは気が狂くるいそうな程の違い和わ感かんを覚えていた。この〈女王〉はテレスの声で、テレスの顔で、当然の様に人を殺すのだ。まるで邪じや魔まな羽は虫むしを手で払うかの様に──簡単に。

　相手がダラスであるとか敵であるとかそういう事は問題ではない。

　あれ程に優しかったテレスと同じ姿をした存在が、殺さつ戮りくを平然と行うその様子を前にして……トルクは居ても立ってもいられなかった。

「やめるんだ、テレス!!」

「…………」

　だがテレスはまるでトルクの叫びなど聞こえていないかの様に無反応だ。

　前に進み出たディスパレイトの周囲の空間がぐにゃりと歪ゆがむ。既すでにこれだけのディスパレイトが重複して超常現象を顕けん現げんさせてしまった場所だ──どんな事が起こるのかトルクにも分からない。

　だがそれが必殺の威力を持つというのは間違いないだろう。

　そして──

「ふふふ。ふふ──ふはは！」

　ダラスが両手を骸むくろの山の中に突っ込んだ。

　ぐずっ──と肉を潰つぶす嫌いやな音をさせて死肉の中から彼が摑つかみ出したのは。
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「ははははははははは！」

　二挺ちようの短機関銃サブマシンガン。

　ねっとりとした血の糸を引きずりながら掲かかげられる二挺の凶きよう器き──その銃口が狙うのは勿論〈女王〉だ。ダラスは何処か空からっぽな感じのする笑みを浮かべながら部下達の骸を軍ぐん靴かで踏ふみつけて傲然とそこに立っていた。

「私は！　はは！　蹂じゆう躙りんする側だ！　ははは！　兵器だ！　殺す側だ！　はは！　素晴らしいッ！」

　二挺の短機関銃が吠ほえる。

　一挺につき秒間十発──左右合わせて五十発を超こえる銃じゆう弾だんが瞬またたく間に吐はき出されてテレスの許もとへ殺さつ到とうする。だがそれらはテレスの側そばで舞まい踊おどるディスパレイト達が生み出す空間歪曲に囚とらわれて、あらぬ方向へと飛び去ったり、空中に静止したり──いずれもテレスには触ふれる事すら出来ない。

「貴方のその力は私に届かない」

「はは！　そうかな！　そうだな！」

　言いながらダラスは弾たまが尽つき遊底スライドが開きっぱなしになった短機関銃をテレスに向けて投げ捨てる。無論それは彼女に当たるどころか緩ゆるやかな放物線を描いて両者の中間に落ちただけだった。

　だが──その二挺の銃がテレスの視界からダラスを覆おおい隠かくした一瞬。

　その一瞬にダラスは身を屈かがめ、部下の死体からあるものを拾っていた。

「ではこれはどうかな!?」

　彼が手にしていたのは──左右に一発ずつの手しゆ榴りゆう弾だん。

　歯で同時に二発の安全ピンを引き抜いて投とう擲てき。安全レバーが二つ空に舞う。放り投げられた小さな爆ばく弾だんは弧こを描えがきつつテレスの頭上へと落ちてくる。

〈女王〉は勿もち論ろん慌あわても恐れもしない。

　数匹のディスパレイトが舞い踊り──次の瞬間、手榴弾は爆発するよりも早く空中で刻きざまれ、何十という破片となって地面に降り注そそいだ。

　圧倒的だ。死角も[image: 隙]すきもまるで無い。

　少なくともトルクにはそう見えた。

　だが──

「──下だッ!!」

　引き攣つった表情でギルクリストが叫ぶ。

　ぎくりとしてトルクは視線を下へと向けた。そこには空中で切り刻まれたものと同型の手榴弾がころころと何処か間抜けな動きで転がってきていた。〈女王レジヤイナ〉の注意が空中の手榴弾に向いている[image: 隙]すきに更に二発──ダラスが転がしてきたのだ。

「…………」

　トルクとギルクリストをその手に摑んだままテレスが跳ちよう躍やくした。

　何の助走も無くわずかに膝ひざを曲げただけで──しかも二人分の体重を引きずったまま彼女は五メートルにも達する距離を後ろ向きに跳とんでいた。どう考えても尋じん常じようの人間に可能な動きではない。ディスパレイトによる強化は肉体の恒こう常じよう性せい維い持じ──つまりは不死身性だけでなくこういった部分にも現れている様だった。

　同時に炸さく裂れつする二発の手榴弾。

　衝しよう撃げきと爆ばく煙えんがトルク達の足下を吹き付けてくる。何か破片でも飛んできたのか──空中でわずかに〈女王〉は姿勢を崩くずしたが、それでも手榴弾の破壊力の殆ほとんどを綺き麗れいにやり過ごし、トルクとギルクリストを携たずさえたまま平然と着地した。腕うでを摑つかまれていたトルクはさておき、襟首を摑まれていたギルクリストは地面でしたたかに顔面を打って呻うめく。

　ディスパレイトの群れが女王の後を追ってきた。

　極ごく彩さい色しきの風がトルク達を取り囲んで緩ゆるやかな渦うずを巻く。

「………」

　状況を確認しようとトルクは眼を瞬まばたかせて辺あたりを見回し──そして絶句する。

　そこに広がっているのは地じ獄ごく絵え図ずだった。

　ただでさえ大量の兵士の死体が転がっている所に、先の手榴弾の爆風に巻き込まれたディスパレイトの死体が累るい々るいと転がっている。そこにもう敵とか味方とかの区別は無い。勝ったとか負けたとかそういう区別すら多分、意味は無い。

　それはもう──生命無き肉と血と骨がゴミの様に堆たい積せきしているだけだった。

（……酷ひどい……）

　それはもう誰が悪いとか誰が正しいとかそういう次元の問題ですら無かった。

　だがトルクですらもそう感じるというのに──彼の傍かたわらに傲ごう然ぜんと立つ〈女王〉にはやはりまるで表情が無い。ただ無人の荒こう野やを見るかの様に淡々と感かん慨がいを伴ともなわぬ冷たい視線を放散させているだけだ。

　ふと──エンジン音が近付いてくる。

　辺りを埋うめ尽つくす遺体を構わず踏ふみにじりながら数台の軍用車両が現場に滑すべり込んでくる。それらはダラスを庇かばう様にして停車──中から自動小銃で武装した兵士達がばらばらと降りてきた。

　その数──およそ百。

　微び妙みような数字ではあった。

　生き残っているディスパレイトに比べれば圧倒的な数ではない。しかし〈女王〉側も最初の様な不意打ちはもう出来まい。素早い展てん開かいで切れ目無い攻撃を仕掛けられれば──先のダラスの様な──防ふせぎ切れない場合も出てくるだろう。

　このままでは延々とどちらかが殺し尽つくされるまで消しよう耗もう戦せんが続く可能性が高い。

　そしてテレスは──彼女の身体を乗っ取った〈女王〉は何の躊躇ためらいも無くそれを実行するだろう。彼女にとって自分自身と『約定』に在るトルク、ギルクリスト以外は、何千死のうと何万死のうと──人間だろうとディスパレイトだろうと──知った事ではないのだろう。

「…………」

〈女王〉は優ゆう雅がに片手を挙あげる。

　だがそれは──次の殺さつ戮りくを呼ぶ仕し草ぐさだ。

「もう──止めるんだッ！　これ以上──」

　たまらなくなってトルクは叫んだ。

　これ以上テレスの姿をした存在が殺戮を続ける様子を見たくない。

　しかし……

「私の希望は私の生存であり、テレスの希望は貴方達の生存だ。そしてその希望の実現に対して彼等は障害となる。故ゆえに滅ほろぼす。彼等を滅ぼし尽くせば脅きよう威いは消える」

　まるでとりつく島がない。

　トルクは鼻を押さえて呻うめいているギルクリストを振り返って言った。

「ギル！　彼女を──彼女を止める方法は無いのか!?」

「都合良く他人に頼たよるんじゃねえ！」

　こめかみに青筋を立てたギルが怒鳴る。

「あったら、こんな無様な格好をしてると思うか!?」

　今なお、襟首を摑まれたままのギルクリストは、手て提さげカバンの様にテレスの手にぶら下げられている状態だった。屈くつ辱じよく半分、憤ふん怒ぬ半分の声でギルが喚わめく。

「それより──この状況でいつまで生き残れるか心配してろ！」

　言われて地上へ視線を落とすと、陣じん形けいを組んだ部隊が機関銃を設置しているのが見えた。

　火力でごり押しする気らしい。

「…………」

　テレスは楽団指揮者の如くその白い指を──

「…………」

　ぽたり──と。

　黒ずんだ血がテレスの指先から滴したたり落ちた。

　それはごくごく些さ細さいな始まり。

　だが──

「……？」

　怪け訝げんそうにテレスが自分の腕を見る。

　掲げた手の肘ひじからぽたりぽたりと静かに筋を作って流れ落ちる──紅あか。

　一滴てき。二滴。三滴。四滴。

　止まらない。

　むしろ雫しずくと雫の間かん隔かくは次第に短くなっていく。

　トルクは半ば反射的に彼女の腕を這はう赤い流れを追って──そしてその源みなもとに至った時点で戦せん慄りつに身を震ふるわせた。

　テレスの顔。

　鼻から。眼から。唇から。耳から。

　赤黒い液体が溢あふれ出ている──

「……？」
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　ようやく自分の身体に起こった異変の出所に気付いたのだろう。〈女王〉は眉まゆ根ねをわずかに寄せながらトルクとギルクリストから手を離し、自分の顔を掌てのひらで触ふれる。べたりと赤い掌模様が白い頰ほおについた。

「これは……」

　どうやら〈女王〉も自分の身体に起こった異変は予想外であったらしい。

　明らかに困こん惑わくした様子で彼女は己おのれの眼や鼻や口に触れる。

　そして──

「──！」

　トルクは息を吞のんだ。

　己の頭の存在を確かめるかの様に両掌を自分の顔に当てる〈女王〉。その際に長い金髪が揺ゆれて──それが露あらわになった。

　彼女の側頭部から後頭部にかけて深々と刻まれた傷きず痕あとを。

　元が何だったのかは分からない。だが見る限り明らかに鋼こう鉄てつと思おぼしき掌大の破片が彼女の頭に食い込んでいるのだ。恐らくは大脳にまで到とう達たつする深さで……！

（──さっきの……！）

　ダラスの手榴弾。

　あの時──空中でテレスの身体がわずかに揺ゆれた。

　あれは爆ばく発はつで吹っ飛んできた破片を頭部に受けた衝撃で姿勢を崩したからだ。

「あ……？」

　困こん惑わくしたような声を漏もらしてテレスはよろめく。

　勿論……普ふ通つうの人間ならば即そく死しすべき様な傷である。

　鉄片が深々と脳を抉えぐっているのだから。

　しかし──

「な……なんで……自己再生能力は……」

　トルクはテレスの傷が瞬またたく間に塞ふさがって治ち癒ゆするのを見ている。

　またディスパレイト強化兵の事についても聞いた。深々と突つき刺ささったナイフが傷口そのものに押し返されて抜ける様も見たばかりだ。

　だが──

「再生……わわわたし……再生ししししな……しななななない……い……いいい……きき器官……何故……理解……ででできできでき……あ……がががが」

　がくがくと〈女王〉は震えながら台詞せりふにならない様な言葉の断だん片ぺんをこぼす。

「まさか……！」

　トルクの脳裏にダラスの台詞せりふがよみがえる。

『勿論、体内に居るディスパレイトは小さく、その脳容量は極めて小さい。だが研究者達からも仮説が出ていた──人間の脳を自分の外部思考支援装置として支配下に置けば、ディスパレイトも知性化するのではないかと！』

　ならば。

　もしその外部思考支援装置であるところの脳が大きく破は損そんした場合。

　しかも破損の原因たる異物が組織内に残ったままで──排除されない場合。

　テレスの脳に間借りする事で成立していたディスパレイトの知能や自我はどういう影えい響きようを受ける!?　それはまたディスパレイトの能力そのものにどう影響する!?

　それに……

（頭ず蓋がい内部に筋肉は無い……！）

　脳組織には筋肉の如き物理的な機能は無い。

　胸に刺さったナイフは胸の筋肉を締しめ付け、あるいは緩ゆるめる事で排出する事は出来るかもしれない。そもそも心臓は筋肉の塊かたまりだ。不ふ随ずい意い筋きんではあるが人体の新しん陳ちん代たい謝しやすら干かん渉しようできる寄生型ディスパレイトの能力ならば意識的に動かせても不思議ではない。

　だが側頭部のわずかな──表皮層の下に在る薄うすい筋肉だけでは、頭部に食い込んだ鉄片を排出する事は出来ないのではないか。もしそれが可能だったとしても、ナイフと異なりいびつで歪ゆがんだ鉄片は──場合によっては釣つり針ばりの様に中で引っかかって出てこない可能性が在る。

　いや。それ以前に……

（脳組織は基本的に増ぞう殖しよくしない……！）

　そんな事を確かトルクは聞いた事が在る。軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド達は、効果的な人体破は壊かいの方法を学ぶ為に解かい剖ぼう学がくも訓練過程の中に組み込まれているのだ。

　そう。

　脳は一度完成すれば増ふえない。

　ならば…………いくら新陳代謝を調節しても治ち癒ゆは望めない……！

「……じゃあ……」

〈女王〉はどうなる!?

「ちっ──こんな時に！」

　ギルクリストが周まわりを見回して叫ぶ。

　既に到着した部隊はほぼ展開を終えている。陣じんを敷しき終えればすぐにでも銃弾の雨が降り注ぐ事になるだろう。時間はもう殆ほとんど無い。

「さ……ささ……再生……再生……！」

　壊れた機械の様にそう言いながら己の身を抱きしめる〈女王〉。

　だが──その肩の皮ひ膚ふがぼこぼこと盛もり上がり、次の瞬間にはまるで膨ふくらましすぎた風船の様に弾はじけた。

「──！」

　ぼんッ──とひどく間抜けな音をたてて血と肉片が撒まき散らされる。

　ひどい傷痕だ。皮ひ膚ふが裂さけて皮下脂し肪ぼうが露わになり、薄うす紅べに色いろの肉がこぼれ落ちて真っ白な骨が露ろ出しゆつしている。まるで炸さく裂れつ弾だんでも撃うち込まれたかの様だった。

　だが──それはすぐに時間を逆行するかの様に、トルクが見ているその目の前で自己再生を始める。肉が盛り上がる。白い筋が走る。やがて数秒後にはまるで何事も無かったかの様に白く新しい皮膚がそこに張られていた。

　しかし……

「再生……ほほほほしゅ……補ほ修しゆう……うう……ままま……守れ……私を……全ての存在よよよより……攻撃……き……きききききぃ」

　既に自分の能力をもまともに行使出来ないのだろう。

　強制的に加速された治癒能力が暴走を始めているのだ。

　そして──

「再生が……補修……ああああ……ぎ……ぎぎぎきききき……」

　テレスの身体のあちらこちらが崩ほう壊かいを始めた。

　腕が、太ふと股ももが、肩が、背が、手が──次々と連続して破は裂れつし、強風にあおられる木の葉のようにテレスの身体はきりきりと左右に舞いながら血肉を辺りにぶちまける。全身に真っ赤な花を咲かせたような姿で痙けい攣れんしている少女はまたたく間に無傷の姿に戻り、再び、全身のあちこちが破裂して血の霧きりを広げる。

　延々と繰り返される破壊と再生。

　頭蓋に食い込んだままの鉄片のせいで──再生を促うながす〈女王〉の力が体中の関係の無い場所に余よ計けいな干かん渉しようをしているのだろう。

　破裂して。

　修復して。

　破裂して。

　修復して。

　そして──




　──ぼおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!




　目の前で自らの創造と破壊を繰り返す〈女王〉の姿に硬こう直ちよくしていたトルクだが……彼は強制収容所全体を揺ゆるがすかの様なディスパレイト達の咆ほう哮こうに頰ほおを張はられて我に返った。

　無茶苦茶に空中のディスパレイト達が暴れ始める。

　それはもう先程までの〈女王〉に制御されていた状態とは異なる。

　故にてんでばらばらに超常現象が発生しては辺りを破壊していくのだ。

（駄だ目めだ……！）

　トルクは思う。

　無論──それらは兵士達の動きをわずかながら鈍にぶらせる効果は在った。

　だがそれだけだ。所しよ詮せん、制御されていない破壊力は効率が悪く脅きよ威うい度どは低い。兵士達は荒あれ狂くるう超常現象の群れに多少は注意深く行動してるが、それでも彼等の活動を完全に止めるまでには至っていない。

　いや。むしろ好き勝手に暴れるディスパレイト達は、互いの超常現象に巻き込まれて自じ滅めつする場面も多々見受けられた。恐らく〈女王〉が身を守ろうとするあまりに周囲全てへの攻撃を──細かく対象を決めるまでもなく──ディスパレイト達に命じたのだろう。それがどんな被害をもたらすのか、既に思考能力を失いつつある〈女王〉には分からないのだ。

（せめて──）

　トルクは手を伸ばしてテレスの頭部に食い込んだ鉄片に触ふれた。

〈女王〉に脳組織を修復する力は無いかもしれないが──何にしてもこれを突き刺さったままにしておいては益々状況が悪化するだけだ。せめてこの異物だけでもテレスの頭から排はい除じよしようとトルクは思ったのだ。

　しかし。

「……やややめ……ろ……ろろ……」

　鉄片を摑んだトルクの手首をテレスの手が摑む。

　ぎょっとして〈女王〉の顔を見るトルク。テレスの両眼は血走り──ぐるぐると周りながら焦しよう点てんの合わない視線を無意味に辺りへと撒まき散らしている。どう考えてもそこには正気など微み塵じんも残っていなかった。

「あなななたたたた──とるとるとるく……も……わわたたしをが……がいする……がいする……のか……かかかかか……」

「な──違……！」

　否定の言葉を紡つむぎ切る前にトルクは吹っ飛んでいた。

　テレスの右手──裏うら拳けんが彼の横っ面を殴なぐりつけたのだ。

　地面に背中から叩たたき付けられるトルク。彼は激げき痛つうに仰のけ反ぞって呻うめきを漏もらした。

「おい……！」

　駆かけ寄ったギルクリストに助け起こされながら──トルクは〈女王〉に向かって叫んだ。

「違う！　僕は一度も君を傷つけようなんて思ったことはない──ただ僕は君を助けたいんだよ！」

「あななたにに、そのつもりがなくともも……これを……ををを抜けばば肉が……裂けてきき傷がひろ……ひろが……ひろがる……るるる。わ私のきき傷に触れる……なな」

　やはり〈女王〉は正常な判断力を失っている。

　それが脳の損傷によるものならば──空気にさらされた脳組織は更に損そん壊かいを続けて知能と能力の減げん衰すいは進んでいくだろう。そうなったら多分もうおしまいだ。

「じゃあ自分で破片を抜きゃいいだろうが！」

　ギルクリストが怒ど鳴なる。

　もっともな話だが──

「わ……わわわたし……わたしが……がが……」

　全身から血を流しながら彼女はかくんと首を傾かしげた。

「………私が……抜いてもももきき傷になるなるなる……るる……う……？」

「破は綻たんしてるぜ」

　ギルクリストが呟つぶやく様に言った。

「あいつはもうこれ以上傷を増やさない事しか考えられねぇんだ……！」




　──轟ごうッ!!




　忌いま々いましげなギルクリストの台詞せりふを轟音が吹き飛ばす。

「──！」

　吹き付ける爆ばく風ふうに眼を細めながら振り返るトルクとギルクリスト。

　テレスを中心に暴れ回っているディスパレイト達の更に外側──包ほう囲い陣じんの展開を終しゆう了りようした兵士達は、太いパイプに銃把グリツプを付けたかの様な武器を構えて立っていた。

　40ミリ口径グレネード・ピストル。

　つまりは小型の迫はく撃げき砲ほうだ。

　兵士達の更に背後では血染めの手袋に包まれた手をダラスが挙あげて──下ろす。

「女王は弱まっている──今が好機だッ！」

　すぽんすぽんと何処か間の抜けた音を立てて榴りゆう弾だんが発射され、着弾。爆ばく裂れつして新たな爆風をトルク達に吹き付けてくる。空中を舞うディスパレイトのせいで、榴弾が真まっ直すぐトルク達の所にまで届く事は無い様だが、その一方で次々と発生する爆風と衝撃は、確実に〈女王〉を守るディスパレイト達の数を減らしていった。

　しかし。

「第二射──用意ッ！」

　ダラスの叫びに兵士達が応じる。

　そこに──

「ぎゃっ!?」

「うおッ!!」

　兵士達の悲鳴と同時に銃声が響く。

　彼等の──真横から。

「──なにっ!?」

　愕がく然ぜんと振り返るダラス。

　彼の動きを追う様にしてトルク達も視線をそちらに向ける。

　そこに居たのは──恐らく警備兵の死体から奪うばったのだろう──短機関銃サブマシンガンを構えた数十名の若い男女だった。全員がテレスの着ている白い病人着と同じものを身に纏まとっている。ただしテレスのそれは今はもう殆ほとんど真まっ赤かに染そまっていたが。

「バレンバ高原遊牧民バレンヴイアン──」

　誰かが呟つぶやく様に言う。

　それをまるで否定するかの様に銃声が再び鳴り響いた。

　まるで予想していなかった方向からの攻撃に、また数名の兵士達が防ぼう御ぎよも間に合わずもんどり打って倒れる。

　対して──攻撃した病人着の者達はゆらゆらと、何処か夢む遊ゆう病びよう者しやのように覚おぼ束つかない足取りで歩きながら、更に銃撃を加えていく。きちんと構えたり狙って撃っている者は一人もおらず、銃弾は身を伏せた兵士達や、軍用車両の周りで土つち煙けむりを上げたり火花を咲さかせたりしているが……それだけに銃弾は満まん遍べんなく散って、兵士達の動きを押し止めていた。

　だが病人着の男女にそれを誇ほこる様子は無い。

　彼等の顔には虚うつろな無表情が張り付いているだけだ。

　まるで──〈女王レジヤイナ〉の如くに。

「〈騎士キヤバレロ〉──実験体かッ!!」

　叫ぶダラス。

　そう。それは彼等が開発していた〈騎士〉──寄生型ディスパレイトを体内に入れられた収容者達の姿だった。

　そこへ更に、兵士達の包囲を蹴け散ちらして一台の軍用車両が滑すべり込んでくる。

　散発的な反撃の銃弾を装そう甲こう板ばんで受け止めつつ、それは〈騎士〉達とトルク達の間に停車──トルク達の側の扉とびらを開いて中からマルコシアの姿を吐はき出した。

「おい──ガキ兵隊共！」

　片手に短機関銃を持ったマルコシアが怒ど鳴なる。

　他にも数名──自動小銃や短機関銃を手にしたバレンバ高原遊牧民の若者が車から降りて兵士達に銃撃を加える。既に状況が幾いくつも重なって混乱している兵士達は、ろくに反撃する余裕も無く──車両の陰に隠れて、やはり散発的な応射を繰り返していた。

「これは──どういう事なんだ!?」

　そう言って、彼は血まみれのテレスを見──ぎょっとした表情を浮かべる。

「なんだこの体たらくは!?　いやそれより──テレスやこいつらは、一体どうしちまったんだよ!?」

　どうやらマルコシアはこの〈騎士キヤバレロ〉達を追ってきたらしい。

　恐らく皆でかたまって逃げる途中──急に他の収容者達からいきなり〈騎士〉達だけが離れて動き出してしまったのだろう。

「……〈女王レジヤイナ〉が喚よんだのか……」

　呟いたのはギルクリストである。

「〈騎士〉型にもここまで宿主ホストを操る力があったのか……!?」

　兵士達が反撃で放った銃弾が何発か〈騎士〉達に命中するも──彼等はまるで気にした様子も無く、落ち着いた動きで銃口を相手に向けて撃つ。

　彼等の双そう眸ぼうはまるで感情や意志が感じられない。

　まるでディスパレイトの眼の様に。

　恐らくテレスの時と同様に……寄生中の〈騎士〉達が宿主の意識や知識まで乗っ取っているのだろう。銃を使っているのはその為だ。あるいは今まで眠っていたその能力が、〈女王〉の呼び掛けによって活性化したのか……

「どうなってんだ！　テレスは──これはテレスがやった事なのか!?」

「……！」

　テレスの名でトルクは我に返る。

　とにもかくにもテレスの頭部に食い込んでいる破片を抜かなければ。

　立ち上がって走り出すトルク。当の〈女王〉はろくにその場から身動き出来ないでいた。今もなお彼女の身体のあちこちで肉体の崩ほう壊かいと再生は続いている。

　だがそれとて栄えい養よう補ほ給きゆうも無しでは限界は在るだろう。

　がくがくと身み震ぶるいしながら〈女王〉はその場に座り込んでしまっていた。

「テレスッ！」

　叫んでトルクが〈女王〉に近づく。

　だが──




　──ず……だんッ!!




　いきなり爆発音の様な音を立てて〈騎士〉五名が跳ちよう躍やく。弾たまの切れた銃を投げ捨てて五名の〈騎士〉達は、獲え物ものに襲おそいかかる猛もう禽きんの如く、両手を広げてトルクの頭上に舞った。

「──！」

　自分の上にのしかかる影に気付いてトルクは咄とつ嗟さに横へと跳ぶ。

　どん！　と重い音を立て、一瞬前までトルクが居た場所に爆発の様な土つち煙けむりが膨ふくれ上がる。土煙を押しのける様にして立ち上がる五人の〈騎士〉。彼等の着地した地面はまるで砲ほう撃げきを受けたかの様に、擂り鉢クレーター状じようのくぼみを見せていた。

（まともに組んだら僕の負けだ──）

　トルクは咄とつ嗟さにそう悟さとる。

　肉体の限界──潜せん在ざい的てきな膂りよ力りよくを残さず引き出す〈騎士〉達の力は、普通の人間が対抗できる様なものではない。通常は己おのれの身体を庇って出せないその力を、〈騎士〉達は当然の様に行使してくる。多少の無茶をしても修復が効きくからだろう。

　騎士達は素早く動いてテレスを囲む。

　どうあってもトルクを〈女王〉に近づけさせない積もりであるらしい。

〈騎士〉達の囲みの向こうでは……テレスが自分の頭を抱かかえて仰のけ反ぞっていた。

「わわわ私ををがが害すすするもののはきき消えろキエろ消えろ消えろ消えろ消えロきえろきえろきえろきえろきえろきえろ滅びろぉおおおあぁああああッッッ!!」

「駄だ目めだ──テレスッッ!!」

　悲鳴のような声を上げたトルクは前に踏み出しかけた──その途と端たん、〈騎士〉達がトルクに飛びかかってくる。

　三人までは何とかさばいた。

〈騎士〉は膂力こそ尋じん常じようではないが、動きそのものは素人しろうとだ。摑みかかってくる手を受け流してその死角に入り込む事は出来る。ただし──それが同時に四人となるといくら格闘訓練を受けた兵士でもさばき切れるものではない。

　細い手がトルクの胸むな倉ぐらを摑む。

　その〈騎士〉はトルクよりも小こ柄がらな若い娘むすめだった。殊更に筋肉質な訳でもない。

　だが──その娘にトルクは軽々とつり上げられた。

「ぐッ……ぅッ……！」

〈騎士〉は無表情に腕を振り回す。

　トルクは高々と掲かかげられた後──急速に迫せまってくる地面を見た。どうやら地面に叩き付ける積もりらしい。〈騎士〉の腕わん力りよくなら、それだけでトルクは骨折や内臓破は裂れつで再起不能になるだろう。

　雄お叫たけびを上げて──

「ッッだぁああああ!!」

　横合いから〈騎士〉を蹴けり飛ばしたのはギルだった。

　よろめいた〈騎士〉はトルクを放す。急に解放されたトルクは瓦が礫れきの上にしたたか尻しり餅もちをついて呻うめいた。一方ですぐさま後ろに下がろうとしたギルは──避さけようとする暇ひまも与えられず、〈騎士〉が空気を抉えぐり抜ぬく様な速度で伸ばした手に、腕を摑まれた。

「ぐっ──」

「ギル！」

「──アホかお前はっ!!」

　腕を摑む〈騎士〉の握あく力りよくに顔をしかめながらギルが怒ど声せいを上げる。

「多勢に無勢って言葉知らねぇのか、敵かなうわけねぇだろッ、それに参さん戦せんしてる俺も死ぬほどアホだッ──くそ腹立つぜ、さっさとテレスを助けてみせろッ!!」

　喚わめくギルクリストを他の〈騎士〉達の手が更に摑む。

　のしかかる〈騎士〉達がギルクリストを地面に押し倒した。

「ぐっ──」

「ギル！」

「いいから……さっさとやることやりやがれッ!!」

　ギルの声に背中を押され、立ち上がったトルクはテレスに向かって走る。

　だがあと一メートルもない距離で──左右から駆かけ寄ってきた〈騎士〉がトルクに飛びかかる。四本の腕に身体のあちこちを摑まれてトルクはギルクリスト同様に地面に引き倒された。

「ッッぁ──が！」

　胸を打ち肺から空気を絞しぼり出されて呻うめく。

　二人の〈騎士〉はトルクの上にのしかかって彼の動きを封ふうじてきた。トルクは無論、暴れるが──〈騎士〉達の力はやはり異常に強く、その手を振ふり払はらう事が出来ない。

「くそっ──」

　目の前にテレスが居るというのにトルクはもうこのまま一センチも進めない。

　地面に押さえつけられたままトルクは背後を振り返った。

　絶望的な──その情景を。

　同じく地面に押さえ込まれたギルクリスト。

　軍の兵士達の攻撃を受けて次々と撃うち落とされていくディスパレイト。

　ディスパレイトと〈騎士〉と軍の間で立ち往生して──ろくに身動きもとれない状態のマルコシア達。

　銃じゆう弾だん。電光。手しゆ榴りゆう弾だん。火か炎えん。衝しよう撃げき波は。重力波。

　諸もろ々もろの強大な破は壊かい力りよくが無む作さく為いに炸さく裂れつする。

　辺あたりに満ちる悲鳴と轟ごう音おんがトルクの鼓こ膜まくを震ふるわせた。

（くそ……）

　駄だ目めだ。

　状じよう況きようを打開する方法も道具も味方もまるで見あたらない。

（……僕は……何も出来ないのか……）

　これまで多くの戦場を経験した。数え切れない程の人間達を死に追いやってきた。優秀だと評された事もある。

　ああ。それのなんと生やさしい事か！

　誰だれかを殺すのは簡単だ。何か潰つぶすのも壊こわすのも簡単だ。

　本当にそれは簡単な事だった。

　ナイフで。銃で。素手で。ディスパレイトで。

　しかし。

　それらに比べて……救う事、生かす事が、どれだけ難むずかしいか！

（僕は人殺しの方法をあんなに知っているのに………それを誰かを助ける力にする事は出来ない……？）

　既すべに銃弾は無い。ナイフも無い。

　ディスパレイトさえも──

（ディスパレイト……？）

「──ッ！」

　不意にトルクは気がついた。

（ダラス准じゆん佐さと支配権を取り合って──〈女王〉は圧倒的な強さを見せた。〈女王〉の他の個体に対する影響力はやはり僕達の比ではない。それはもう絶望的な位に差が開いてしまっている）

　しかし──もし。

（だがそれは単純に『他者に及ぼす支配力の強さ』だ。それが──『自分に対して行使される支配力への抵抗力』と同じとは限らないんじゃないか……？）

〈女王〉という言葉で喚よばれてはいるが、それは間違いなくディスパレイトの一種。

　そして〈トルク〉は〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉だ。

　ならば……

（そうだ。〈異形たちの女王デイスパレイツ・レデイーナ〉もまたディスパレイトの一種だ──なら、僕の力で抑え込む事は出来ないか……!?）

　勿もち論ろん出来るという保証は無い。いや。むしろ可能性としては低い。

　だが零ゼロではない。何より今のトルクに出来る事は他に無い。

〈騎士〉達に押さえ込まれたまま──トルクは己おのれの頭の中に埋うめ込まれた〈制せい御ぎよ骨こつ針しん〉に意識を集中させた。







　　　第三章　決別







　ハインズマン機関の非公開研究報告書によれば──ディスパレイトという存在に『こちら側』の常識を当てはめるのは極きわめて危険だとされている。研究初期において頻ひん発ぱつした事じ故こによって、優秀な研究者や施し設せつが失われたのは……知識と経験を積み上げてきた研究者故ゆえの思い込みによるものであるという。

　ディスパレイトは物理法則すら異なる異世界の生物だ。

　いや──そもそもディスパレイトは本当に生物なのか。

　彼等が生物としての特とく徴ちようを幾いくつも備そなえているのは間違いない。だがこちら側の世界にも、違う種でありながらそっくりの外見と生態を備える擬ぎ態たい種しゆは存在する。木この葉はに擬態する虫。草食動物に擬態する肉食動物。異種の雛ひな鳥どりに擬態して庇ひ護ごを得る鳥。

　では……

　ディスパレイトも生物に擬態した『世界』そのものである可能性はないだろうか？

　いや。そこまで極きよく端たんな飛ひ躍やくは無いとしても……生物としての在あり方が『こちら側』の常識と掛かけ離はなれているという可能性は在る。

　例たとえばディスパレイト達の間に在るとされる意識の『網あみ』。

　これが同種の生物の間に在るというのならば未まだ分かる。

　ある種の群体生物の様に……個体群が集まって事実上一つの生命体を構成する様な事例は『こちら側』でも珍めずらしくは無い。だがそれは同じ生物種の集団、あるいは極めて限られた数種の生物集団にのみ成立するものであって──ディスパレイトの様に多種多様な種類に共通して存在する様なものではない。

　あるいは。

　ディスパレイトとは巨きよ大だいな何か一つのものの──端たん末まつでしかないのではないか。

　一部ではない。文字通りの端末。

　実はディスパレイト達が共有するその『網』こそがディスパレイトという存在の本質であって……生き物に見えている個別のそれらは、例えば人間で言えば爪つめの先とか毛の一本とかそういうものではないのか？

　研究者達はそんな仮説を立てている。

　何にせよ……

　比ひ較かく的てき研究初期の段階からディスパレイト達の背後に巨大な意識の『網』が在るらしいという事は分かっていた。そしてディスパレイトの神経組織を介かいすれば人間の脳のう内ない磁じ場ばがこの『網』にある程度干かん渉しよう出来るという事も。

　故にハインズマン機関は最も効率よくディスパレイトの『網』に干渉する方法を探った。

　その一つの結論が〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の兵士達の側頭葉に打ち込まれた〈制御骨針〉だ。

　ディスパレイトの脊せき髄ずいから作られたそれは、人間の額ひたいから視し床しよう下か部ぶに向けて脳組織の間を縫ぬう様にして差し込まれる。この処しよ置ちを施ほどこされた者は〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉としての基本能力を備そなえる事になる。意識すればディスパレイト達の背後に広がる膨ぼう大だいな『網』に触さわれる事が出来るようになるのだ。

　これは意識集中の時間が長ければ長い程に──時間に比例する形で深く強く行える。

　だが……

　あまりに長時間の干渉は避さけるべしとハインズマン機関の報告書は結論づけている。

　元より人間の意識は他者の──それも明らかに異質な生物の意識に触れる様には出来ていない。他者の意識の構成情報に被ひ曝ばくして自我境界が曖あい昧まいになれば、人格が破は壊かいされる可能性も在るからだ。

　故に〈異生物使い〉の干渉し、制御出来るディスパレイトの数や時間は限られている。

　しかし──逆に言えば、自じ我が融ゆう合ごうの危険を覚かく悟ごするのであれば〈異生物使い〉はより多くの異生物の意識に、より深く入り込む事が出来る。

　例えば……




　　　　●




　耳を聾ろうする轟ごう音おんも。鼻を突つく異い臭しゆうも。腕に走る苦痛も。

　そして勿もち論ろん──瞳ひとみに映る諸もろ々もろの惨さん状じようも。

　全すべてトルクは一いつ旦たん自分の意識から閉しめ出した。

　五感からの入力を止めて自分の脳に許された処理能力の殆ほとんどを〈女王レジヤイナ〉への接せつ触しよくに使うのだ。より深く。より強く。意識を『網』の中へ没ぼつ入にゆうさせていく。

　それは本来禁じ手とされている行為だ。

　下手へたに深入りすると──『戻ってこれなくなる』と教えられた。

　実際にその境界の見極めに失敗して廃はい人じん化かした〈亡霊大隊〉兵士も居る。

　だが……今はそんな事を気にしている場合ではない。

　トルクにはもう他に手が残されていなかった。

　聴覚。視覚。嗅きゆう覚かく。触覚。

　感覚が一つ一つ閉とじられてトルクと世界を結ぶものが途と切ぎれていく。

　そして──

（…………）

　そこは──上下も左右も無い領りよう域いき。

　黄昏たそがれの様な薄うす闇やみを背景として、淡あわく輝く糸が蜘蛛くもの巣すの様に張り巡めぐらされている。

（これが『網』か……）

　トルクも明確なイメージとしては初めて認識する。

『網』に触れるのはいつもの事だ。だがいつもは戻ってこられる様にと五感の幾いくつかを碇いかりの様に現実世界と繫つないだままなので、ここまで明確な像を脳裏に結ぶ事が無かったのだ。

　意識の焦しよう点てんをあちこちに合わせてみる。

　糸は互たがいに絡からみ合い、複ふく雑ざつな模も様ようを無限に描えがいている。

　どれもこれもが張り詰つめるでもなく……ゆらりゆらりと揺ゆれたり緩ゆるんだり伸のびたり縮んだりしながら存在している。そこは何処どこまでも薄暗く、糸以外には虚きよ無むが横たわっているだけなのに……何故なぜか全すべてが何かに満たされているかの如ごとき濃のう密みつな感覚が在る。

　それは不思議な領域だった。

（あるいは……ディスパレイト達の生まれた世界ってこんななのかも）

　トルクはふとそんな事を思ったりもする。

　彼は意識を集中してその焦点を糸に合わせる。

〈女王〉はすぐに見つかった。

　糸が幾いく重えにも幾重にも絡まって繭まゆの様になっている部分。

　まるでそこだけが朧おぼろ月づきの様に鈍にぶい光の塊かたまりとなっている。

（…………凄すごい）

　集中する糸。

　その数を──信じ難がたい程のその数を認識し、トルクは改めて感かん嘆たんを覚えた。

〈女王〉。その力は確かにその名に相応ふさわしく偉い大だいだ。

　人間ならこれだけの量のディスパレイトを制せい御ぎよする事は不可能だ。脳が負ふ荷かに耐たえ切れずに人じん格かく破は綻たんを起こすか脳内出血を起こすか……何にしても無事には済すまない。

　トルクはゆっくりとその光の塊に意識の焦点を合わせていく。

（……これは……）

　それは時折──痙けい攣れんするかの様に明めい滅めつしていた。

　更に意識の焦点を合わせていく。

　仮か想そう的てきな視界一いつ杯ぱいに、その光の塊が描き出される。

　それは半ば透とう明めいで──内に在るものが何となくだが透すけて見える。

　ディスパレイト達の糸の集積点。

　その真ん中に在るもの。

　それは──

（…………この中に〈女王〉の……）

　文字通りに糸口が在るという事だろう。

　更にトルクは意識を集中してその光の塊の中へと潜もぐっていこうとする。

　だが──

（──！）

　弾はじかれた。

　まるで電線にでも触れたかの様に、軽い衝しよう撃げきと共に意識の焦点がぼやける。

　危うくこの『網』の領域そのものから引き剝はがされる所だった。何度も何度もこの深さにまで潜っていては、トルクの意識も無事では済むまいし──頭の制御骨針がおかしくなってしまう。

　だが……これで分かった。半なかば直感だが間違いない。

　あの中だ。

　あの中に在る何かが〈女王〉を御ぎよする為のものだ。そもそも自らが操あやつられるのを嫌きらって〈女王〉は自らの中ちゆう枢すうを他の糸で覆おおって『繭』を造り上げているのだろう。テレスの脳を乗っ取って知能化したが故の──過か剰じような程の自己防衛本能。

　それが形を得たものがあの光の塊だ。

（テレス──いや、〈異形たちの女王デイスパレイツ・レデイーナ〉！）

　意識を解放して呼び掛ける。

　だが反応は無い。『声』が届いていないのか。それとも無視しているのか。

　何にしてもトルクには無理矢理あの中に意識を挿そう入にゆうする事は出来ない。

（……どうする？）

　あの『繭』をどうやって突とつ破ぱする？

　突破して内部に干かん渉しようする為にはどうすればいい？

　普ふ通つうの方法では無理だ。

　ただ中に入ろうとすれば弾かれる。

　ならば──

（…………躊躇ためらってちゃ手て遅おくれになる……）

　他に方法は無い。

　ならば──

（……くっ…………）

　そっと──『繭』に触れる。

　トルクの意識をまるで高圧電流に触れたかの様に鋭するどい痛みが苛さいなむ。それは肉に起因する痛みでないだけに、むしろ純じゆん粋すいで──それだけに誤ご魔ま化かしがきかない。爪つめと指の間に針を刺さされる様な感覚が、触れた部分から意識全体に広がっていく。

　声なき声でトルクは絶ぜつ叫きようする。

　だが──止めない。

　ここで止めてはいけない。

　他に方法が無い！

（……くあ……！）

　痛みを引き入れ──受け入れる。

　痛みを自分の身体からだになじませる。

　これは拒きよ絶ぜつ反応だ。

〈女王〉の自己防衛本能の影──全方位の敵てき意いだ。

　これを弾いてはいけない。これを潰つぶしてもいけない。

　それでは〈女王〉はより頑かたくなに『繭』の中に閉とじこもる。

（……受け入れる……）

　掌てのひらをイメージする。

『繭』の上にそれを置く。置いて痛みを──〈女王〉の恐きよう怖ふを己おのれの中に招まねき入れる。全すべてを弾こうとする『繭』に己を同化させてゆく。

　突つき破るのではない。

　浸しん透とうするのだ──溶とけ合わせて。

（……君の痛みを見せてくれ…………）

　トルクは『掌』を通して念じる。

　ゆっくりと辛しん抱ばう強く。

（……分かっている。君を押さえつけたりしない……君が痛がっている事も、君が怖こわがっている事も、僕には分かる……分かるから……落ち着いて……）

　光の糸が編み上げる壁かべに自らを溶け込ませ、沈しずみ込ませながら、トルクは語りかける。

（『貴方の痛みが、日にち没ぼつに還かえりますように』──）

　ずぶりと『掌』が『繭』の中に沈んでいく。

〈女王〉の警けい戒かいが緩ゆるんだのか。

　それとも──自我境界を緩めすぎてトルク自身が〈女王〉に吸収されつつあるのか。

　よく分からない。

　だが──

（……まだ大だい丈じよう夫ぶだ……僕は……僕だ……）

　頭ず蓋がいに直接異物をねじ込まれる様な痛みを覚えつつも、トルクは自分に言い聞かせる。

　そして──

（君を見せて……君を見せて……僕は……君の敵じゃない……）

　幼おさな子ごに言い聞かせる様に。

　他者の意識との接せつ触しよくと摩ま擦さつが引き起こす苦痛の間から──何度も何度も呼び掛ける。

　そうしてトルクの意識の焦点は光の塊の内側へと入り込んだ。

（……やった……！）

　意識を満たす歓かん喜き。

　だがそれは次の瞬しゆん間かんに──濃のう密みつな絶望に塗ぬり潰つぶされていた。

（これは……!?）

　あるいは元々〈女王〉に明確な自我は無かったのだろう。

　それは本能の様なものしか持っておらず──思考力の大半はテレスの脳に頼たよっていた。

　テレスの人格や知識や経験を基にして……テレスを鋳い型がたにして〈女王〉は自らを構築したのだ。いや。テレスを分解した上でディスパレイトの意識を核かくに再構築されたのが〈女王〉だ。

　だからこれは当然のこと。

　そこに居るのがテレスの姿をしているのは……

（これが……〈女王〉……）

　しかし。

　そこに居る〈女王〉は無む惨ざんな姿をしていた。

　全身に無数の糸が絡み付いている。それらは手にも、脚あしにも、首にも、胸にも、腹にも、幾いく重えにも幾重にも巻き付いて彼女を拘こう束そくしている。糸はそれぞれがてんでばらばらに動いていて──それぞれが別方向に彼女の身体を引っ張っている。

〈女王〉は──その意識は、細い糸で全身をばらばらに引き裂さかれる様な苦痛を味わっている事だろう。

（どうすればいい!?）

　糸を切れば良いのか？

　しかしそれでは他のディスパレイト達が一いつ斉せいに暴走するのではないか？

　いや──それ以前にもしこの糸が織りなす『網』そのものがディスパレイトという生物群の本質だとするのならば、迂う闊かつにこれを切断するのは、血管や神経を切ってしまう事に等しい。

　駄だ目めだ。強ごう引いんな方法はとれない。

　絡まった糸を綺き麗れいにほどいていくしかない。

　だがこの数を──どうやって？

　トルクが懊おう悩のうしている間にも糸はテレスの姿をした〈女王〉を四方八方に引っ張って、彼女に食い込み、切り裂さき、苦痛を与あたえ続けている。普段なら彼女はこの糸を全てさばき切る事が出来るのだろう。だが突とつ如じよとして与えられた脳の傷きずで彼女は調子を崩くずし、糸が不用意に絡からまってしまったのだ。

（ゆっくりと……）

　もつれた糸をほどく。

　焦あせっては駄目だ。

　無理矢理でも駄目だ。

　では──どうすれば？

『こんな事になっていなければ………』

　ふと。

　かつて聞いたテレスの言葉が脳裏を過よぎる。

『もうすぐ訪おとずれるアルゲリアの花が落ちる月にあの人達は収しゆう穫かく祭さいで乳酒を飲んで歌っていた筈はずだった。クリードおじさんのクレシエット演えん奏そうが焚たき火の側で鳴り響いて、マルコが荒こう野やの女神の獣じゆう使し──リュマの被り物を被って踊おどっている筈だったのよ。私はペスおばさんが縫ぬったヴェールを被って、豊ほう穣じように感謝を捧ささげる歌を歌う事が決まっていて……』

　もし〈女王〉の殆ほとんどがテレスを再構築して出来上がっているのならば。

　テレスの記き憶おくは〈女王〉の中に在る。

　ならば──




（我われらは大地をくしけずり）

（足を踏ふみならして踊りを踊る）




　トルクは意識の声で歌う。

　何度も聞いたあの歌だ。もう歌か詞しも旋せん律りつも完全に覚えていた。




　我らの踊りは　天にましますヒュストリンクの　あの猛たけ々だけしい背の棘とげを震ふるわせて

　輝く夜の白しろ玉たまを　恵めぐみに変えて落とすでしょう




　我らの宴うたげに女神を呼ぼう

　彼女は地の神　荒あれ野の母

　真まっ赤かなヴェールを頭にかぶり　リュマを従えいずるだろう

　…………




　不意に。

　トルクの頭を苛さいなんでいた頭痛がふっと消え失せた。

「──！」

　同時に自分の意識が現実の肉体の中に還かえってきているのに彼は気付いた。

　自分の身体を押さえる手が──無い。

〈騎士〉はトルクにのしかかるのを止めてその場に棒ぼう立だちになっていた。

　身体を起こして辺りを見回すと、同じように拘こう束そくから解放されたギルが尻しり餅もちをついた格好で呆ぼう然ぜんとしているのが見えた。

　テレスは──。




　彼女の眠りは実りの眠り　恵みを受けてふくらむ夢

　彼女の眠りが地で実を結び　まるまる太って満ちるころ

　荒れた我が手が掘り起こす

　なんと甘かん美びな夢なのか　なんと豊かな夢なのか

　女神の目覚めに歌を捧げ　母の夢に乾かん杯ぱいしよう




　歌を歌っていた。

　女王の支配で繫つながっている実験体達は、瓦が礫れきの上に立っている彼女を見上げて、声を揃そろえて歌い出す。彼らだけではない。周囲でぐるぐると回っていたディスパレイト達も動きを止めて声を揃えて鳴いている。

　幾いく重えにも重なった様々な異い形ぎよう達の鳴き声は、まるで楽器の奏かなでる音楽のようだった。

「…………これは」

　マルコシア達が銃じゆうを撃うつのも忘れ呆ぼう然ぜんとその様子を見つめている。

　軍の兵士達ですら──唐とう突とつに起こったこの大合唱に、驚き動きを止めていた。
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「テレス……！」

　自らの血で真っ赤に染まりながら──血けつ涙るいを流しながらテレスは歌い続けた。

　そっとその傍かたわらに立ちトルクは彼女の頰ほおに掌てを添そえる。

　テレスは反応しない。ただ無心に歌っている。

　彼女の頭部に食い込んだ鉄片をトルクはそっと触さわった。

「傷つけてごめんよ。でも──」

　鉄片は断面が鋭するどく……握にぎり締しめるトルクの手にも傷が出来る。

　だが構わずトルクは指に力を込めた。

　つう──と彼の指から血が滴したたる。

「それでも僕は、君達を助けたいと本当に思っているんだ」

　トルクはそのまま鉄片を一気に引き抜いた。

　テレスは……身じろぎすらもせずただ歌い続けている。

　そして。

「……！」

　ゆるゆると彼女の頭に開いた傷が塞ふさがっていく。

　異物を取り除のぞいた事で自己再生能力が働き始めたのだろう。

　やがて──

「………トルク」

　傷が全て消え失せた時、テレスが弱々しい声で呟つぶやいた。

「テレス？　テレスなのか？」

　期待と不安が混じり合った気持ちで慌あわてて問うトルク。

　そして……

「──撃てッ!!」

　情け容よう赦しやない号令が割って入った。

「──!?」

　愕がく然ぜんと振り返るトルク。

　同時に兵士達が構えた自動小銃や機関銃マシンガンが揃そろって火を噴ふいた。

　空中のディスパレイト達が次々と銃弾に叩たたき落とされ、地面で血を撒まきながら跳はね回る。

「素晴らしいッ！」

　ぱん。ぱん。ぱん。ぱん。

　この状況では吞のん気きとさえ言える程の緩ゆるやかな調子の拍はく手しゆ。

　その主は改めて確かめるまでもない──ダラスだった。

　空から薬やつ莢きようをばらばらと散らしながら火を噴いている機関銃の後方で、ダラスが口の端はしを吊つり上げて笑っている。

「〈異形たちの女王デイスパレイツ・レデイーナ〉を御ぎよする事に成功するとは！　さすが我が弟──よくやった！」

「ダラス准佐………！」

「お前が女王の気をひきつけておいてくれたおかげで、状況を打開出来た。まるで灯あかりに集まるガの様に集まってきた逃とう亡ぼう者しや達、攻撃を止めたディスパレイト。襲ってくれと言わんばかりだ。お前達がぼやぼやしている間に、包囲は完了した！　いやはや──まことに重ちよう畳じよう！」

　既に周囲は兵士達によってぐるりと取り囲まれていた。

　先のディスパレイト達の──〈女王〉の攻撃とそれに続く暴走によって随ずい分ぶんと数は減っているが、それでも五十名を超える兵士達が武器を構えてダラスの号令を待っている。

　とてもトルクやギルクリスト、それにマルコシア達で対抗できる人数ではない。

「これで詰つみだ──トルク」

　愉たのしげにダラスは言った。

　彼の背後には銃口や砲ほう口こうが何十と並んでトルク達に狙いを定めている。

「十分に愉しんだろう？　そろそろヤンチャは終わりにして私の元へ還かえってくるがいい」




　　　　●




　真夜中の電話というのは不吉なものだ。

　基本的にそれは凶きよう事じや訃ふ報ほうを告つげてくる。祝い事なら日を改めれば良い事である。毒にも薬にもならぬ些さ細さいな事ならば尚なお更さらだ。急ぎの要件を伝えてくるという場合も在る訳だが、大抵の場合には、もう連れん絡らくが来た時点で手て遅おくれという場合が多い。

「……全く」

　老人はベッドの上で身を起こし短く溜ため息をつくと──執しつ事じから差し出された黒い受話器を手に取った。

「私だ。何か？」

『レガウス収容所で状況Ｄ─１が進行中です』

「…………」

　老人は顔をしかめて黙だまり込んだ。

　まさかの『状況Ｄ─１』──それは最悪の状態を意味する。

　研究施し設せつ崩ほう壊かいの可能性。

　研究成果散さん逸いつの可能性。

　秘ひ匿とく状じよう況きよう破は綻たんの可能性。

　そして──

『どうも収容者の暴動と、ディスパレイトの暴走が同時に発生している様です。因果関係は調査中ですが、未だ状況が終了していないらしく、得られる情報が断片的で』

「……ダラスはどうしている？」

『現場に立って事態終息に全力を尽つくしておられます』

「……Ｄ─１という事は、外部の人間に気け取どられたか？」

『約半時間前から共和国と公国の情報部員がそれぞれ活発に動いています。特に共和国の上級工作員、クレイ・ドンソンの現在位置を見失っております。タイミングから考えて今回の一件でしょう』

「…………ふむ」

　老人は考える。

　アルメダ連れん邦ぽうの軍事力増大を喜ばない周辺諸国は数多い。

　彼等は正攻法では──真正面からの戦争ではアルメダ連邦の軍事力を削けずれない、あるいは削れても効率的ではないと知っている。ただ大量の戦力と戦力をぶつけ合うだけの愚ぐ鈍どんな戦争はもう何十年も前に終わっているのだ。

　諸外国はむしろ経済や世論を使ってアルメダ連邦を自じ壊かいさせる事を望んでいる。

　彼等にとってレガウス収容所は格好のネタではあるだろう。言い逃のがれできない証しよう拠こを一般公開されてしまえば──国の内外から『良識派』を自じ称しようする愚おろか者共が、金切り声を上げて軍を批判し、一般大衆に反戦的な気運を盛もり上げる。

　行き着く先は予算及び権限の削さく減げんと、文民統制の強化──軍は羽根をもがれた鳥にも等しくなってしまう。

　既に起こってしまった事は仕方がない。

　後はどれだけ傷口を広げずに事態を終しゆう息そくさせられるか──だ。

「レガウス収容所近くで動かせる部隊は？　無論──機密レベルＢ以上で。出来れば特とく殊しゆ部隊が良い」

　特殊部隊は基本的に一般の部隊に比べて指揮系統が単純だ。

　多くの場合に、特殊部隊は国家元首や将軍といった人間の直属で──つまりはそれだけ一つの作戦において命令や機密に触れる人間が少ない。情報漏ろう洩えいの危険性は低いという事だ。

『東部方面軍第一師し団だんの第四特別任務遂すい行こう班はんならば二時間で現場に投入出来ます。人数は少ないですが──』

「構わん。研究資料の回収──不可能ならば完全破壊。特に〈騎士〉及び〈女王〉計画の資料を最優先だ。収容者には構うな。証拠が無ければ後はいくらでも誤ご魔ま化かせる。ただし障害になる様なら排はい除じよして良し」

『分かりました──閣かつ下か。それでは』

　電話が切れる。

　老人は短く溜ため息をついた。

「とはいえ……情報の流出を完全に止めるのは無理だろうな」

「左様で」

　執事が無表情に同意する。

「この際……『みやげ』を持たせてやるのが良いか」

　騒そう動どうそのものをもみ消すのは無理だろう。そして諸外国の諜ちよう報ほう部ぶにしても一般大衆にしても……この騒動から何も情報が得られないとなれば納なつ得とくしない。

　情報は隠いん蔽ぺいし過すぎると疑ぎ心しん暗あん鬼きを誘さそう。

　特に一般大衆は執しつ拗ように事態を追求しようとするだろう。その結果としてやはり軍に対する国民の不信感が増大する。これはあまり歓かん迎げいすべき事態ではない。

　ならばより機密レベルの低い──やや重要度の低い情報をわざと手みやげに持たせてやれば良い。一般大衆はそれで納得するだろう。諸外国の諜報部も一定の成果を得られたとすれば一度は退ひく可能性が強い。

　つまり──〈亡霊大隊〉絡がらみの情報を故意に流出させて、本命であるところの〈騎士〉計画や〈女王〉計画に、追求の手が伸びない様に処置するという事だ。

「……出かける。陸軍総司令部だ。準じゆん備びを」

「そうおっしゃると思いまして」

　執事は優ゆう雅がな仕草で一礼した。

「準備は出来ております」




　　　　●




　──まずは脅きよ威うい度どの高いディスパレイトから。

　ダラスはそう考えたのだろう。

　兵士達の銃じゆう口こうはトルク達の頭上の異生物達を向いている。

　生き残りの異生物達は既すでに数十体という規模になってはいたが──それでも上手うまく采さい配はいを振ふるえば十分に彼等は戦力になる。まずこれを完全に排除してトルク達を『武装解除』する積もりなのだろう。

　ディスパレイトを殺し尽くせば次はマルコシア達だ。

　だが──

「テレス──」

「…………」

　トルクの呼び掛けに〈女王〉はいちいち頷うなずいたりはしなかった。

　だが意図は伝わった様だ。彼女は雪の様に白い肌はだをした腕を掲かかげ──驚いた事にもうそこには傷一つ無い──そして緩ゆるやかに振り下ろす。

〈女王〉の暴走と共にあちらこちらに散らばり、統制の無い動きを示していた生き残りのディスパレイト達が、まるで夢ゆめから覚めたかの様に動きを変える。彼等は素早く移動してトルク達の真上に戻ってきた。

　そして──

「撃てッ!!」

　号令と共に何度目かの銃声が響ひびくのと──十数匹ひきのディスパレイトが一いつ斉せいに輪を描えがいて踊おどるのとは全くの同時だった。

　銃弾が雨の様に降り注ぎ──しかしディスパレイト達に到達しない。

　小さな凶きよう器きは空中で無意味に自らの軌き道どうをねじ曲げぐるぐると輪を描いて飛ぶ。

　ディスパレイト〈アンジェロ〉の歪わい曲きよく空くう間かん防ぼう御ぎよだ。その効果は何度も実証済みだ。

　だが──。

「〈アンジェロ〉の歪曲空間防御」

　ダラスは歌う様な口調で言った。

「それは銃弾を無限空間回かい廊ろう内に捕とらえる事によって運動エネルギーを奪うばい無害化する。だがそれはあくまで一定範はん囲い内の質量と運動速度を持った物体にのみ作用する」

　何もかもを空間回廊に捕らえてしまうとなるとむしろ都合が悪い。

　空気や光までもを捕らえてしまうとなると──むしろ守られている側が視界を失い、場合によっては窒ちつ息そくしてしまう。

　あくまで銃弾や投げられた刃は物ものなど……一定の速度と質量を持ち脅きよう威いとなり得る物体にのみそれは作用する。正確に言えばそう作用する様な超ちよう常じよう現げん象しようを起こす様──〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉側が調節しているという事だ。

「逆に言えば」

　ダラスは笑いながら言った。

「銃弾に比べて明らかに運動速度の遅おそい物体、明らかに質量が大きすぎる物体に対してはその歪曲空間防御は作用しない。例たとえば──」

　大型の防ぼう弾だん盾たてを掲かかげた兵士達がずいと前に出る。

「歩兵の突とつ撃げきを止める事は出来ない」

「──！」

　ダラスが手を振り下ろすと同時に盾を構えた突撃部隊が突っ込んでくる。

　彼等の武ぶ装そうは──銃じゆう剣けんを装着した小銃である。

「…………」

　同時にテレスががくりと膝ひざを折った。

　美しい顔は青ざめて汗だくとなり、花びらの様な唇は喘あえぐ様に震ふるえている。

（──まずい）

　先の暴走で消しよう耗もうしすぎたのだ。

　肉体の修復は終わっても……今の〈女王〉には先の様にディスパレイト全てを操るだけの余裕が無い。恐らく〈アンジェロ〉の防御を保つだけで精せい一いつ杯ぱいなのだろう。

「細かい事は──なんだかよく分からねえが……！」

　マルコシア達が辺りに散らばる瓦が礫れきの中から鉄パイプやら鉄てつ筋きんやらを引っ張り出して構える。ギルクリストも口の中に溜たまっていた血を吐はき出して、身を起こすが──こちらは既に消耗が激はげしいのか、足下がふらついている。

「殴なぐり合いなら負けねぇぞ！」

　叫びながらマルコシアが鉄パイプで銃剣の兵隊と斬きり結んだ。

　他の収容者達も──〈女王〉の制御から離れて自我を取り戻した〈騎士〉達も──慌あわてて瓦礫の中から何か武器の代用品を拾って構える。

〈アンジェロ〉の歪曲空間防御の側そばでは銃は無意味だ。

　だから──自然と闘いは乱戦となった。

　トルクも近くに放り出されていた短機関銃サブマシンガンを拾い、斬りかかってきた兵士の一撃を受け止める。銃としては使えなくても、その鋼こう鉄てつ製せいの銃身は棍こん棒ぼうとして十分に使えるのだ。

　トルクは短機関銃の本体から延びる弾だん倉そう部分に相手の銃剣を引っかけると、強ごう引いんにひねった。無理矢理に横方向からの力を加えられた銃剣が──着剣部から折れる。剣身そのものは頑がん丈じようでも、バネや金具といった部品の多い着剣部は、比較的脆もろい。

「──ッ!!」

　体勢を崩した相手に肉にく薄はくしながら短機関銃から右手を離し、指を折り畳たたんだ掌しよう底ていの一撃を顔面に叩き込む。綺き麗れいに入った打撃によって脳を揺さぶられ、その兵士は一瞬で気絶して地面に転がった。

　まず一人。

　次に──

「──！」

　その殺気は他と比べてあまりに異質だった。

　だからこそトルクの感覚ではそれはやたらに目立っていたのだ。

「ダラス准佐……！」

　トルクの声を両断しつつ銃剣が振り下ろされる。

　再び右手を添えた短機関銃でこれを受け止めるトルク。鋼はがねと鋼が嚙かみ合って小さな火花を散らした。

「トルク……ふふ。ふ。ふふ。ふ」

　ダラスは尋じん常じようでない膂りよ力りよくを発揮して銃剣を押し込みながら言った。

「久しぶりに……兄弟水入らずといこうか？」

「…………」

　正直言って──ダラスが前に出てくるのは予想外だった。

　基本的に指揮官は戦闘の最前列に出る事は無い。少し離れた場所から戦況を俯ふ瞰かんして見る事が彼等の義務だ。そうでなければ適切な判断は下せない。

　つまり今のダラスは指揮官である責務を放ほう棄きしているといっても過言ではなかった。

「脱だつ走そう劇げき、〈女王〉の暴走、収容者達の果か敢かんな抵てい抗こう……素晴らしいッ！　胸むね一いつ杯ぱいに空気を吸い込めトルク。かぐわしいだろう、戦場の香かおりは」

　ぎりぎりと更にのしかかる様にして銃剣に力を込めながらダラスは言う。

「貴方は……」

「胸一杯に吸い込んだ戦場の香りが我々、兵器に命を吹き込む。ゆえに我々は戦争を呼吸する。戦争こそが我々の存在理由を活性化する！　蹂じゆう躙りんする相手おらずして何の生ぞ！　殺し食らう相手無くして何の命ぞ！　ふふ。ふはは。ははは！」

「…………」

　まったく唐とう突とつに。

　トルクは理解した──理解してしまった。

（この人は──）

　哀あわれだ。

　もうどうしようもない位に。

　殴なぐられるのが嫌いやだから殴る側になった。

　叩かれるのが嫌だから叩く側になった。

　多分ダラスの眼には世界はひどく単純で二極化したものに映っているのだろう。

　彼の視点では世界はただ蹂躙する者と蹂躙される者に分けられる。

　ただそれだけ。だから彼は蹂躙する側に居ようとする。

　しかし……トルクは知っている。

　テレスと知り合い彼は理解した。

　世界はそんなに単純なものではない。敵とか味方とか。勝つとか負けるとか。そんな単純な二元論で説明できない位に世界は入り組んでいて──だから美しい。だから世界は驚きに満ちている。

　だがダラスはそれを理解する事を拒こばんだ。

　拒んで自分の二元論を補ほ強きようする事だけを望んだ。

　ただ勝ち負けだけで全てが決する世界──戦場を。

　蹂躙すれば蹂躙される側に落ちなくて済む。殺し続ければ殺される側にならなくて済む。そうやって戦争状態を延々と続けていけば、彼の単純な世界観は破は綻たんしない。

　だから彼は望むのだ。

　より単純化した価値観と世界観。

　蹂躙する為の──ただ純然と蹂躙するだけの存在になる事を。

　兵器たらん事を。

「トルク……トールーク……」

　ダラスは愛いとおしげに言った。

「戦争は素晴らしい。だが──いつまでも負け戦いくさにこだわっているのは良くないぞぉ？」

「……負け戦？」

　トルクは両手でダラスの銃剣を押し返しながら囁ささやく様に言った。

「僕は必ずしもそうだとは思っていません」

「ほう？」

「貴方がわざわざ出てきたという事は──長丁場は不利だと思ったからでしょう？　今までの騒ぎで大分兵力を消しよう耗もうしている筈です。表向き、強制収容所と名乗っているこの施設に大部隊を駐ちゆう屯とんさせる事は出来ないですからね」

「うむ。的確な状況分ぶん析せきだ」

　ぎりぎりと銃剣の刃が短機関銃の銃身の上を滑すべって火花を散らす。

「さすがは我が弟──士官の才も在ると分かって嬉うれしいよ」

「戦況は五分と五分。ここまで貴方が来たのは、早めに僕を抑おさえれば〈女王〉の制せい御ぎよ権けんを得ることが出来て確実に勝てると踏んだから──違いますか？」

「ふふ。ふ。ふふふ。ふ。まあ合格点をやってもいいだろう」

　ダラスは火花の向こうでにたりと笑う。

「だが満点ではないな」

「そうですか」

「ここまで大騒ぎになってしまえば──機密保持どころの話ではない」

　確かに黒こく煙えんや爆ばく音おんは遠くに離れていても分かるだろう。

　この収容所は確かに人里から多少離れた場所に設けられているが、完全に一般社会と隔かく離り出来ている程ではない。また──細かな正体は知られていないとしても、物資や人員の出入りから軍事施設である事は明白なので、諸外国の諜報部は監かん視し観察の対象として要よう警けい戒かい対象一いち覧らんに加えている筈だ。

　つまり…………

「間違いなくこの収容所は閉へい鎖さされる。恐らく〈騎士〉計画や〈女王〉計画を外部に漏もらさぬ為の処置も始まるだろう──そして責任者は責任を追つい及きゆうされる」

「でしょうね」

　そしてその責任者とは他ならぬダラスだ。

　当然の事ではある。

「だがそれは困る。戦争が出来なくなってしまう。それは非常に困る」

「…………」

「だから私は〈女王〉を押さえておきたい。〈女王〉を押さえておけば〈騎士〉も同時に押さえた事になる。そして誰でもこの〈女王〉の力を見れば譲じよう歩ほせざるを得ないだろう。私は〈女王〉を手みやげにする事でまた戦争の出来る地位を維い持じできる」

「なるほど……そこまでは考えていませんでした」

「うむ。素そ養ようは在るが未まだ未だ甘あまい」

　ダラスは改めてにたりと笑った。

「私がもっと鍛きたえてやろう。より高性能な兵器になれるように。だから〈女王〉と共に私の元へ還かえってこい。それが最善だ」

「──嫌だ」

「………ふ。ふふ。ふふふふ。実に強ごう情じようだ、実に融ゆう通ずうの利きかない弟だ。〈女王〉の制御に頭が一杯の状態で、私に勝てると思っているのかい──トルク？」

　確かにダラスの言う通り──今のトルクは実力を出し切れていない。

　未だ完調ではない〈女王〉を補ほ佐さし、彼女を介かいして〈アンジェロ〉達を制御する為に、意識の何割かを割さいている。言ってみればディスパレイトの制御と格かく闘とう──二つの事を同時にしている様なものだ。

　しかし……

「──ふッ！」

　呼こ気きを迸ほとばしらせながらトルクは一気に膝ひざを畳たたんだ。

　身を反そらせながらのしかかってくるダラスの力を後ろに流す。同時に──力を受け流されて泳ぐ体勢のダラスに向けて右足を跳はね上げた。

　ダラスがトルクを押さえ込む事に拘こう泥でいしていれば、その一撃でカタはついただろう。

　だが彼はむしろトルクの動きに抗あらがわず、自分の腹に向かって跳ね上がってくるトルクの脚をも利用して──跳とんだ。

　くるりと空中で一回転して姿し勢せい制せい御ぎよ。

　投げられたダラスは両足で平然と着地した。鮮あざやかな体術である。佐さ官かんになっても戦闘技能の錬れん磨まは怠おこたっていないらしい──さすがは兵器を自じ称しようする男というべきか。

　二メートル余りの距離を置いて対たい峙じするトルクとダラス。

　その周囲では収容者達と兵士達が入り乱れて戦っている。

　完全な乱戦状態。誰もが自分の目の前の敵をさばくのが精一杯で、他人に構っている余よ裕ゆうが無い。それはトルクも同じ事ではあった。最低限──テレスの姿は常に視界に入れているが、ギルクリストやマルコシアにまで注意を向けている余裕が無いのだ。

　彼等がどうなっているかは気になる。

　ひょっとしたらもう斬きり伏ふせられて死んでいるのか。

　それとも未だ果か敢かんに戦っているのか。

　それすらも分からない。注意をそちらに向ければ、間違いなくダラスの銃剣がトルクの腕なり脚なりを抉えぐるだろう。そうなればもう間違いなく戦闘不能になる。

「──ふッ！」

　ダラスが滑すべる様に近付いてきて銃剣を突き出してくる。

　トルクは短機関銃サブマシンガンでこれを受ける。ぎゃり、と火花を咲さかせたと同時にダラスは銃剣を引いて──再び突く。これも掲かかげた短機関銃で受ける。火花。

　突き。火花。突き。火花。突き。火花。

「ふふ……ふふふ。ふ。格闘技能は大したものだが」

　ダラスは次々と攻撃を繰り出しながら言った。

「防戦一方では勝てないぞ？」

　それはダラスの言うとおりではある。

　トルクの得え物ものは──〈アンジェロ〉の防御が効いているこの場では本来の使い方が出来ない。せいぜいが盾たてか棍こん棒ぼう程度の使い方が出来るだけの事だ。

　それは攻撃力に欠けるという事でもある。

　棍棒として使おうとするならば円運動が必要になる。それはどう考えても、突き主体で素早い攻撃を繰り返すダラスに対して遅おくれをとる。こちらも突きを繰り出す事は出来ないでもないが──短機関銃の形状ではあまりその攻撃に向いていない。

　このままでは状況を打開出来ない。

　何か大きな[image: 隙]すきをダラスに誘さそう必要が在る。

　だが──どうやって？

「しゃッ！」

　鋭するどい呼気と共に突き出される銃剣の突き。

　胸に向かって突き出された切っ先を短機関銃でいなしながら横へ転がる様に避よけ、トルクはテレスからやや離れた場所に移動した。

　だがダラスはそのままトルクへの攻撃を続ける。

　刃は物ものを持つ相手と戦う際は──その切っ先に注意力の焦しよう点てんを合わせてはいけない。

　確かに鋭利な先端部は脅威だ。しかしそこばかり見て全体像が見えなくなってしまっては相手の動きの先を読む事は出来ない。

　トルクの眼がダラスの突きに慣れた瞬間──

（──脚！）

　ダラスの踏ふみ込みが微び妙みように変化する。

　突きを放つ為の踏み込みではない。これは──

（薙なぎ！）

　そう認識した瞬間、ダラスは大きく踏み込んで横薙ぎの一撃を加えてきた。

「──くっ！」

　トルクは咄とつ嗟さに後ろへ身を反らした。

　軍服の胸を浅く刃やいばが切り裂さいていく。

　先に何度も突きを放って眼を慣れさせておいて──いきなり攻撃の質と方向を切り替える高等戦術だ。切っ先だけを見ていたならば対応が遅れるどころか、追うべき切っ先を見失って混乱していた事だろう。

　更にダラスが踏み込んで間合いを詰める。

　トルクの姿勢が乱れている所に畳たたみ掛けようというのだろう。

　咄嗟にトルクは手にしていた短機関銃をダラスに向けて投げつける。それは当然の様に避よけられてはしまったが──今しも自分の右肩に食い込もうとしていた銃剣の軌き道どうを、わずかながらぶれさせる事には成功した。

　危あやういところでトルクは銃剣の刃をかいくぐり距離を取る。

　しかし──もうトルクには銃剣を受け止めるべき鋼はがねが無い。

　ただでさえ格闘技能は実力伯はく仲ちゆう。この上こちらが素手で相手が武器在りではとてもではないが勝負にならない。

　ダラスはトルクが殴ってくればその拳こぶしを、蹴けってくればその爪つま先さきを、ただナイフで払えば良い。それだけでトルクは傷を負い、血を流し、急速に体力を消しよう耗もうする。それを繰り返せば必ず先にトルクが倒れる事になるのだ。

「トールーク……諦あきらめろ……」

　猫なで声でダラスがそう囁きかけてくる。

「私達は兄弟だ。生まれ持った肉体的資質は大差無い。ならば経験の差がそのまま実力の差になる。所しよ詮せん──お前は私には勝てるようには出来ていないのだよ」

　まるで奈な落らくの底の様に深い闇やみ色いろをした、ダラスの黒い双そう眸ぼう。

　表情を強こわ張ばらせたトルクをそこに映しながら……だだっ子に言い聞かせるようにダラスはゆっくりと言葉を重ねた。

「なあトルク……どうしてお前はそうも自覚出来ないのだ？　どうして認められないのだ？　我々は兵器だ。我々の在るべき場所は戦場だ。積み上げられた無数の死体が我々の臥ふし所どだ。我々の安息はそこでしか得られない」

「…………」

　トルクの脳裏に戦場の記憶が蘇よみがえる。

　銃声。怒号。悲鳴。何処かで建物が崩れる音。

　むせかえるほどの血の臭いの中で、多くの命を踏みにじってきた日々。

「軍を抜ければ何もない。何も。切らぬナイフ、撃たぬ銃に、何の意味が在る？　我々は戦場においてのみその存在を全う出来る。我々は戦場においてのみ完成する──」

「そう……僕は確かに兵器だった」

　石ころを砕くだく事と、命を砕く事の区別さえ、ついていなかった。

　壊して、殺して、潰す事しか知らなかった。

　それは紛まがう事なき真実だ。

「だから」

　トルクは言った。

「僕は今日を限りに兵器をやめる」

「……なに？」

「僕は兵器をやめて人間になる」

　テレスがそう認めてくれたから。

　軍人である前に一人の人間であると彼女が教えてくれたから。

「…………」

　ダラスは一瞬……驚いた様に眼を瞬まばたかせた。

　まるで意味不明の異国の言語を耳にしたかの如く。

　そして──

「まったく……何をたわけた事を──」

「今だ──テレス」

「ッ!?」

　愕がく然ぜんと──その時初めてダラスはテレスがいつの間にか自分の視界から外はずれていた事に気付いた──テレスの居る方向を振り返る。

　だが。

「──!?」

　テレスは相変わらず〈アンジェロ〉達の制御で手一杯だ。

　こちらの戦いに関かん与よする余裕は無い──

「トルクッ!!」

　ダラスが事態を理解してトルクに向き直った時にはもう遅い。

　トルクはダラスの間合いの内側へと飛び込んでいた。

　トルクの右手がダラスの左腕を捕とらえる。ダラスは銃剣を使ってトルクを攻撃しようとするものの──密着状態においては、むしろ刃物は攻撃に使いにくい。トルクはダラスの左腕に自分の両手を絡からめてから、背負う様にして──投げる。

　空中で鈍にぶい音が響いた。

「ぐおっ──」

　腕の骨をへし折られる激痛にダラスが呻うめきを漏もらす。

　だが彼は地面に投げ落とされながらも右手の指をトルクの襟えり元もとに絡からめていた。狂きよう気きじみた強い力でトルクは引き倒され、地面の上をダラスともつれあいながら転がった。

　お互いに狙ねらいは銃剣。

　二人の間に唯ゆい一いつ残された必殺の凶きよう器き。

　ダラスは右手に握ったそれをトルクに突き立てようとし、トルクはそれを自分の手に奪おうとして──肘ひじを相手の胸に打ち込み、頭ず突つきで相手の顎あごを狙い、あるいは膝ひじで相手の膝を狙って蹴ける。

　そして──

「トールークッ!!」

「がああああああああああああッ!!」




　──ぞぶり。




　そんな音がしたかの様にトルクは思った。

「…………」

　気が付けばトルクは肩で息をしながらその場に立っていた。

　彼の足下には──横たわるダラスの身体からだ。

　その腹部には深々と彼自身が持っていた銃剣が突つき刺ささっていた。

「……お……おお……」

　己おのれの腹部に突き刺さる凶器を見て──ダラスの唇は困こん惑わくしている様にわなないていた。

「…………」

　トルクはただ無言で兄を見下ろす。

　何処かで何かが崩れ落ちる音がした。

　それは塀へいが崩れる音なのか、それとも建物の崩れる音なのか。

　確かめる術すべはトルクになかった。ただ、真っ直ぐにダラスを見下ろしていた。とても眼を逸そらす事など出来なかった。それは──仕方がなかったとはいえ、トルクが重ねた新たなる罪なのだから。

「ふ……ふふ……ふふふ……」

　ダラスは──ゆるりと笑った。

「………まいったな。戦争が終わってしまった」

　みるみる生気の失われていくダラスの顔を、トルクは見ているしか出来なかった。

　ふと気付けば……他の者達の戦いも終わりに近付いていた。

　回復した〈女王〉がディスパレイト達の支配力を強め……より組織的に編み上げた攻撃力で兵士達を蹴散らし始めている。ダラスが倒れたのを目め敏ざとく見つけ、現状に見切りをつけて逃とう走そうを始める兵士達も居た。

　とりあえずマルコシアもギルクリストも死んではいない様だ。

「ふふ……ふふふふ……ふ……」

　ダラスはそれでも笑っている。

　彼の腹に突き刺さった銃剣をねじれば、激痛で彼を黙らせる事も出来るだろう。

　多くの人を苦しめた男だ。

　テレスを酷ひどい目に遭あわせた男だ。

　ただ殺しただけでは帳ちよう尻じりが合わないと怒る者も居るだろう。

　だが──

「困った……じつに困った……これでは……戦争が……できな…………………………」

　ダラスの声は次第に小さくなっていく。

　笑みは強こわばり、瞳ひとみは茫ぼう洋ようと焦しよう点てんを失い始めて──

「もう……行くよ」

　トルクはただ囁く様に小声で言った。

「さよなら。兄さん」

「…………」

　ダラスは──何事かかすれた声で言う。

　罵ば倒とうか。謝しや罪ざいか。嘲ちよう笑しようか。

　ダラスが口にした言葉が何であったのかトルクには聞きとれなかった。

　どうでも良い事だ。

　トルクは踵きびすを返して──未だ戦い続けているマルコシア達を手助けするべく走り出した。







　　　終章　日没







　トラックはがたがたと振しん動どうしていた。

　余程の悪路を行っているのだろう。だが文句を言う人間は一人もいない。

　周りを見回すと、トラックの荷台には沢たく山さんの人が乗っているのが見える。彼等の多くは、疲つかれた様子でぐったりと壁によりかかったり寝ころんだりして、眠りについていた。

　一通り彼らの寝顔を見て微び笑しようし──トルクは自分の膝へ視線を落とす。

　そこには鮮あざやかな金色が広がっていた。

　彼女もまた疲ひ労ろうが激はげしいのだろう──テレスもまた、まったく目を覚ます様子も示さず、眠り続けていた。

　幌ほろの窓から外を一いち瞥べつしたトルクは、何処までも続く平原を見た。地平線にぽつりと見えるのは小さな家の集まっている──村だ。

　やがて……

「……あ」

　ぎいぎいと車体を軋きしませてトラックが停車する。

　荷台の中に居てもその振動は伝わってきた。眉まゆ根ねを寄せて瞼まぶたを開けたテレスが、まだ寝ぼけている様子でのそのそと起き出して目をこする。

　運転席のドアを乱暴に開閉する音が、ばたんと聞こえた。

「おい──軍人共」

　喚よばれて顔を上げる。

　幌ほろの中を覗のぞき込んでいるのは顔に大きな傷のある青年──マルコシアだ。

「降りろ」

「…………」

「…………」

　隣となりに座っているギルクリストとトルクは顔を見合わせて、言われるままに立ち上がり、トラックの荷台から降りる。トルクは手を差し伸べ──未だ眠そうなテレスが二人の後に荷台から降りるのを手伝った。

　外に出ると清せい涼りようとした平原の風が顔に吹き付けてくる。

　振り返って見れば、トルク達が降りたトラックの後ろには、同じ型のトラックが三台ならんで停車していた。

　どれも強制収容所から逃げ出す時に奪ってきた軍用車両だ。ただしあの騒ぎを経た車体はどれもぼろぼろで……あちこちが歪ゆがみ、幾いくつもの弾だん痕こんを刻まれて、ポンコツ寸前の様相を呈ていしていたが。

「お前らとはここでお別れだ」

　マルコシアは言った。

「軍人と一いつ緒しよだと……他の連中がいつまでも神経を尖とがらせて安心出来ない」

　ふん──とギルクリストが鼻を鳴らす。

「窮きゆう地ちから逃れればまた敵同士ってか」

「言っただろう。寝返ったにしても俺達は軍人にやられた仕打ちを忘れられないって」

　口角を上げて獰どう猛もうに笑うマルコシア。

　だが──トルクには分かっていた。

　彼はこれでもトルクやギルクリストに気を遣つかっているのだ。

　今でこそ全員が疲れ切ってそれどころではないが──このまま一緒に行動してれば、トルクやギルクリストに憎ぞう悪おや敵意の視線を向ける者も出てくるだろう。その前に別れようとマルコシアは提案しているのである。今のままなら未だ気持ちよく別れる事も出来る。

「貴方達はこれからどうするの？」

　トルクは尋たずねた。

　確かに彼等は騒ぎに乗じてあの収容所から逃げ出す事には成功した。

　だが──これで何もかもが終わったとは思えない。レガウス収容所は確かに壊かい滅めつ的てきな打撃を受けたが、あの施設を運営し、計画を推進していたハインズマン機関や、その上の軍人達は健在だ。

　彼等はきっと収容者達を追うだろう。

　実際にその威い力りよくを目まの当たりにしたから分かる。〈女王〉はそれ程に壮絶な力を持っていた。万能でも無敵でも無いが、確かに〈女王〉は戦争の在り方を変える程の存在だ。開発を命じた者達が放っておく筈はずが無い。

「とりあえずは国境を目指すつもりだ」

　マルコシアは言って遠くの村を指さした。

「あの丘おかに村が見えるだろう。お前らはそっちのルートから勝手に国境越えをしてくれ。俺達も、追っ手に捕つかまった時に一いち網もう打だ尽じんにされないよう、途中で行き先を告げないでそれぞれバラける」

　手をひらひらさせて事も無げに言い切るマルコシア。

　トルクは──驚きの眼まな差ざしで彼を見つめた。

「仲間なんでしょ？　離れて──いいの？」

「生きてりゃどっかで会える」

　自信に満ちた口調でバレンバ高原遊牧民バレンヴイアンの若者は言った。

「俺達の民族は、仲間なら引かれ合って、いつか再会するもんだって信じている。それに、犠ぎ牲せい者しやが増えるよかずっとましだ」

　目を伏せたマルコシアが苦々しい表情を浮かべるのを見て……トルクも目を伏せた。

　あの後……トルクがダラスを倒した後。

　トルク達は強ごう奪だつした軍用トラック六台であのレガウス収容所から脱出した。

　指揮官を失い、更には多大な死傷者を出した事で〈亡霊大隊〉や収容所の警備隊は大おお幅はばに戦力を減げんじていたが──それでも散発的な攻撃は在った。一台のトラックは収容者達を乗せたまま銃じゆう撃げきの雨に晒さらされて爆ばく発はつ炎えん上じようし、その際に十数名の収容者が死んだ。もう一台のトラックも横転し、乗っていた収容者達を他のトラックに分乗させる過程で、また銃撃を受けて数名が死亡した。

　結局……生きて収容所から出られたのは〈騎士〉を寄生させられた者達を含めても三割余りだった。当初あの収容所に連れてこられたバレンバ高原遊牧民の数を考えれば、それはあまりに少ない生存率と言えたろう。

　生き残った者達ですら大なり小なり傷を負っている。

　あるいはこの逃亡の途中で体力尽きて命を落とす者も居るかもしれない。

「何にしても──」

　舌打ちしてギルが重々しい声で呟く。

「軍の上層部はもう何らかの手を打ってるだろうよ」

「……だろうな」

　頷うなずいてトルクはマルコシアを振り返った。

「軍が本格的に動き出す前に国境を越えないと。ゆっくりはしていられない。貴方達も、軍用車両に乗っていたらすぐに見つかるだろうから……なるべく早く破は棄きした方がいいと思います」

「ああ、だろうな。それで──お前はどうする？」

　そう尋ねつつマルコシアが視線を向けたのはトルクの側に立つテレスだった。

　寝ね惚ぼけ眼まなこで俯うつむいていたテレスは顔を上げて、きっぱりと言う。

「私はトルクと一緒に行く」

　マルコシアは苦笑を浮かべた。

「だと思った。俺が面倒見ようと思ってたんだけどな……同どう胞ほうでもない奴らに任せる位なら、俺が無理矢理にでもここで引き離して──」

　言いかけたマルコシアを、テレスは睨にらむような目つきで見てトルクの腕にしがみついた。

「……おっと」

　わざとらしい仕草でマルコシアは肩を竦すくめる。

　彼は真しん剣けんな表情に切り替えてからトルクを真まっ直すぐ見つめて言った。

「俺もついて行きたい所だが、他の仲間の面倒を見なくちゃならん。どのみち大おお所じよ帯たいで逃げ続けるわけにも行かないから、テレスは誰かの手にゆだねることになるが………それは本当にお前らでいいのか？」

「僕には事の是ぜ非ひを断じる資格は無いよ」

　トルクは言った。

「僕は間違いなく兵器だった。貴方達の『敵』の側に所属していた。その事実は消えない──絶対に」

「…………」

「ただ……」

　トルクは傍かたわらのテレスを振り返って言った。

「兵器でしかなかった僕を人間にしてくれたのはテレスだ。その事実もまた消えない。絶対に。僕はそれを忘れない。だから僕は──彼女に出来るだけの事をして報むくいたい」

「……なるほど？」

　少しの沈ちん黙もくを挟はさんで──マルコシアが苦笑を浮かべた。

「いいだろう、任せる。だが、ほとぼりがさめた頃に俺はきっとお前らを探し当てて会いに行く。約束を違たがえていたらぶち殺すだけじゃすまさないから、そのつもりでいろよ？」

「え？　あ──」

「いいな、判ったな！」

　襟えり首くびを摑つかまれてそう言われ──トルクは苦笑を浮かべて頷いた。

「分かりました」

「よし。それじゃあ──ここでお別れだ！」

　未み練れんを断たち切る様に大声でそう宣のたまうと、マルコシアはトラックの運転席に乗り込んでエンジンを再始動した。

　不ふ機き嫌げんな獣けものが唸うなる様な、低い駆く動どう音おんを立てながらトラックは走り出す。他の三台もそれに続いて走り出し──長々と土つち煙けむりの尾おを引きながら徐じよ々じよに遠ざかっていった。

　しばしそれを見送って。

「……行こうか」

　トルク達は近くに見える村に向けて歩き出した。

「…………」

　不意に──

「……なに？」

　くい──と腕を引かれてトルクは振り返った。神しん妙みような顔つきをしたテレスがトルクの腕に巻かれている包帯をじっと見下ろしていた。

「傷………痛くない？」

「大丈夫だよ」

　微笑ほほえんで見せると、トルクの顔を見上げてきたテレスは少し考えるような間を空けてからトルクの傷をそっと撫なでて呟いた。

「貴方の痛みが、日にち没ぼつへ還かえりますように……」

　様子を見ていたギルが、聞こえる大きさの声で悪態をつく。

「いちゃつくのはどっかに落ち着いてからにしやがれ」

「誤ご解かいだよ、ギル」

　苦笑しながらトルクは言う。

　彼は傷を撫でているテレスの白い手をそっと握った。

「ありがとう。でも、本当に大丈夫だから」

「……そう？」

「ああ。むしろ僕は君の方が心配だよ。君の中には未だ〈女王レジヤイナ〉が居るし──いつまた君の心が切り替わってしまうかも分からない……」

　あの戦いの時……

　むしろトルクはもうテレスの人格は失われてしまったのではないかと思っていた。今までにはあり得ない位に長時間、〈女王〉は顕けん在ざい化かしていたからだ。彼女はテレスの身体に馴な染じみ十分にそれを使いこなしていた。テレスの身体の支配権は完全に〈女王〉に移ってしまったとトルクは絶望的な気持ちで思ったものだ。

「……一つ誤解がある」

　ふと。

　何か忘れていた用事を思い出したかの様な口調でテレスは言った。

「私は貴方の言う『テレス』ではない」

「…………え？」

　背筋が──凍こおり付いた。

　その淡たん々たんとした口調は間違いなく〈女王〉のものだ。

　だが今までの様に〈女王〉とテレスが切り替わる際の『落差』の様なものがまるで無かった。確かにその言動に差は在るのだが、あまりにも滑なめらかに過ぎて──

「な……なにを……」

「貴方の言う『テレス』はもう居ない」

「…………」

　何を言っている？

　この少女は、今──なんと言った？

「テレス…………」

「私は貴方の定義する所の『テレス』ではない。彼女の記き憶おくを元に彼女を模倣エミユレートしているディスパレイトだ」

　耳の奥でどくどくと血の流れる音がする。

　針はりを刺さされたように心臓が痛みを訴うつたえてくる。

「え……なに……言って……君はテレスなんだろう？」

　トルクの額ひたいにふつりふつりと嫌いやな汗あせが滲にじみ始める。

「違う。ディスパレイトだ」

「だって──その、おまじないは！」

「彼女の記憶は受け継ついでいる。表情や口調も彼女の記憶を基に模も倣ほうしてみた」

　淡々と。言い放たれる言葉。

　硬こう直ちよくしているトルクを見つめるテレスの眼まな差ざしは──まるで硝子ガラス玉だまの様だった。

「『テレス』の脳は甚じん大だいな損害を受けた。可能な限りに私はこれを修復したが、その際に散さん逸いつした記憶は多い。この為に『テレス』を再構築する事は出来ない。表面的な行動を真似まねる事は出来ても『テレス』と呼ばれていたものを、以前の状態に修復する事は不可能だ。記憶を統とう合ごう制せい御ぎよする『核かく』が大きく欠けている」

「……！」

　愕がく然ぜんと凍こおり付くトルク。

　ギルクリストも呆ぼう然ぜんとした表情で振り返って固まっている。

　まさか今更になってこんな事実を突き付けられるとは思ってもみなかった。

　これではまるで──

「テレスは……それじゃあ……彼女は今どうなっているんだ!?」

　思わず声を荒あららげるトルク。

　テレスは──いや、〈異形たちの女王デイスパレイツ・レデイーナ〉は目を瞬まばたいた後に、何処か哀かなしげに眉根を寄せた。いや。それすらも人間の感情の模倣でしかなかったのかもしれないが。

「………自分で確かめるがいい」

　そう告げた直後……

　ゆっくりと瞼まぶたを閉とじた彼女は、力が抜けた様に膝を折る。

「テレス!?」

　咄とつ嗟さにその細い身体を抱だき留とめたトルクは彼女の身体を膝に抱かかえて揺さぶった。

「テレス！　テレス!!　テレス!!」

　呼んだ。何度も何度も呼んだ。

　動かぬ彼女はまるで死体の様で。

　でもそんな事は信じられなくて。

　だから自分が呼べばテレスは眠りから覚めるかの様にきっと、あの見慣れた笑顔を浮かべながら起きてくるのだと──そんな馬ば鹿かな事を考えながら。

「テレス！」

「…………」

　睫まつげが震える。

　再び瞼を開けた少女は……にっこりと微笑ほほえんだ。

「テレス！」

　嗚呼ああ。見み慣なれたテレスの笑顔だ。

　トルクの胸に安あん堵どがこみあげる。

　だが──

「……あぁ……うー……うぅ…………」

　彼女が口を開いた途と端たんに喜き悦えつは一瞬にして消し飛んでしまった。

「テ……テレス!?」

「……うぁー……うぁうぁ…………」

「テレス、テレス、何、一体どうし──」

「……だう……だぁ…………」

「テレス！　テレス！　しっかり──」

「──もうよせ」

　必死の形相で呼び掛けるトルクの背に──沈ちん鬱うつな響ひびきを含ふくんだギルクリストの声が触ふれた。

「……つまりは……そういう事なんだろうよ……」

　テレスは言葉らしい言葉を発さない。

　まるで赤ん坊ぼうの様に──いや赤ん坊そのものの無む邪じや気きな声を上げてトルクの頰ほおへ手を伸ばしてくる。それは確かに愛らしくはあったが、トルクを導いてくれたあの優しさも、絶望の最中に歌を紡つむいだあの意志の強さも、最早、断片とて残っていなかった。

　眼を背そむけながらギルクリストが言う。

「『テレス』はあの時に死んだってこったろ」

　残ざん酷こく極まりない事実の宣告。

「……ああ……テレス……！」

　全身から力が抜けていく。

　頰を撫でてくるテレスの手を……トルクは上から手で包み込んだ。

　視界が滲にじむ。零こぼれ落ちた涙を受けて、テレスは楽しそうにきゃっきゃと笑う。分からないのだろう。理解できないのだろう。そこにはもうどうしようも無い位に深く大きな『死』という断だん裂れつが存在していた。

「……くそッ……！」

　ギルクリストが忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「全部……全部無む駄だだったって事かよ…………！」

　誰よりも切実に。

　誰よりも必死に。

　トルクとテレスの姿に希望を見いだそうとしていたのはギルクリストではなかったか。

　だからこそ彼は幾いく重えにも掛けられていた筈の、ダラスの呪じゆ縛ばくを自ら引きちぎってトルク達の手助けをしてくれたのではなかったか。

「…………」

　救いは何処にも無かった。

　涙が止まらない。

　肩を震わせて嗚お咽えつを零しトルクは掠かすれた声で呟いた。

「……痛みと共に……彼女は日没に還かえったんだ……」

「適当な事言ってんじゃねえよ！」

　ギルクリストが叫び──テレスはきょとんとした表情で二人の少年を見つめる。

「テレス……」

　ぽろぽろと涙を零しながら、トルクは膝の上に抱いているテレスの笑顔を見つめ続けた。

　確かにもう──この少女は『テレス』であってテレスではない。

　あの強制収容所で受けた残酷な実験の数々や、送った辛つらい日々を欠片かけらも感じさせない笑顔をテレスは浮かべている。

　これが果たして良いことなのか。悪いことなのか。

　トルクには判別が付かなかった。マルコシアに言った通り──彼に物事の是非を断じる資格は無い。

　だが……これだけははっきりしている。

　もうテレスがあの強制収容所であった辛い思い出に苦しめられる事は二度と無い。

「…………」

「…………」

　黙り込む少年達と無む邪じや気きに笑う少女。

　やがて──

　…………

　どれくらい経ったろうか。

　一分か。一時間か。よく分からない。

「……〈女王レジヤイナ〉」

　トルクは静かに呼び掛ける。

「頼たのみが在る」

「……なんだ」

　テレスの顔から表情が消えて──ディスパレイトの顔が覗く。

「日没と共にテレスは還ってしまったけれど。彼女は新しい人生を送る機会チヤンスを得たんだ。夜明けに登る……太陽と……共に………」

「…………」

　感情を示さぬ硝子玉の様な瞳ひとみが顔をくしゃくしゃにして泣く少年を映している。

「このまま……もう一度彼女に…………」

「──分かった」

　最後まで言葉を待たずに〈女王〉は言った。

「私は『テレス』の意識の奥おく底そこに隠かくれていよう」

　あるいは〈女王〉は、断片的にとはいえテレスの記憶を承けい継しようした結果として……人間の気持ちを理解し始めているのかもしれなかった。

　無表情が溶とけて……再び赤ん坊の無邪気な笑みがテレスの顔の上に現れる。

「……うぁー……うぁうぁ…………」

「テレス…………」

　初めて出会った時の記憶が、不意にトルクの脳裏を過よぎる。

[image: ]




『私はテレス。よろしくね、トルク』

『……私はトルク。よろしくね、テレス』




　抱きしめたテレスの耳元で、トルクはひっそりと囁ささやいた。

「さよなら……テレス……」

　それはひとまずの別べつ離り。

　そして──

「僕は……」

　今日まで君が僕にくれたものを。

　たくさんたくさん僕に注いでくれた気持ちを。

　これから一つずつ還していこう。

　今の僕があるのは君のおかげなのだから。

　誓おう。僕は君の側そばに寄り添う。寄り添って君を守っていく。

　ずっとずっと。

　いつか還したものが君の中でもう一度形を得るまで。

　だから──

「僕はトルク……よろしく……テレス………」

　膝の上で無邪気に笑うテレスを強く抱きしめて──トルクは静かに涙を流し続けた。

　いつまでも……


（了）









　　　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: 榊]さかきです。




　前々から題名だけは聞いた事のあった本に『夜と霧』という本が在ります。

　ナチスの悪名高いアウシュビッツ刑務所（実際にはその支所らしいですが）に入り、そして生還した心理学者が、その時の体験を、心理学者としての見地から語ったもので、映画化もされた名著ですが、先日うちの嫁さんが買ってきたのを機にちと読んでみました（『小説屋の癖に今まで読んでなかったのか!?』という問いかけには赤面するしかあしませぬが）。ちなみに新訳の方。

　で──これがなかなか面白い。

　実際には身の毛もよだつような状況である筈なんですが、何というか非常に淡々とした記録的な雰囲気が在って、「ああ、人間の極限状態ってこんなもんなんだなあ」と色々考えさせられます。

　本作『ディスパレイト！コンプ』にも収容所が出てきますが──ライトノベルという物語の制約と脚きやく色しよくが在る分、実際の収容所の悲ひ壮そうな記録とは、随ずい分ぶんと印象が違うというのは前提とした上で言いますが──ああいったモノ（戦争の悲劇やら極限状態の人間の行動やら）にちょっとでも興味のわいた人は読んでみられてはどうでしょか。




　まあそれはさておき。




『ディスパレイト！コンプ　０２ 落日の双銀』をお届けいたします。

　とりあえずトルク＆テレスの過去話たる『コンプ』はこれで完了です。ここからは数年のブランクを経て連載中の『ディスパレイト！』に繫つながっていきまする。

　気に入っていただけたならば、ドラゴンマガジンの方もチェックしていただけると幸い。雰囲気は随ずい分ぶんとコメディタッチに変化しておりますが。




　さて──お気づきの方はもうとっくにお気づきでしょうが、本作の異生物──ディスパレイトのモデルは基本的に私の趣味の一つである熱帯魚から来てます。




　本編中で明確に語られる事はありませんが、実はこの世界──「魚」という概がい念ねんが在りません。河や湖や海は在っても我々の世界の様な「魚」は居ません。逆に言えば異世界からやってきた「魚」という生物群をこの世界では『ディスパレイト』と呼んでる訳ですね。

　そう思って本作を見ていただくと、またちょっと違うものが見えたりするかも。




　ちなみに──某アニメなんかではモンスターをカプセルに閉じこめておいて、必要な時に呼び出したりしてますが、生き物使し役えきするってそう簡単じゃねえよなあ、とよく思っていたりしました。なんせ物理的に圧あつ縮しゆくされるのはまあいいとしても、あの小さなカプセルの中にどうやって生存環境とか整えてるんだろう、とか思うと夜も眠れなくなります（噓うそ）。

　なので逆に──「モンスターを召しよう喚かんはするけど、それって基本的に自宅で飼かってるやつしか出来ません」という設定を考えた上で、「じゃあいっそ全部熱帯魚にしちゃうと面白いかも」と思って本作の基本設定は出来上がったのでした。




　いやしかし──実際、生き物飼うって結構大変です。当たり前ですが。




　最近になって海水魚を飼い始めたのですが、淡水魚飼育歴18年の私でもトチる事が多々あって難しい。淡水魚の常識が通用しないというか。まあ同じに考える方が間違ってる訳ですが。




　とりあえず初めて飼った海水魚のカクレクマノミは二匹、闘病生活（ご多分に漏もれず白点病が一度出ました）も終え、今も元気にうちの水すい槽そうでくねくね泳いでますが──実際には微妙にバランスされた環境の中でこそ元気な訳で。

　こんなもん、トイレに流したら一発で死にます（苦笑）。某映画のせいで、飼うのに飽あきたクマノミを本当に下水に流した困ったちゃんがアメリカにはいたようですが。

　海水の濃度調整やら何やら、本当に面倒。

　夏場は夏場で「熱帯」魚の癖くせにクーラーいるし（基本三十度を超えると、溶よう存ぞん酸さん素そその他の理由からそろそろやばいのですよ）。また観賞魚用クーラーが妙に高い装置で……でも装備しておかないと色々まずいし。

　そもそも水温が上がれば溶存酸素が減へって、濾ろ材ざいに付着した濾ろ過か細さい菌きんの硝しよう化か効こう率りつその他が下がる上に、無む脊せき椎つい動どう物ぶつは調子を崩くずして死滅、そこから水質が悪化して、でも濾過効率が低いから腐ふ敗はい物ぶつから出たアンモニアがアンモニウムイオンとして毒性の──（以下略）




　興味の無い人には面倒臭いだけの様に見える趣味でしょうが、まあそこから学ばされる事も結構あって。




　別にエコロジスト気取る訳じゃないんですが──生き物が生きていく条件って結構シビアで、それから振り返ってみると、自分達が地球という環境に「生かされてる」んだなあと妙に実感してみたりね。

　でまあ「小さな環境をそこに構築して運営する」という感覚って結構面白いし、トチりつつも悪戦苦闘する事は色々と勉強にもなるので、日々の飼育から小説のネタなんかも仕入れつつ、アクアリストライフを送っております。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　今回も締しめ切り引っ張って色々な方にご迷惑をかけてしまいました。

　最早、毎度の事なので意味があるかないか微妙ですが猛もう省せいしまする。

　担当のたなぽんから、絵師の増田師から、校正者さん、印刷所、流通業者の方々まで。

　申し訳ないです。




　そして毎度の事ながら本書を購読してくださった方に感謝を。

　ありがとうございます。




　んではまた──次の本で！




　二〇〇七／八／二七

　ＢＧＭ：なし

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（Core２　6700／２ＧＢ）

　執筆アシスタント：坂本未紀



















ディスパレイト！コンプ




02　落日の双銀
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